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初恋婚〜身代わり花嫁のはずなのに、幼馴染みにとろ甘に愛されています〜







プロローグ







「今日からは夫婦なんだ。もう、抱いてもいいよな？」

　熱の籠もった目で見つめられ梨花りかの胸が歓喜に沸いた。

　何年も片思いしていた人。

　自分と付き合う日なんて、ましてや結婚する日なんて決して来ないと思っていた。

「祖父さんからも早く子を作れと急かされていることだし」

　しかし、廉れんの口から漏れた何気ない一言が、梨花を絶望のどん底へとたたき落とす。

　抱きたくて抱くわけではない。勘違いをするな、お前なんて愛していない。言葉にせずとも、表情には出さずとも、不本意だという感情が伝わってきた。

　結納から結婚までわずか三ヶ月であったが、幼い頃からの顔馴染みともあって、気を張るようなことはない。だが、廉が自分を婚約者扱いしてくれるのは、そうせざるを得なかっただけ。

　彼は必要だから梨花と結婚し、子作りに必要だから梨花を抱くのだ。

「お前はもう俺の妻だろう。きちんと義務を果たせ」

　有無を言わせない言葉に、胸が押しつぶされそうになる。

「義務……」

　耳に届く息遣いは男の欲望を孕んでいるというのに、その言葉はどこまでも冷静だ。今、この瞬間、廉と結婚することも、廉の子を産むことも、梨花の義務でしかないと突きつけられた。

　自分は彼の愛する人の身代わりでしかないのだと、わかってはいたけれど。

　それでもいい、好きな人と結婚できるならとその手を取ったのは自分。言われるまでもないことでショックを受けはしない。そう思っていたのに、梨花の心は脆弱だった。

「梨花、口を開けて」

　唇を舐められ、隙間を割って、廉の熱を持った舌が差し込まれる。

「噛むなよ」

「ん……っ」

　口腔を舐められると、心地好さで全身が震えそうになる。今までの軽いキスとはまるで違う。これが大人のキスだと身体に教えこまれているようだ。

　こういうキスを彼女ともしていたのか。不意にそんなことを考えてしまい、勝手に想像し、傷つく自分のなんと愚かなことか。

　しかし、キスが深くなっていくと、思考する余裕などなくなり、ただただ彼の舌技に翻弄されてしまう。

「ふぁ……っ、ん」

　舌が搦め取られて、粘膜が擦り合わさる卑猥な音がホテルの一室に響いた。誘うように甘ったるい声が自分のものだなんて信じがたい。

「はぁ、ふ……っ、あ」

　激しいキスがどれだけ続いただろう。

　パジャマのシャツが脱がされ、彼の手が胸を優しく包む。男性に胸を晒した経験などない梨花は、真っ暗な中でも彼がなにをしているかを悟り、全身を固くする。

　しかし、胸の突起を指と舌で弄られていくうちに、羞恥心はどこかに消え失せ、みだりがわしい声が止められなくなってしまう。

「やぁっ、あっ、んっ、それ……だめぇっ」

　足の間がじっとりと濡れて、落ち着かない。無意識に揺れる腰を彼に押しつけ、いやいやと首を振りながらも、身体が昂ってどうしようもなかった。

　くちゅ、くちゅと音を立てながら乳首を舐めしゃぶられて、胸から広がる快感が下腹部に伝わり、触れられてもいないところがじんじんと熱く疼いた。

「な、んか、変になるから……っ」

「感じてるだけだろ、なにも変じゃない」

　額に汗をかいた廉は、着ていたバスローブを脱ぎ捨てた。

　真っ暗な室内では、彼の逞しい肉体を目にすることはできなかったものの、初めての行為に頭がいっぱいの梨花にとって、それは救いだったかもしれない。

「あぁっ！」

　覆い被さってきた廉に、ふたたび乳嘴をきつく吸われて、下腹部の奥が痛いほどに疼いた。足の間は淫らな蜜に濡れて、じっとりと汗ばんでいる。

「はぁっ、あっ、ん、んっ」

　梨花が腕を掴むと、その腕を背中に回される。

「こうしてくれた方がいい」

　梨花が廉の身体にしがみつくと、強く抱き締められた。

　義務だという彼の言葉にショックを受けたけれど、彼の気持ちを考えればそれも仕方のないことだ。はなから愛されているとは思っていない。こういう行為に忌避感を覚えない程度には女性として見てくれている。今はそれだけでいいではないか。

「これは、なかなか辛いな」

　その言葉の意味は瞬時に察せられた。触れあう下半身から彼の熱が伝わってくる。いくら初心な梨花でも、興奮した男性がそうなる……くらいの知識はあった。

「廉く……あの」

「仕方ないだろ。女の身体に触って興奮しない男がいるか」

　投げやりに言われた言葉にまたもやショックを受けそうになるが、パジャマのズボンを下ろされると、恥ずかしさで落ち込む余裕もなくなる。

「ん……っ」

「あぁ、よかった、濡れてるな」

　ショーツの中を探られて、濡れた部分を指先で弄られる。自覚していたことを言葉にして言われると、ものすごくいたたまれない。

「ほら、少し擦るだけで、溢れてくる」

　秘裂をぬるぬると擦られ、愛液が溢れだす。どうしてこんなに濡れてしまっているのか、自分でもわからない。ただ、廉に触れられていると思うだけで、身体が焼けつくように熱くなる。










[image: ]









「やぁ、音、立てないで」

「俺が立ててるわけじゃないさ」

　暗闇の中で廉を睨むも、表情すらまともに見えず効果はない。

「しかし、狭いな……」

「あぁっ、うぅ」

　中に入った指をかき混ぜられて、その衝撃に全身が震える。

「まぁ、慣れてないのはわかってたけどな……」

　ため息交じりの独り言を梨花の耳が拾った。

（そうだよね……廉くんは、慣れてるよね）

　わかっていたことだ。彼と彼女の間に身体の関係があったことは。むしろ、これまでなにもなかったと言われても信じられない。

　それでも、彼が彼女をこうして組み伏せていたと思うだけで、嫉妬で頭がおかしくなりそうだ。

　本当は今でも彼女を抱きたいのだろう。身体は反応しても、心がお前じゃないと、拒んでいるのではないか。そんな不安ばかりが押し寄せてくる。

「いやでも恥ずかしくても、文句言うなよ」

　廉はそう言いながら指を引き抜き、梨花の足の間に顔を埋めてきた。

　知識としてそういう行為があることは知っているが、まさか身をもって経験することになるなんて思ってもおらず、驚愕と動揺に襲われる。

　そのせいで嫉妬心すらどこかに飛んでいったのはよかったのかもしれないが、あられもない部分を舌で舐められる衝撃といったらなかった。

「ひぁぁっ」

　ねっとりと秘裂に舌を這わせ、溢れる愛液を綺麗に舐め取られる。全身が焼けつきそうなほどの鋭い快感が脳天を突き、梨花は嬌声を上げ続けた。

「はぁ、あぁぁっ、や、ん、そこ」

　割れ目を舐められるたびに、愛液が噴きだし、彼の口元を濡らしていく。それを恥ずかしいと思う暇すらなく、腰をくねらせてしまう。

　尖らせた舌の先端で淫芽を舐められて、目眩がするほどの快感に襲われた。あますところなく舐めしゃぶられると、陸に上がった魚のように腰がびくびくと跳ねる。

「あぁぁっ、だめぇっ、ん、あぁっ」

　膣からはおびただしいほどの愛液が垂れて、陰唇を卑猥に濡らす。強烈な快感に下腹部がきゅうっと引き締まり、力を抜けばなにかが溢れそうな感覚がしてくる。

「ひぁ──っ！」

「いいから、そのまま惚けておけよ。まだ終わってない」

　呆気なく絶頂に達し、眠りに落ちそうな気怠さを感じていると、廉に足を抱え上げられる。なにか硬いものを蜜口に押し当てられて、次の瞬間、身体を引き裂かれるような痛みが走った。

「あっ、あぁぁっ！」

　眠気が一気に吹き飛び、身体を貫かれる衝撃に息を呑む。

　先ほどまで感じていた気持ち良さとはまったく違い、小さな穴をめりめりと広げていく激痛に恐怖を覚える。しかし、梨花が悲鳴じみた声を上げても彼の動きは止まらない。

「全部、入った」

「はぁ……はぁっ、はっ」

　時間をかけて彼のものを受け入れたときには息も絶え絶えだった。これ以上の痛みはないだろうという安堵からこぼれる涙が頬を伝う。

「やっぱり、狭いな。痛みをなくしてやれなくて悪かった」

「へ、いき」

　なんとか言葉を絞り出すと、感極まったような声で返された。

「ようやくだ」

　婚約してから三ヶ月。今日を迎えるまで、自分たちは触れるだけのキスしかしていなかった。二十八歳でいい大人だが、なにもかもが初めての梨花に配慮してくれたのだろう。

　そのような手間をかけさせてしまうことを申し訳なく思いながらも、やはりどうあっても彼女だったら、と考えてしまう。

「ごめんね……」

「どうして謝る？」

「だって、初めてとか、面倒だよね」

　思わず梨花が言うと、ため息が返された。

「面倒だなんて思ってない。それに、祖父さんの命令で婚約者になってくれた梨花に、無理強いなんてできるわけないだろ」

　廉の言葉一つ一つに、この結婚に愛情はないと突きつけられる。

　自分はこの結婚を望んでいたけれど、廉は違う。祖父からの理不尽な命令による結婚だ。それでも彼が拒否をすることは許されなかったのだ。

　真っ暗な部屋の中。廉が今、誰のことを考えているかなんて、知りたくない。

　梨花は声を上げて泣きたくなるのをなんとかこらえて、続きを望んだ。自分の存在が、彼の心の片隅にでもあればいい、そう願いながら。









第一章　初恋相手の婚約者









　一柳いちりゅう廉と初めて会ったとき、梨花はまだ小学四年生だった。

　高畠たかはた家の数倍はありそうな一柳家のお屋敷にも驚いたけれど、それ以上に、目の前で美少女と顔を寄せながら話す廉の美しさに、ただただ梨花は見蕩れていた。

「へぇ、蒼太そうたの妹は梨花ちゃんって言うんだね。お前と違っておとなしそうだ」

　彼はそう言って、梨花に視線を向けた。

　大きな目に長いまつげ、すっと通った鼻筋、形のいい唇。整った顔立ち、なんて言葉では表せないほどの美貌から、梨花は目が離せなかった。

　顎や首が少年期から青年への変化を遂げていなければ、肉付きの薄い身体や肌の白さで、女の子だと勘違いしていたかもしれない。艶のある真っ直ぐな黒髪は耳あたりで切りそろえられており、前髪は無造作に流している。

　廉の横に座る園崎そのざき絢子あやこは、性格の良さが滲み出ているような優しげな目で笑みを浮かべていた。絢子もまた、廉と並んでいても遜色のない美少女だ。

「失礼な。お前たちと初めて会うから猫被ってるだけだろ」

　梨花を挟んで廉の斜め横に座る四歳上の兄、蒼太が舌打ちをしながら、ソーサーからカップを持ち上げた。その際、かちゃんとガラスがぶつかる音がする。兄はいつも乱暴なのだ。

　そんな兄と違って、乱暴だったり言葉遣いが悪かったりしなかったのも、廉に惹かれる要因となったのかもしれない。

　兄と同じ学園の中等部二年に所属している廉は、大人っぽく足を組み、上品な所作でテーブルに置かれたカップを傾けていた。

「おい、梨花？　挨拶くらいしろよ」

　兄に訝しげに声をかけられて、惚けていた梨花ははっと我に返った。

「高畠梨花、です……お邪魔してごめんなさい」

　梨花が慌ててお辞儀をすると、廉は穏やかに笑い、首を横に振った。

　大きくて優しい手に頭を撫でられると嬉しくて、でも少し恥ずかしくなって、梨花は俯いた。

（すごい……かっこいい、大人みたい）

　こんなに優しくて、素敵な人が兄だったらと考えると、気持ちが浮き足立ってしまう。だって、兄のように乱暴な言葉遣いなんてしなさそうだし、梨花の話にも耳を傾けてくれそうだ。

「いいよ、蒼太の妹なら、俺たちの妹みたいなものだしな。今日は課題があるから、終わるまで待っていてもらうことになっちゃうけど」

「え、あの、は、はい」

　そう言われ、梨花は慌てて返事をした。

　一柳家はすごいお屋敷だっただの、廉と絢子と遊んだだのと、蒼太はいつも自慢してくる。だからつい、自分も連れていってとわがままを言ってしまったのだ。

　三人で課題をやっていたなんて知らなかった。邪魔をしたかったわけではない。

「廉の部屋にある本でも読んで待ってる？」

　絢子が梨花に気遣うような目を向けて聞くと、すかさず廉が「小学生の女の子が読めるような本なんて持ってない」と口を挟んだ。絢子がそれに対して「それもそっか」と返す。

　廉と絢子の距離はかなり近い。すごく仲がいいのかもしれないが、引っ込み思案の梨花はクラスの男子と友人にはなれないから、この二人が話しているのを見ると、大人の恋人の会話を聞いてしまっているような、落ち着かない気分になった。

「あの……自分で本は持ってきたから、平気です。お姉さん、ありがとう」

　綺麗過ぎる廉にもドキドキするが、絢子もまた美少女過ぎて、緊張してしまう。

「梨花ちゃん、可愛い〜！　できれば、私のことは絢ちゃんって呼んでくれる？」

「絢ちゃん？」

　梨花が頷くと、続けて廉が口を開いた。

「じゃあ、俺も廉でいいよ」

「え……っ!?」

　廉、なんて呼び捨てられるわけがない。

　無理だと言うように首をぶんぶん横に振ると、兄がぶはっと噴きだした。

「おいおい、お兄ちゃんだけずるい！　廉くんのところに私も行きたい！　って言ってたあのやかましさはどこにいった？」

　なんてことを言うのだろうか。

　梨花は頬を真っ赤に染めて、隣に座る兄の足を思い切り蹴った。

「お兄ちゃんのバカ」

「いてっ！　てめ、なにすんだ！」

　いきり立つ兄は無視するしかない。

　前に置かれたテーブルで廉からは見えていないと思っていたのに、どうやら足の動きで気づかれていたらしい。彼が噴きだすように笑った。

「兄妹仲がいいな。俺は一人っ子だから、ちょっと羨ましいよ」

「よくない！」

「よくないです！」

　兄と同時に声を上げて互いを睨むように顔を見合わせると、さらに廉の笑みが深まった。

「ははっ、やっぱり仲がいい」

　兄と仲良し認定されたことは気に食わないが、少し緊張が解けた。

「じゃあ、廉くんって呼んでいいですか？」

　梨花が聞くと、頷きが返される。

「いいよ、俺にも妹ができた気分だ」

　妹かとなぜか少しがっかりしてしまったが、廉は蒼太と違って、優しそうな兄だ。一緒に遊ぶうちにもっと仲良くなれるかもしれない。梨花はまた兄にねだってここに遊びに来ようと決めた。

「じゃ、そろそろ課題に取りかからないと。あまり遅くなったら、梨花ちゃんが怒られちゃうでしょ？」

　絢子が通学鞄から数枚のプリントを取り出した。

　すると兄がいやそうな顔をしてため息をつく。

「そうだな。ほら、蒼太も早く出せって。今日中に課題終わらせないといけないんだろ。お前のために集まってるんだから」

「俺のため？　うそつけ。まぁいいか、やるよやるやる」

　どうやら二人は、勉強嫌いな兄のために一緒に課題をやってくれているらしい。家にいるときに兄が机に向かっているところなど見たことがない。それでいてトップクラスの成績を維持できるのが、梨花は不思議で仕方がなかった。

　梨花は彼らを横目に、持ってきた本をバッグから取り出した。ページを捲っても、今日に限ってはその内容がちっとも頭に入ってこない。

　本から顔を上げて、ちらりと廉を見ると、ばっちり目が合ってしまった。

「つまらなくないか？」

「ぜ、全然！　大丈夫です！」

「そっか」

　廉が自分を気に掛けてくれるのが嬉しくてしょうがなかった。にやにやと笑いそうになるのを我慢して、本に視線を落とす。廉と目が合うだけで、新しい服を買ってもらったときのようなドキドキ感が胸の奥から湧いてきて止まらないのだ。

（変なの……なにこれ）

　梨花は相変わらず本に集中しないまま、ページを捲り続けた。

　いつの間にか夢中になって読み進めていたようで、窓の外から聞こえる夕焼けチャイムの音に気づき顔を上げる。まだ外は明るいから、夕方だと気づかなかった。

　兄と一緒だから多少遅くなっても怒られはしないと思うが、これ以上ここにいるなら、家に一度連絡を入れなければならない。

　けれど、三人の勉強の邪魔をするのも憚られる。どうしようかと落ち着きなくきょろきょろしていると、そんな梨花の様子にいち早く気づいたのは、やはり廉だった。

「どうした？」

「あ、えっと、チャイムが鳴ったから」

　窓の外に視線を向けながら梨花が言うと、釣られたように廉も窓の方を見た。

「あぁ、そうか。小学生だもんな」

　勉強の邪魔をしてしまい申し訳ない気持ちになったが、彼の声に、面倒がったりバカにしたりするような響きはなかった。そういうところも兄とは全然違う。

「キリもいいし、今日は終わりにするか」

「そうだね。また来週」

　絢子の問いに廉が頷き、蒼太に顔を向ける。

「じゃないと蒼太の課題を夏休みの終わりに手伝わされることになる。蒼太もそれでいいよな？」

「お〜」

　やる気のない兄の返事に廉が若干眉をひそめたが、それもいつものことなのか、彼は嘆息して梨花に向き直った。

「よかったら、また梨花もくればいい。次は宿題を持ってくれば？　それなら手持ち無沙汰にならないだろ？」

「また来てもいいの？」

「いいよ。蒼太も妹がいる方が真面目にやるみたいだし。かっこ悪いところは見せられないって思ってるんじゃない？」

　笑いをこらえたような顔で廉が言うと、蒼太は苦虫を噛みつぶしたような顔をした。

「……廉、余計なことを言うな」

　驚きで目を見開いて兄を見ると、やたらと耳が赤くなっている。どうやら図星だったらしい。にやにやと笑っていると、今度は足を踏み返された。

「痛い！」

「笑ってるからだろ。ほら、帰るぞ」

　腕を掴まれて、無理矢理立たされた。

　廉と離れるのが名残惜しくて、つい兄の手を払ってしまう。

「梨花？」

　梨花は、絢子と隣り合って座る廉の真正面に立った。自分に話があるのだと察した廉がこちらを見て、優しげな面立ちで首を傾げる。

「どうかした？」

「あのね……」

　彼の手を取って、きゅっと掴むと、驚いたような眼差しを向けられる。

「……私、廉くんのお嫁さんになりたい」

『ずっと一緒にいたいと思ったからお父さんと結婚したの』

　母はそう言っていた。だから、廉と結婚すれば、両親のように廉とずっと一緒にいられるのではないか。妹みたいなものだと言ってくれたから、兄になってくれるかもしれない、そう考えた。

　恋も愛も、このときの梨花はまだ知らなかったのだ。

「会ったばかりでプロポーズとは……やるな、お前」

　茶化すような兄の言葉に、梨花はむぅっと頬を膨らませた。この兄は、いつもそうやって梨花をバカにするのだ。しかし、廉はやはり違った。

「嬉しいよ、ありがとうな」

　廉はそう言って、梨花の頭をぐしゃぐしゃに撫でた。彼の手は兄と同じくらい大きい。それなのに兄に撫でられているのとは全然違う。廉に撫でられると、胸がおかしなほど弾んで呼吸が速くなる。その意味を梨花はまだ気づかない。

「ほら、早く帰るぞ、怒られるのは俺なんだからな」

「も〜待ってよ！」

　兄に引きずられるようにして一柳家の屋敷をあとにした。兄と並んで二人で帰る途中、梨花はどうしても気になっていたことを聞いた。

「ねぇ、お兄ちゃん」

「なんだよ」

「廉くんと絢ちゃんはお友だち？」

　二人はすごく仲が良さそうだった。もしかしたら、絢子も廉のお嫁さんになりたいのかもしれない。そうだったら、どうしよう。梨花はもやもやする胸の内を言葉にできず、兄に尋ねた。

「ませガキめ。さすがプロポーズするだけあるわ。絢に嫉妬か」

　兄は梨花を鼻で笑った。

　嫉妬の言葉の意味はわからなかったが、兄がまたもや自分をバカにしたのは伝わってきた。

「だって、なんだか特別に仲良さそうだったから……」

「その日に失恋とは残念だったなぁ、廉は絢子の婚約者だ」

　兄はからからと笑いながら言った。

　梨花は婚約者の意味がわからずに首を傾げる。

「婚約者ってなに？」

「結婚の約束をしてる相手だ」

「結婚……お嫁さん？」

「そうだ、絢子は廉のお嫁さんになる」

　やはり、絢子も廉のお嫁さんになりたかったのだ。

　ということは、梨花は廉とずっと一緒にいられない。廉の妹にもなれない。

　絢子が廉の隣に座っていたのも、二人が仲睦まじかったのも、婚約者だからなのか。

（そうなんだ）

　廉と絢子が寄り添う姿を見て、とても素敵だと思った。絢子が座っているところ……廉の隣に自分も座りたいと思った。でも、入れないのも、心のどこかでわかっていた。

　寂しい気持ちがする。自分の知らない話を、ほかの友だち同士が楽しそうに話しているときのような、つまらない気持ちだ。

（絢ちゃんは可愛いし、優しいし……それなのに）

　ほんの少しだけ邪魔だな、と思ってしまった自分が恥ずかしい。人を悪く言うことは下品だと母が言っていたじゃないか。心で思うのも、きっとだめだ。

「お前まさか、マジで廉が好きとか？　お前みたいなガキが相手にされるわけないだろ、やめとけやめとけ」

　兄が声をかけてくるが、いつものことながら一言も二言も多い。

　絢子に抱いた邪な気持ちを知られたくなくて、梨花は誤魔化すように兄を肘でどついた。

「ガキって言う方がガキなのよって、お母さんが言ってた」

「はっ？　お前な、俺は心配してやったんだぞ！」

「課題もまともにやらないお兄ちゃんに心配されても……」

　すると、兄の大きな手のひらに頭を掴まれ、指先に力を込められる。

「痛い痛い！」

　叫び声を上げながら、兄の横っ腹を力の限り摘まむ。それなりに痛かったのか、ようやくその手が離されて、不毛なケンカは終わった。

「……ったく、生意気だな。さっさと帰るぞ」

「はーい」




　＊＊＊




　梨花は腕時計を見ながら、足早に待ち合わせ場所へと向かった。

　職場のある新宿から赤坂までは地下鉄で二十分ほど。地下鉄を降りて、隙間なくビルが建ちならぶ都道を、しばらく歩いていく。

　吐く息は白く、少し外を歩くだけで手がかじかんでくる。

　梨花はぎゅっと身を縮こまらせ、後ろで一つ結びにした髪を解いた。焦げ茶色に染めた髪は緩いパーマをかけており、後ろで一つ結びにするだけでそれなりに可愛く見える。好きな人からも「可愛い」の言葉をもらえたので、それが幼馴染みへのお世辞だと知りつつも嬉しい。

　とはいえ、もう一人の幼馴染みである絢子と比べたら、悲しいことに天と地ほども見た目の差がある。頬の膨らんだ丸い顔に、太めの眉、目だけはぱっちりと大きいが、美人とは言いがたい。道を歩けばスカウトマンが寄ってくる絢子とは違うのだと、鏡を見るたびに思い知らされる。

　それに、自分のような勤め人とは違い、絢子はホテル園崎の社長を父に持つ令嬢であり、なおかつ、実力が認められ事業本部長の立場に就いている。一柳家の後継者である廉にふさわしい相手だ。絢子と会うたびに、選ばれた人っているのだなと思ってしまう。

（比べたって、どうしようもないのにね）

　幼馴染みである彼らに会う前はいつもこうだ。比べたところで、好きな人に振り向いてもらえる可能性など万に一つもないのに、自分と絢子を比べて、絢子ほど美人だったらと考えてしまう。

　気持ちを切り替えなければ、二人を心配させてしまう。梨花は両手で頬を包み、口角を上げるように揉み込んだ。

（よし……っ、大丈夫、大丈夫。いつも通り！）

　このあたりにはオフィスや個人経営のレストランが多く、平日のランチ時はいつも賑わいを見せている。絢子が予約してくれたイタリアンレストランもその一つで、五階建てのビル一階に店を構えており、ランチとディナー営業をしている。こぢんまりとした店構えだが、この地域で二十年以上にわたり営業を続けている本格的なイタリアンだ。

　イタリアンワインの品揃えも豊富で、様々なナポリピッツァやアラカルトを楽しめるが、値段はかなりリーズナブルだ。

　二十八歳になっても、廉や絢子のように高給取りではないため非常に助かる。

　梨花は店の前に着くと、歩いている間に乱れた髪を手櫛で直した。

　古めかしいガラスドアを開けると、チーズの焼けたいい匂いがふわりと漂ってくる。奥行きがあるため、入り口から想像するよりも店は狭くない。二人席と四人席が等間隔に配置されており、店内を見回せば、すぐに待ち合わせ人の姿が見つかった。

　梨花はコートを脱いで、席に近づいていく。

「遅くなってごめん……っ」

　声をかけると、廉と絢子の視線がこちらを捉えた。

　テーブルには飲み物だけが置かれている。どうやら自分を待っていてくれたらしい。絢子の隣には荷物が置いてあるため、梨花は廉の隣の椅子を引いて腰かけた。

「外、寒かっただろう。頬が真っ赤だ」

　そう言った廉が梨花の頬に手を伸ばしてくる。ひりひりと痛むほどに冷たかった肌に温かい人肌が触れて、思わず頬擦りしたくなる。

「廉くんの手、あったかい」

　目を細めて心地好い手の温もりを味わっていると、反対側の手も頬に押し当てられた。両頬を両手で包まれ、廉の方を向かされる。

「冷たくて気持ちいいな」

　相変わらず見蕩れてしまうほどの美貌。太く男らしい眉に、長いまつげに縁取られた大きな目。パーツのどの部分も完成された美しさがあった。

　真っ直ぐで艶のある黒髪、眉にかかる長さの前髪は左右に流されており、襟足はきっちりと整えられている。百八十を超える長身で梨花とは頭一つ分身長差がある。

　立ち居振る舞い、ルックス、すべてにおいて気品が滲み出ているのは育ちのせいだろう。

　自分が幼馴染みという間柄でなかったら、話しかけるのも躊躇っていたに違いない。いくらかっこいい男性が好きだとしても、彼の隣に堂々と立てる女性はなかなかいないはずだ。いるとすれば、と梨花は絢子に視線を向ける。

「外、寒いものね。梨花は肌が白いから余計に目立つのよ」

　絢子もまた年を取るごとに美しさに磨きがかかっている。

　身長は百七十を超えていて、迫力のある美人だ。緩く巻いた髪を後ろでアップにしており、品のいいブラウスにタイトスカートやパンツを合わせている。背筋がすっと伸びたモデル体型だから、歩き姿も立ち姿もかっこいいのだ。

　美人過ぎて、普通の男性からは敬遠されると聞いたが、絢子を見ているとその言葉に納得してしまえる雰囲気があった。

　ただ、長身の廉と並んでいると、背の高い絢子がとても可愛らしい女性に見えるし、お似合いという言葉では言い表せないほど、二人が寄り添う姿はしっくりくる。

（絢ちゃん、嫉妬とかしないのかな。まぁ、私相手に嫉妬もないか……）

　自分ならば、好きな人がほかの女性と隣り合って座っているのもいやだし、触れるなんてとんでもない。けれど、廉が梨花の頬に触れていても、向かいに座った絢子はまったく気にした様子はなく、微笑ましそうにこちらを見て笑っていた。

（怒ってるところなんて見たことないし。四つしか離れてないのに、私よりずっと大人だもん）

　幼馴染みとして信用してくれるのは嬉しいが、廉に密かな恋心を抱いている梨花としては、恋敵にさえなれないと言われているようで、仲違いするよりマシだが複雑であった。

　どうせ叶わない恋だ。ほんの少しの期待さえ持てないが、二人が結婚するその日までは彼を好きでいようと決めている。好きでいるだけなら絢子に迷惑はかからない。

　廉は一柳家の後継者だ。

　一柳家は『一柳観光開発』を始めとした数々の会社を経営している。一柳観光開発は複合型レジャー施設や、レストラン、水族館、遊園地などのテーマパーク、温泉やスパなどの施設を展開する会社だが、設立時は『一柳食堂』という小さな食堂だった。

　創業以来、同族経営を貫く一柳観光開発は今年百年の節目を迎える。一柳の名前を持つ者が取締役に名を連ねており、廉は数年前に父からＣＥＯの座を引き継いだ。

　だが、いまだに強い実権を握っているのは会長であり、廉の祖父でもある龍彦たつひこだ。龍彦が決めた廉と絢子の婚約は覆らない。

　龍彦は結婚に感情は必要なく、家と家の繋がり、血の繋がりを非常に重視する考えの持ち主だ。性格は非常に厳格で、逆らうものに容赦はしない。

　廉の父の結婚相手を決めたのも、廉と絢子の婚約を決めたのも龍彦だ。龍彦自身も父親に結婚を決められたという。そうして一柳家を大きくしてきただけに誰も龍彦には逆らえない。

　対して、婚約者である絢子の父は、『ホテル園崎』の社長である。

　ホテル園崎は国内屈指の高級ホテルであったが、外資系ホテルの日本進出の波に抗えず、トップの地位からは久しく遠ざかっていた。

　大型テーマパークと併設したホテル経営を考えていた龍彦にとって、絢子は都合のいい廉の婚約相手だった。

　しかし、絢子がホテル園崎の事業本部長の地位に就いてから、会社の改革が行われた。年功序列制度をなくし、能力のあるものを雇い入れるようにして数年。

　ホテル園崎の名前は、世界最大の旅行口コミサイトでナンバーワンに輝くまでになった。現在、国内のみならず海外展開も進めている。

　廉の婚約者に絢子を据えた龍彦には、先見の明もあったのだろう。さらに一柳家内での発言力をたしかなものにしたらしい。

　一柳家にしても園崎家にしても、ごくごく普通の一般家庭育ちの梨花にとっては、手の届かない遠い人という感覚だ。

　この時代に政略結婚などどうかと思うが、それも致し方ないと感じてしまうくらい両家の家格は高い。しかし幸いなのは、廉と絢子が中学からの顔馴染みで、二人の仲が良好なことだろう。きっと二人なら、夫婦になってもうまくやっていけるに違いない。

「飲み物のついでに注文しよう。ほら、メニュー」

「ありがとう」

　廉からメニューを手渡されて、アイスティーを選ぶ。店内はピザ釜と暖房のおかげでかなり温かく、外から来て寒くとも冷たい飲み物で良さそうだ。

「料理は？」

「マルゲリータかな？　海鮮も食べてみたいけど。絢ちゃんはなにか食べたいのある？」

「ピザは梨花の食べたいのにして。あとサラダをお願い」

「じゃあ、あと和牛のグリルとサラダにカルパッチョも頼むか」

　梨花と絢子が頷くと、廉がまとめて注文した。

　メニューをスタッフに返し、ドリンクを待つ間におしぼりで手を拭く。

「そういえば、最近は蒼太に会ってないな。今日も忙しいって連絡はあったんだが」

「お兄ちゃん、実家にもほとんど帰ってこなくて。私も全然会ってないの。お母さんにはたまに連絡があるみたいだけど」

　学生時代にあれだけやる気のなかった兄だが、大学入学の頃になると、自分探しの旅は終わったのか、なにかを吹っ切ったように父と同じ医師としての道を選んだ。そして、今までの不真面目さがうそのように、ひたすら勉強に励み、現在は大学病院で内科医として勤務している。

　ただ、実家暮らしの梨花と違い、兄はすでに家を出て一人暮らしをしているし、都内にいるのにほとんど会えていない。

「そうか、まぁ元気ならいい。梨花は？　今日は忙しかったのか？」

「あまり無理しちゃだめよ？　なにか困ったことがあるなら言ってね」

　梨花が待ちあわせに遅れるなど珍しいからだろう。二人は案じるような声で言った。

　昔から二人は、兄よりも兄姉らしく自分を心配する。梨花ももう二十八歳になる大人だというのに、要職に就いている二人からすると頼りなく見えるのだろう。

「廉くん、絢ちゃん、ありがと。今日は帰る間際に取引先から電話がかかってきちゃっただけ。いつもは全然、残業なんてないよ」

　それどころか、最近は少し暇を持て余しているくらいだ。

　梨花は、全国展開するディスカウントショップ『メルシー』を経営する大企業、丸志まるし産業の店舗開発部で働いている。

　メルシーの国内店舗数は五千を超えており、百円均一や三百円均一、千円均一と様々なブランドチェーンがあり、インバウンド需要のおかげもあり売り上げは右肩上がりであったが、原価高、人件費高騰、同業種の過剰出店などの煽りを受け、収益は悪化の一途を辿っている。

　近々、早期退職者を募るのではないか、という噂がまことしやかに囁かれているくらいだ。

「そう？　ならいいけど」

「二人の方がずっと仕事、忙しいでしょ？　せっかくのデートの機会なのに、私と会っていていいの？」

　すると、向かいに座る絢子は、見蕩れるほど綺麗な顔でにっこりと笑い、こちらを見る。

「いいに決まってるじゃないの」

「いいに決まってるだろ」

　見事に二人の声が揃った。さすが長年婚約しているだけあるなと、梨花はちくりと痛む胸に気づかないふりをして笑みを浮かべる。

（二人と会えるのは、嬉しいけど）

　デートの邪魔になっているのは確実だ。けれど絢子はいつも、梨花も一緒にと食事に誘ってくれる。幼い頃から変わらず自分を大事に思っていてくれることは嬉しいが、顔を合わせるたびにある種の緊張を強いられるのだ。

「仕事より可愛い幼馴染みに会う時間の方がずっと大事よ」

「あぁ」

「ちゃんと婚約者らしくデートもしてる？」

　自分がいないところでは、廉も絢子も違う顔をするのだろう。いくら自分の気持ちを隠すためとはいえ、恋人らしい二人の話を聞きたがるなんて、なんとも自虐的だ。

「まぁ、それなりにはな」

　廉は淡々とした口調で言った。

「一柳のお祖父様に、いろいろ急かされてるからね」

　絢子が疲れたような顔をしてため息をつく。

（急かされてるって……結婚、だよね）

　廉もやれやれと肩を竦めて、絢子と同じような顔をした。結婚するのは喜ばしい話のはずなのに、二人の表情の意味がわからず首を傾げる。

「いやなの？」

　つい、尋ねてしまうと、廉と絢子は示し合わせるように顔を見合わせた。

　梨花の問いに答えたのは廉だ。

「決まっていたことだから、いやってわけじゃないさ。ただな『絢子には早く後継者を産んでもらわなければならない』なんて言われて、結婚を喜べると思うか？」

「それは……たしかに」

　誰が言ったとは言わなくとも、それが龍彦の言葉だとわかる。

　政略結婚だとしても、家と家の繋がりと後継者だけを求められた結婚に喜ぶ女性はいない。

　嫁ぐ側の絢子からすれば、廉との結婚は受け入れられても、一柳家への嫁入りには躊躇してしまうのかもしれない。

　それに、絢子は生粋のお嬢様だが、ホテル園崎になくてはならない女性。仕事を辞めたくないという気持ちもきっとあるだろう。

（でも、仕事を続けたいなんて、許されないだろうし……）

　二人とももう三十二歳。

　早く結婚をと望む龍彦の気持ちもわからないでもないが。

「のらりくらりと躱すのも、もう限界よね」

「あぁ、そうだな」

　二人は揃ってため息をつくと、そんな楽しくない話はしたくないとばかりに、梨花に目を向けてきた。

「そんなことはどうでもいいのよ。で、梨花は？　好きな人とかいないの？」

「え、私!?　あるはずないでしょ！　ないない！」

　突然の話題の転換に動揺してしまう。しかも、好きな人だなんて。梨花の気持ちを知らないからこその問いかけだとわかっているが、二人を前にしてこの話題は心臓に悪い。

「梨花ならモテるでしょう？」

「梨花は可愛いからな。でも、付き合う前に俺たちに言えよ？　そいつが本当に梨花を幸せにできるかどうか見定めてやる」

「だから、そんな人いないってば」

　過去、何度か告白されたことはあるが、前向きな返事はできなかった。せめて、二人が結婚するまでは、廉を好きでいたかった。しかし、幸せな二人を見て、平静でいられるかはわからない。

（だからもう、潮時かもしれない）

　龍彦から急かされているのなら、二人が結婚するのも、そう遠くはないだろう。

　そろそろ、この片思いに決着をつけるべきだ。




　翌日、会社に出勤した梨花は、パソコンに届いた経営管理部からのメールを見て、マウスを動かしていた手をぴたりと止める。

（え、うそ……あの噂、本当だったの？）

　件名には「退職勧奨について」とある。周囲を見回しつつ添付されている退職勧奨通知書を開くと、そこには梨花の名前が記載されていた。

　どうやら、人件費高騰の煽りを受け、さらに本社業務の効率化により人員削減するに至ったようだ。解雇ではないため、退職勧奨を受け入れるかどうかは梨花の自由で、退職を選んだ場合、特別退職金が支払われる。

（どうして私？）

　自分がリストラ候補に選ばれたことが衝撃だった。なにかミスをしてしまっただろうかと考えても思いつかない。つい二ヶ月ほど前に支払われたボーナスの査定はＡだったのに。

（同意するなら来月末までに書類を出せって……どうしよう）

　梨花が丸志産業を選んだのは、単純に大企業で安定している会社だったからだ。ここに特別な思い入れがあるわけではない。しかし、また一から仕事を探すとなると大変だ。

　梨花はとりあえず退職勧奨同意書を印刷し、三つ折りにしてバッグにしまった。周囲を見回してみたが、ほかの誰かも同じ書類を受け取ったのか、自分だけなのかもわからない。

　その日はなかなか仕事に集中できなかった。

　長い一日を終えて、定時ぴったりに職場を出て、帰路に就く。

　母と食事をして部屋に戻ると、テーブルに置いておいたスマートフォンが短く振動し続けている。どうやら職場の同期グループからのメッセージのようで、メッセージアプリの未読メッセージは百件にも上っていた。

「……あ、私だけじゃなかったんだ」

　話の内容を見ると、今日の昼間に送られた退職勧奨通知についてだった。自分と同じように退職勧奨された同期はそれなりに多いらしい。それも女性ばかりだ。男性は一人もいなかった。

（なんで女性ばかり？）

　梨花は、自分も同じメールが届いたと話に加わった。

　同期数人のメッセージによると、どうやら退職勧奨通知書が送られたのは、未婚、既婚にかかわらず子どものいない二十代女性ばかりだという。そのことから、結婚または妊娠で辞めそうな女性社員を候補に挙げているのではないかという推測がされていた。

〝これから産休、育休を取りそうな人を候補にしてるんじゃないかなって思ったの。今どきどうかと思うけど、うちの会社の上層部って、まだ昭和感が抜けてないじゃない？　女性社員に『君は寿退社するのかね？』なんてセクハラしてるって聞くし〟

〝あり得る……〟

　あり得そうだと思ったのは梨花だけではなかったらしい。入社してからわかったことだが、丸志産業は大手企業でありながらハラスメント対策もまだまだだ。

　ハラスメント対策室なるものもあるが、そこのトップは社長と懇意にしている役員が据えられており、ハラスメントの被害者を守るような体制にはなっていないと聞く。

〝結婚の予定はあるのかなんて質問をすれば問題になるしね。なら近々辞めそうな女性社員を切ればいいって考えても不思議じゃないかも。ねぇ、みんなはどうする？〟

〝まだ、早期退職リストに名前が載ったってだけだから、私は辞めたくないよ。職探しが面倒だし、それなりの給料はもらってるけど、同じ条件のところがあるかはわからないし。梨花は？〟

　そう聞かれて、すぐには返信できなかった。

〝私は……どうしようかな〟

　辞めたくないという気持ちは同じだ。

　しかし、会社に望まれていないのに、しがみつくほどの気持ちはない。

〝会社辞めて、結婚して専業主婦になりた〜い。そういえば、梨花も専業主婦したいって言ってたよね？　結婚とかないの？〟

　話を振られて、メッセージを読みつつ苦笑を漏らす。

　たしかに梨花は、結婚するなら仕事を辞めて家庭に専念したいと思っている。

　梨花の母は元看護師だ。大学病院で医師として働く父と出会い、結婚を機にすっぱりと仕事を辞めて専業主婦になった。

　幼い頃は忙しい父に代わっていつだって母がそばにいてくれた。入学式も卒業式も父は仕事で学校に来られなかったが、母だけはすべての行事に皆勤賞である。

　兄が一人暮らしを始めてから、毎日の夕飯は母と梨花の二人だったが、母は遅くに帰ってくる父を必ず待っていた。父が帰ってきたときにほっとする空間を作りたいのだと母は言う。父はそんな母に毎日感謝しきりだし、結婚して三十年以上が経つのに、二人は今でもとても仲がいい。

　だから、もし自分が結婚したら、母のようにありたいと思っていた。居心地のいい場所を作って、大好きな人と子どもが帰ってくる家を守りたい。

　周囲にそれを言うと「今どき専業主婦はないでしょ」「よっぽど経済力のある夫じゃないと無理だよ」と返されるし、梨花もそれはわかっている。働くのがいやなわけでも、どうしても専業主婦になりたいわけでもない。ただの理想だ。

〝ないよ。相手がいないもん。でもちょっと考えてみる〟

　そう返信して、梨花はメッセージアプリを閉じた。

「相手か……」

　梨花は、頭に浮かんだ人の顔を振り払うように息を吐いた。

　廉と絢子は結婚間近。梨花も廉への恋心をきっぱり捨てる時期に差しかかっている。

　二人が結婚したとしても、自分への妹扱いは変わらないだろう。夫婦として絆を深めていく二人を見て、いちいち傷ついてもいられない。

　結婚して子どもを持ちたいと考えるのなら、退職勧奨はいい機会なのかもしれない。今の職場にしがみつくより、退職を受け入れて婚活すればいい。

（お父さんに頼んで、お見合いでもしようかな）

　父はそれなりに顔が広いし、娘の相手と考えるなら厳選してくれるはず。そのお相手が自分を気に入ってくれるかはわからないが、だめならそのときにまた再就職を含めて考えよう。

（廉くん以外に目を向けられたら、これ以上、絢ちゃんに罪悪感を抱かなくて済むしね）

　廉への気持ちは月日が経っても、ちっとも薄れてくれない。そのことで度々絢子を裏切っているような気分になる。

　二人に幸せになってほしいと思っている気持ちはうそではないのに、二人の邪魔をしたいなんて思っていないのに、浅ましくも心のどこかに〝絢子がいなければ〟という気持ちを持ってしまっている。梨花が、廉以外の誰かに目を向ければ、こんな風に自己嫌悪に陥らなくて済むだろう。




　それから一ヶ月後の三月末、梨花は退職日を迎えた。

　実家で一緒に暮らす両親には、廉への気持ちを伏せて、すべてを話した。その上で、退職勧奨同意書にサインをしたのだ。

　梨花の想いを知り、母は喜び、父も賛成してくれた。家庭を守りたいという希望を重視し、見合い相手を厳選すると父は言った。

　そして今日、梨花は父の探してくれた相手と見合いをするため、母と一緒にタクシーで待ち合わせのホテルへと向かっていた。

「有川ありかわさん、優しい方だといいわね。お父さんも直接会ったことはないみたいだから、よく話すのよ？」

「うん、わかってる」

「一生のことなんだから、少しでも気になる点があったならお断りするからね」

「お母さん、心配し過ぎ。有川さんから断られる可能性だってあるでしょう？」

　あらかじめ送られてきた有川の身上書には、それなりにモテそうな男性の写真が挟まっていた。

　身上書によると彼は三十五歳の弁護士で、仕事が忙しいため、家庭に入ってくれる女性を望んでいると書かれている。父が働く病院の顧問弁護士からの紹介だった。

　父が顧問弁護士に聞いた限りでは、依頼者からの評判も良く、人間性にも問題はないという。

「梨花ちゃんの写真を見たお相手は、相当乗り気のようよ？」

「そんなに？」

　人間離れした美貌を持つ二人をいつも見ているせいか、梨花は有川の写真を見ても、なにも感じなかったが、相手は違うようだ。自分では地味だと思っているこの顔を気に入ってくれたなら、見合いがうまくいく可能性は高い。

「えぇ、だから、あなたが気に入るかどうかなの。でも、結婚が目的になってはだめ。結婚後の生活の方がずっと長いの。この人と何十年後も一緒にいられるか、いたいと思えるかを考えて」

　何十年後も一緒にいられるか、という母の言葉に、一瞬、廉の顔が頭を過る。初めて会ってから十八年の月日が流れた。その間、彼への恋愛感情が消えることはなかった。何十年先も廉と一緒にいたい、そばにいてほしい。でも、梨花の想いはどこまでも一方通行だ。

「……わかった」

　その想いを捨てるのだと決意したじゃないか。

　薄れそうになる決意に梨花は唇を噛みしめるしかなかった。




　有川との待ち合わせは、品川区内にあるホテルだ。

　梨花は母と共に、ホテルのロビー階を通りラウンジへ向かった。

　予約を告げると、窓際の一等席に案内される。ゆったりとしたソファーに母と並んで座り、有川が訪れるのを、店内を見回しつつ待った。

　広大な日本庭園を眺められるラウンジは静かで落ち着いた雰囲気がある。

　ビュッフェやアフタヌーンティーを楽しめるため女性客が多いが、家族連れやカップルもそれなりにいた。

　十一時半の待ち合わせ時刻ぴったりに有川がやって来た。こちらを見ていた彼が人好きのする笑みを浮かべており、ほっとする。

（優しそうな人）

　有川の隣にいるのは、彼の母親だろう。感情に乏しい表情で控えめな印象だ。

　梨花は母と共に立ち上がり、腰を折った。

「このたびはお時間をいただき、ありがとうございました」

　母が言うと、口を開いたのは有川だった。

「こちらこそ、梨花さんのような素敵な女性をご紹介いただき、嬉しく思います」

　彼の母親はなにも言わず会釈をしただけだ。梨花の向かいに有川たちが腰かけた。料理を予約しているため、飲み物だけを注文する。

　互いに探り探りな会話をしつつ緊張が解れた頃、有川が和やかな笑みを浮かべて言った。

「そういえば、梨花さんは家庭に入りたい、とか」

「あ、えぇ、そうなんです」

　梨花が答えると、有川は満足そうに頷いた。

「僕の妻の条件にも合う。梨花さんを見て、この人だと思ったんですよ」

　梨花としても、有川を知り、好きになって、彼と彼の居場所を守れれば、と思う。有川に恋愛感情を持てるかは未知数だが、何度も顔を合わせていれば、気持ちも変化していくだろう。

「有川さんは、結婚後に家庭に入ってくれる奥様をお望みでしたよね」

「そうなんです。仕事柄、刑事事件の容疑者と話をすることも多く、そういう相手に恨み辛みを聞かされていると、どうしても家では癒やされたくなるというか、支えてくれる人がいたら……と思ってしまうんですよ。幸い妻を養えるくらいの稼ぎはありますからね」

「大変なお仕事ですよね。私は、忙しい父を支える母をずっと見ていたので、自分も結婚したらそうなりたいって憧れがあって」

「医師も忙しいですからね」

「はい。幼い頃の父との思い出はほとんどなくて。でも、その分母が一緒にいてくれたので、寂しいと感じることはなかったんです」

「そうでしたか」

　有川は梨花の話を親身に聞いてくれた。母と一緒に幼い頃の思い出話を聞かせても、楽しそうに相槌を打ってくれる。彼の母親がほとんど会話に入ってこなかったのは気になるが、息子の見合いだからと考えたのかもしれない。

　食事が終わり、話が一段落したところで母が切りだした。

「お食事も終わりましたし、私はそろそろお暇しようかと思います。有川さんのお時間がよろしければ、少し梨花と二人で話をしてはいかがでしょう？」

「それはぜひ。こちらからもお願いしたいところです。じゃあ母さんも、もう帰っていいよ」

　有川が隣に座る母親に視線を送ると、彼女はしずしずと頷いた。

「そうですね。高畠さん、本日はありがとうございました」

「こちらこそありがとうございます。お母さんも、ありがとう。帰る頃に連絡するね」

「えぇ、わかったわ」

　梨花は頭を下げて有川の母を見送った。母たちが揃ってラウンジを出ていき、梨花は視線を彼に戻す。追加で飲み物を注文するかを聞くためにメニューに手を伸ばしたところで、彼が態度をがらりと変えて軽薄な笑みを浮かべる。

「親もいなくなりましたし、そろそろ本音で話しましょう。で、俺はどうです？　お嬢様のお眼鏡にかないました？」

　先ほどまでの穏やかそうな話し方はビジネス仕様らしい。唖然として言葉を返せずにいると、侮蔑するような目が突き刺さる。

「聞こえてますか？」

「あ、は、はい……すみません」

　咄嗟に謝ると彼が満足そうに頷いた。

「母親が理想だと言ってましたが、つまり梨花さんは夫の金で楽をしたいんでしょう？」

「ち、違いますっ！」

「いやいや、それを悪いことだとは言ってませんよ。べつにいいんです。俺も、家事だの育児だの煩わしい雑用をやってくれる奥さんを求めてるわけですしね。俺は金を稼ぎます。君は家を守る。それでいい」

　家を守っていた母をバカにされたような気がした。家事や育児を雑用と言い切る有川に対して、怒りを通り越して頭が冷えていく。この人との結婚はないな、と結論が出るのは早かった。

「そういえば梨花さん、リストラされたと聞きましたが。それで次の仕事を見つけるのが面倒だったからお父上に頼んでお見合いをしたわけですね」

「そういうわけじゃ」

「べつに君が専業主婦を希望する理由なんてどうでもいいんですよ」

　仕事の評判はいいと聞いたが、プライベートでは自分の話したいことだけを話すタイプのようだ。有川は梨花の話などほとんど聞いていない。

（この人と何十年も一緒に暮らすなんて、絶対に無理）

　彼の母親があれほど萎縮していた理由も察せられるというものだ。有川の上司や父が彼の本質に気づかなかったのも仕方がない。オンオフをそれだけうまく使い分けているのだろう。

「それで、この話を進めるにあたって、俺からも一つ条件があります。それを呑んでいただけるなら、結婚して差し上げますが、いかがですか？」

　その条件とやらを聞く気さえ失せていた。どうせろくな内容ではないだろうと察しがつく。

「いえ、申し訳ございませんが、今回のお話はなかったことにしてください」

「はい？　そちらが希望した見合いでしょうに。俺ほど梨花さんに条件の合う男もそうはいませんよ？　暴力など振るいませんし、酒、ギャンブルもしない。ただ、浮気だけは大目にみていただきたいですが……」

　どこの世界に、結婚前から浮気を宣言する男性と結婚する女性がいるのか。恋愛経験のない梨花にだって、それくらいはわかる。

「この見合い、断らせていただく」

　梨花が断るべく口を開こうとすると、突然、真後ろから人の気配がして、慣れ親しんだ声が聞こえてくる。

　梨花は慌てて振り返り、強張っていた肩から力を抜いた。有川と二人きりになってから、どうやらずっと緊張していたらしい。

　有川は張り詰めた廉の雰囲気に気圧されたように押し黙った。

「廉くん……どうして？」

　驚いて廉を見つめると、彼は怒ったように眉間にしわを寄せて、ため息をついた。

「どうしてって、お前が見合いをするって聞いたからに決まってるだろう。ほら、行くぞ」

　廉はそれだけ言うと、梨花の手を掴み、その場に立たせる。

「え、行くぞって、ちょっと待って」

　こちらから頼んだ見合いだ。断るにしても、せめて挨拶くらいはと有川を見ると、彼は憤懣やる方なしといった様子で、眉間にしわを寄せて腕を組んでいた。

「……俺は、妻に従順と貞淑を求めます。ほかに男がいるなど論外。見た目に騙されましたよ」

　有川は舌打ちをしながらそう言うと、席を立った。

　浮気は大目にみてほしいと言いながらも、妻には貞淑さを求めるとは。そう思いつつも、梨花は有川に言葉を返さなかった。ただ黙って会釈をする。

　彼は梨花を睨むようにきつく目を細めると、ラウンジをあとにした。

　梨花は、有川の背中を見送り、手を掴んだままの廉に恐る恐る視線を向けた。

「あの、ありがとう」

　廉が来なくても見合いは断っていただろうが、有川を納得させられたかはわからない。

　しかし、どうしてわざわざここに来たのだろう。

　見合いの件を知って、慌てて梨花を迎えに来たように思える。

「行くぞ」

　梨花は廉に手を引かれてラウンジを出た。逃げるように出ていった有川は会計を済ませていなかったようで、二人分のコース代が請求された。

　梨花が払おうとするのを止めて、廉が手早く会計を済ませてしまう。

「私のお見合いなんだから、廉くんがお金を出すのは」

「お前があの男の分を払うのがいやなだけだ」

　梨花の言葉を遮るように廉が言う。梨花が奢らされるのがいやだという意味だろうか。たしかに廉は、妹分である梨花に金を出させたことはただの一度もないが。

「なにそれ、意味がわからない」

「今はわからなくていい」

　廉はそう言うと、もう一度梨花の手を取った。先ほどはラウンジから連れだす目的があったが、今、手を繋ぐ意味はない。

　ただ、それを指摘して手を離されるのがいやで、梨花は黙っていた。

「乗って」

「あ、うん」

　ホテル地下の駐車場に停めた車の助手席のドアを開けられて、そこに乗り込む。シートベルトをすると、すぐに車が発進する。

　運転席に座る廉は、黙ったままハンドルを握った。もともと表情豊かに笑うような男ではないが、今の彼はとてつもなく不機嫌そうに、むすっと唇を引き結んでいる。

（なんで、怒ってるの？　お見合いで心配かけちゃったから？）

　それを聞ける雰囲気でもなく、梨花も窓の外を見ながら黙っているしかなかった。

　しばらくすると、車は梨花の実家のあたりを通り過ぎた。てっきり自宅に送ってくれるものだとばかり思っていたのだが。

「ねぇ、どこに行くの？」

「すぐそこだ」

　廉は顎をしゃくり前方を指した。しかしマンションがいくつも建っているだけで、どこに行くかはわからない。まぁ着けばわかるだろうと背もたれに身体を預けた。

　五分もしないうちに、車は低層マンションの平面駐車場に入っていく。周囲の景観に合わせているのか三階建ての建物は落ち着いたクリーム色の外壁で、横に広い。

「ここどこ？」

　梨花が聞くと、車を駐車スペースに停めながら廉が口を開いた。

「俺の家」

「廉くんの？」

　実家近くで一人暮らしをしているとは聞いていたけれど、廉のマンションに来るのは初めてだ。というか、この流れは梨花を部屋に招き入れるつもりであることは明白だが、いいのだろうか。

「あの、絢ちゃんもいるんだよね？」

「いるわけないだろう」

　なぜそこで絢子の名前が出るのかわからないとばかりに言われるが、なぜ廉の部屋に招かれるのかわからないのはこちらの方だ。

（そもそも、女だって意識すらされていないのかもしれないけど……）

　その可能性は否定できない。絢子がいないのにほかの女性を招くような真似を廉がするとは思えないが、女性枠に自分は入っていないのだろう。

（わかってるけど、なんだか悲しくなってくる）

　しかも、先ほどからずっと機嫌の悪い廉は、梨花の目を見てもくれない。

「なんでって、いくら幼馴染みでも、絢ちゃんがいないのに私を部屋に入れるのはよくないと思うよ」

　ため息交じりに梨花が言うと、エンジンを切った廉がこちらを見る。真っ直ぐに見つめられて、心臓が一段高く跳ねる。

　すると、彼は信じがたい言葉を口にした。

「あいつとの婚約は解消した」

「え……っ!?　え、どうしてっ!?」

　廉はその問いには答えず運転席を降りると、助手席に座ったままの梨花を降ろすためドアを開ける。

「その話は中でするから、とりあえず降りろ」

「わ、わかった」

　二人は結婚間近だったはずだ。梨花から見ても二人はお似合いの恋人だった。龍彦からも結婚を急かされているとこの間聞いたばかりなのに、どうして婚約を解消することになるのだろう。

（廉くんと絢ちゃんが、婚約解消？）

　どうしてなのかと疑問ばかりが頭に浮かぶ。同時に、喜ぶべきことではないのに、どうしたって喜びが隠しきれない。

　廉にも絢子にも幸せになってほしいと思っていた。それでも、もしかしたらほんの少しの可能性が自分にもあるのではないかと期待するのを止められなかった。

　広々としたロビーのコンシェルジュデスクを通り過ぎ、エレベーターに乗り込むと、彼が二階のボタンを押した。

　梨花はその間もずっとそわそわしっぱなしだ。初めて廉の部屋に入る緊張もあるが、なぜ絢子と婚約解消に至ったのか、気になって仕方がない。

　エレベーターが到着し、廉が角部屋の鍵を開けた。

「入って」

「お邪魔します」

　玄関で靴を脱ぎ、廊下にあるいくつかのドアを通り過ぎると、正面のガラスドアを開ける。

　そこがリビングのようだ。対面式のキッチンとリビングダイニングで十五畳はあるだろうか。中は思っていたよりもずっと広い。ファミリータイプのマンションなのだろう。

（結婚したら、二人でこの部屋に住むつもりだったんだろうな）

　廉が一人暮らしをしたのは、たしか一柳観光開発で働き始めてからだったが、二人は中学の頃から婚約をしていたから、将来を見据えてマンションを購入してもおかしくはない。

　梨花はつい絢子の名残を探すように部屋を見回してしまう。調度品は明らかに廉の趣味と思われるシックなものが多い。装飾の少ない家具を見てほっとする自分が浅ましい。

「なにか飲むか？」

「大丈夫……それより」

　話を聞かせてほしいという梨花の気持ちが伝わったのか、リビングのソファーに二人で並んで腰かけた。食事に行くときも廉とは隣り合って座る。慣れているはずなのに、二人きりだと思うと、肩が触れそうな距離感が落ち着かなくなる。

「あいつは俺との婚約がいやで逃げた」

　廉はこちらを見ずにため息交じりにそれだけ告げた。

「は？」

　廉の言葉の意味を理解できなかった。廉との婚約がいやだったという話も、絢子が逃げたという話もにわかには信じられなかったのだ。

　梨花の知る絢子は、そんな無責任な真似をする女性ではない。それに、今まで二十年も婚約してきたのに、今になっていやだなんて。

「うそだよ……なんで？」

「祖父さんからさっさと結婚しろとせっつかれていたからな。もう逃げるしかないと思ったんだろう。そんなことよりもお前……」

　廉がそう言いかけたとき、梨花のバッグからスマートフォンの振動音が聞こえてきた。どうやら着信のようだ。

「ごめん、ちょっと待って」

　梨花はバッグからスマートフォンを取り出し画面を見た。友人や知人からの連絡だったら、折り返そうと思っていたのだが、着信は母からだった。

「お母さんからだ。出てもいい？」

「あぁ」

　もしかしたら有川から先ほどの件で難癖をつけられたのかもしれない。廉が来たのは予想外だったが、梨花に非はないはずだ。彼の人となりを説明する必要があるかもしれないと、梨花は廉に断りを入れて、画面をタップした。

「もしもしお母さん？　あの、お見合いの件なんだけど……」

『ちょっと梨花、大変なことになっちゃった。よく聞いてね』

　梨花の言葉に被せるように母が言った。

　普段から落ち着いている母にしては、珍しく狼狽したような口調だ。

「なに、大変なことって？」

　まさか父が事故にでも遭ったとか。そんないやな予感が頭を過るが、母の話はそれと同じくらい衝撃的なものだった。

『あなた、廉くんと結婚することになったわ』

「はい？　え、どういうこと？　結婚？」

　梨花は思わず目を瞬かせながら、電話口と廉を交互に見た。

　廉と絢子が婚約を解消したとか、絢子が逃げたとか、ただでさえ情報量が多いのに、今度は廉と自分が結婚だなんて。もう頭がパンクしそうだ。

『絢子ちゃんが、廉くんとの結婚がいやで逃げちゃったらしいのよ』

　それは先ほど聞いたばかりだ。どう考えても、このタイミングで母が電話してきたのは、廉と絢子の婚約解消と無関係ではない。

「そうなんだ……」

　廉のマンションにいて、今その話を聞いたばかりだとは言えなかった。父も母も男女交際にはかなり厳しい。相手が廉であっても、男性と二人きりでいるなんて知られるわけにはいかない。

『うちってほら、一柳家の遠縁でしょう？　遠縁の遠縁だけど』

「え……なにそれ、初めて聞いた」

　いろいろと衝撃過ぎて、これ以上驚く話は御免なのに、廉と親戚だったなんて。

　そういえば、高畠家よりも人付き合いには厳しい一柳家の人々が、蒼太や梨花が屋敷に遊びに来てもなにも言わなかったのはそのせいなのかもしれない、と今さら思い至る。

『あぁ、あなたには言ったことがなかったかしらね。私の姉の夫がね、一柳のお祖父様の弟の息子さんなの。あちらと血の繋がりはいっさいないし、蒼太が学園で廉くんと仲良くなるまでは私も忘れてたくらいだもの。でね、一応、遠い親戚だし、年齢も近い。さらに言えば、あなたは昔から廉くんに懐いてたじゃない？　それで白羽の矢が立ったみたいよ』

「みたいよ、じゃないよ……」

　母の姉の夫が、龍彦の弟の息子と言われても。伯父が一柳の縁戚なのだとは理解したが。

　つまりは幼い頃から一柳家に遊びに行っていた関係で、自分が龍彦の目に留まったというところなのだろう。梨花の父は医師としてそれなりに顔が広い。一応は廉の相手にふさわしいと判断されたのかもしれない。

（そんなことって、ある？）

　力が抜けて、スマートフォン片手に項垂れる。

　まさか、自分が廉の結婚相手になるだなんて想像もしなかった。廉と絢子の婚約解消で、自分にも少しは可能性があるかと期待したが、一足飛びに結婚とは。

　嬉しさよりも戸惑いや驚きが大きい。当然、廉が梨花との結婚の打診を知らないはずがない。この部屋に連れてこられたのは、その話をするためだろう。

『お母さんは、廉くんならあなたの結婚相手の理想にかなってると思ったの。ちなみに有川さんからはお断りの電話があったわよ。ずいぶんお怒りの様子だったけど、なにかあった？』

「うん、ちょっと。でも、私もお断りするつもりだったから」

『そう。一柳家から両家の顔合わせの日取りについて連絡があると思うわ。どうしてもあなたがいやだって言うなら、お父さんがなんとかすると言ってるけど。とりあえず、そういうことだからよろしくね』

　そういうことだから、は〝断れない〟という意味だろう。

　廉と絢子の婚約だって龍彦の一存で決められたものだ。梨花との婚約を廉がどう思っていようと、梨花がどう思っていようとこれは決定事項。一柳家に龍彦に逆らえる人はいない。

「わかった」

　母との電話を切り、こちらをずっと窺っている廉に向き直った。

「聞いたか？」

「うん」

　廉の表情から感情は窺えない。彼にとって婚約相手が絢子から梨花に変わることは、動揺するほどのことではないのだろうか。

（そんなはずない……だって、結婚だよ）

　思えば、廉はいつだって冷静であった。

　わずか十三歳にして将来の伴侶を決められたというのに、彼が龍彦を悪く言っているところなど見たことがない。たとえ絢子を好ましく思っていたにしても、その年頃の少年が祖父の命令に唯々諾々と従うのは違和感があり過ぎる。

　今になって中学時代の廉を思い出すと、子どもにしてはあり得ないほど達観しているとわかる。むしろ、兄の方が普通の子どもらしかった。

　もしかしたら、そうやって感情を抑えるのが癖になってしまっているのではないだろうか。今回のことも、祖父の命令ならば仕方がないと、鬱憤さえも呑み込んで。

　二十年来の婚約者に逃げられて、平気でいられるはずがないのに。新たな婚約者にあてがわれた梨花のために平気な顔をしてくれているだけで、きっと内心は複雑なはず。

　そんな彼の気持ちを思うと、切なくて、苦しくて、泣きたくなる。

「廉くんと私が、結婚するの？」

　梨花はなるべく平静を装い、尋ねた。

「あぁ、そうだな」

　気持ちを落ち着かせるべく、一つ息を吐く。

「廉くんは、私との結婚を受け入れるの？」

　恐る恐る聞くと、廉はまるでなんでもないことのように頷いた。

「当たり前だろう」

　廉にとって会長である祖父の命令を聞くのは、至極当然のこと。

　たとえ絢子に気持ちを残したままだとしても、逃げた絢子がふたたび廉の婚約相手に返り咲くことはあり得ない。気持ちの整理をつけるしかないのだ。

「本当に、それでいいの？」

　確かめるように聞いてしまう。

　自分の浅ましさにぞっとする。廉の気持ちを考えるなら、降って湧いたような結婚話に浮かれるべきじゃない。けれど、身代わりでもなんでも好きな人の婚約者の座に収まれると思ったら、弾む胸を止められなかった。

（廉くんは私を、そういう意味で好きなわけじゃないって、わかってる）

　それでも、叶うはずのない恋に手が届きそうなのだ。梨花は、彼の気持ちを無視してでも、この結婚を望まずにはいられない。

「見合いをするくらいだ、お前も結婚したかったんだろう？」

　廉はわずかに眉間にしわを寄せて言った。

　なんとなく責めるような響きを感じるのは気のせいだろうか。

「それは……私も、もう二十八だし」

「その相手が俺では不服か？　俺が梨花に望むのは跡継ぎを産んでもらうことだけだ。それ以外は、お前の意に沿う」

　彼はまるで事務手続きでもするように淡々と言葉を紡ぐ。

　望まれるのは、跡継ぎを産むことだけ。言葉の意味を噛みしめて、梨花はそっと息を吐く。

「跡継ぎ……そうだよね」

　両親のように愛し、愛される結婚とはならなそうだ。ただ、幼馴染みへの慈愛の気持ちが、いつか変わる可能性もあると、期待するくらいはいいだろう。

（一年後、二年後……ううん、十年後でもいい。いつか、そうなるかもしれない）

　廉が帰ってくる家を守る。居心地のいい場所を作る。

　そうすれば彼の気持ちが自分に向く日もくるかもしれない。友人の妹でしかなかった梨花を内側に入れてくれた心優しい人だ。子どもができたら、いい父親にもなってくれるだろう。

「いやか？」

「ううん、いやじゃない。私、廉くんのお嫁さんになる」

　梨花がはっきりと言うと、廉は安堵したように息をつき、懐かしそうに目を細めた。

「なに？」

「いや、お前の〝お嫁さん〟発言を懐かしいなと思っただけだ。昔もそう言ってた」

「もうやだ……どうしてそれ覚えてるの？　あのときは、子どもだったし、ほら……結婚とか憧れる時期でしょう？」

　恥ずかし過ぎる。廉と初めて会った日に、恋なんてなにも知らないのに、ただずっと一緒にいたいからと自分からプロポーズをしたなんて。

「それはわかってるが、俺にとってはなかなかいい思い出だよ。でもまさか、本当にお前が妻になるとは思わなかったけどな」

「私だって思わなかったよ」

　羞恥のあまり梨花が手で顔を覆うと、その手を外されて軽く繋がれる。彼に手を繋がれるだけで、梨花がどれだけ胸を弾ませているかなど、廉は知りもしないだろう。

（無理……してるんだろうな）

　たとえ愛情を持っていなくとも、梨花を婚約者として扱わなければならないのだ。

　それがどれだけ苦しいことか梨花には想像もつかない。だから、廉の妻として恥ずかしくないように、彼を幸せにできるように頑張るしかない。

「これから……よろしくお願いします」

　梨花が頭を下げると、繋いだ手を力強く握られた。

「こちらこそ」









第二章　結婚式、初めての夜









　両家の顔合わせは四月半ばに行われた。

　梨花は両親と蒼太を伴い、通い慣れた一柳家の門をくぐる。一柳家は港区元麻布に居を構えており、高畠家からもそう離れていない場所にある。

（変わってないな）

　梨花がここに来るのはずいぶんと久しぶりだ。廉が一人暮らしを始めてからは、外で顔を合わせてばかりだった。

「さすが一柳さんのお屋敷ね」

　両親がここに来るのは初めてで、都内一等地にあるとは思えない敷地の広さに驚いた様子だった。高畠家もそれなりの広さの邸宅だが、ここは比べるのもおこがましいくらい歴史と風格を感じさせる建物であった。

　石畳の庭を通り過ぎ、母屋のインターフォンを鳴らすと、顔馴染みの家政婦が玄関のドアを開けて立っていた。

「こんにちは。ご無沙汰しております」

「本当にお久しぶりですねぇ、蒼太くんも梨花ちゃんも大きくなって。お菓子も用意してありますから、どうぞ上がってください」

　もう七十を過ぎた家政婦は、蒼太と梨花に会うたびに「大きくなって」と言う。小学生の頃の印象が抜けないのだろう。梨花は蒼太と顔を見合わせて苦笑した。

「お邪魔します」

　四人で玄関を上がり、家政婦の案内で客間に通された。

「ようこそおいでくださいました」

　廉はすでに中央に立って、自分たちを迎えてくれたが、彼の両親は部屋にいなかった。どうやらこれから呼びに行くようだ。

　梨花を真ん中にして四人横並びで座っていると、遅れて部屋に入ってきたのは祖父の龍彦だ。

　てっきり廉の両親が来ると思っていたため梨花は驚いた。けれど、よく考えればこの婚約を命令したのは龍彦だ。顔合わせに加わるのも当然なのかもしれない。

「よく来たな」

　袴姿の龍彦は、その装いと同じく威厳に満ちた態度で、目の前に座る四人に順番に視線を向けた。隣に座る廉はダークスーツに身を包んでおり、普段、無造作に流している髪はワックスできっちりと整えられている。いつにも増して、彼の姿に目を奪われてしまう。

　彼と目が合うと、余所行きの笑みが返された。

「このたびは、お嬢様との縁談をご承諾くださり、ありがとうございます。本日はお日柄もよろしく、結納の儀を執り行わせていただきます」

　本来なら男性側の親が述べる口上を廉が言った。梨花の父はそれに驚いた様子だったが、さすがに顔には出さず頭を下げるに留めた。

「こちら、一柳家からの結納品でございます。幾久しくお納めください」

「ありがとうございます。幾久しくお受けいたします」

　切手盆に置かれた桐の箱を受け取った梨花の父が言うと、廉は真剣な面持ちで頭を下げる。そして脇に置かれていた小さな箱を手にする。

「婚約記念品として、こちらの婚約指輪をお贈りします」

　廉は切手盆にビロードのケースを置き、梨花の前に差しだした。

「あ、ありがとうございます」

　婚約指輪を受け取り、中を改めた。中心に輝くダイヤモンドの横に小さなピンク色のダイヤモンドが嵌められている。優雅な曲線を描くデザインで日常使いもできそうだ。

「……可愛い」

　思わずそう呟いてしまうと、龍彦の鋭い視線が飛んできた。しかし、こちらを見る廉の目が優しく細まる。梨花は、すみません、と謝るように小さく頭を下げて、ケースを閉じた。

　できれば今すぐ指に嵌めたいところだったが、そんな雰囲気ではなかった。儀式は淡々と、そして事務的に進められていく。

　略式ではあるが、結納品の受書を高畠家から一柳家へ渡し、締めの言葉を廉が言う。

「本日は誠にありがとうございました。今後とも末永くよろしくお願いいたします」

　梨花の父親が挨拶を返し、無事に結納式は終わった。

　父の手を借りて立ち上がり、両親が先に部屋から出ていく。梨花もあとに続いたが、廉と少しでも話したくて、足を止めて客間を振り返る。廉と目が合い、彼の口が「待ってろ」と動いた。

「お兄ちゃんも、先に帰ってていいよ？」

「お前、友人と話もさせない気か？」

　呆れた目を向けられて、仕方なく兄と共に廊下で待った。

　すると、結納式では一言も言葉を発しなかった龍彦の声が客間から聞こえてくる。

「廉」

　しゃがれてはいるものの、年を取っても威厳を感じさせる低く重い声に、自分が話しかけられたわけでもないのに怖じ気づきそうになる。

「はい」

「これ以上、失望させてくれるなよ。早く後継者を作れ」

「はい、承知しております」

　龍彦はそれだけ言うと、廊下の壁を背にして佇む梨花を一瞥もせずに、部屋を出ていった。客間に残っているのは廉だけだ。梨花は逃げるように、龍彦のいなくなった客間に入った。兄が襖を閉めると、その途端に肩から力が抜ける。

（廉くんのお祖父様、やっぱり怖過ぎる……）

　一柳家によくお邪魔していたとき、龍彦を遠くから見かけたことは何度かあった。優しい顔一つしない龍彦を子どもながらに恐ろしく感じていたものだが、その印象は今なお変わっていない。

（私、母体としての価値しか求められてなさそう）

　両親に龍彦の言葉を聞かせずに済んでよかった。

　まるで後継者を作るためだけに梨花と結婚させたと言わんばかりの態度を取られたら、父も母も怒るはずだ。結婚前に家同士が揉めるのは避けたい。

「相変わらず怖いな、お前の祖父さん」

　兄は座卓の前にどかりと座り、誰も手をつけなかった茶菓子を食べだした。この雰囲気で落ち着いていられる兄が、このときばかりは羨ましい。

「まぁな。梨花、悪かったな、祖父さんがあんな言い方をして」

　廉に、おいでと手招かれて、梨花は廉の隣に腰を下ろす。

「ううん……私は平気」

　むしろあんなプレッシャーをかけられた廉は大丈夫なのかと案じる目を向けると、彼の手が膝に置いた梨花の手に重ねられた。

「そうか」

　座卓で兄からは見えないだろうが、幼馴染みでは決してあり得ないこういった触れあいに、梨花はいちいち動揺してしまう。

　頬が赤らんではいないだろうか。恥ずかしさで兄の方に目を向けられず俯いていると、目の前からくぐもったような笑い声が聞こえてくる。

「な、なに？」

　動揺のあまり手を引き抜こうとするが、がっしりと掴まれている手は離れていかない。すると、兄と目が合い、にやりと意地悪な笑みが向けられる。

「まさかお前の初恋が叶うとはな、と」

「……っ、は、初恋って……なに言って」

　たしかに、幼い梨花はなにも考えず、廉にプロポーズめいた真似をした。あのときはまだ婚約者がいるなんて知らなかったし、廉も子どもによくある憧れで終わらせてくれたはずだ。

　兄を睨むが、兄は梨花の視線に気づかないふりをして言葉を続けた。見る見るうちに真っ赤になる梨花をさもおもしろそうに見つめている。

「絢子と婚約してるって知って、ショック受けてたよなぁ、懐かしい」

「あ、あれは、子どもの頃の、憧れっていうか」

「へぇ〜。ま、どっちもどっちだな」

　言葉の意味がわからず聞き返そうとするが、その前に兄は手についた菓子をぱんぱんと払うと、立ち上がって襖を開けた。

「じゃあ俺、帰るわ。廉の顔を久しぶりに見られてよかったよ。またそのうちな。妹をよろしく」

　兄は、廉と梨花の手をちらりと横目に見て、口元を緩ませる。

「あぁ」

　兄が出ていき襖が閉められると、途端に空気の密度が増したような重苦しい感覚がする。二人で会うのは結婚の話を聞いたとき以来だ。

（廉くんと会ってて、こんなに緊張したことなんて、ないのに）

　広い室内で近い距離にいるからかもしれない。せめて手を離してくれれば、この緊張感からも解放される気がして、梨花はおずおずと隣に目を向けた。

「あ、あの……手、離して？」

　梨花が言うと、廉はほんの少し目に力を入れて、なぜと聞くように首を傾げた。

「振り袖が暑くて、汗かいちゃってるから」

　今日の結納式のため、梨花は振り袖に身を包んでいる。暑いから離してほしいと訴えても、廉の手は握られたままだった。

「そうか？　たしかにいつもよりあったかいな。でも似合ってる。あぁ、そうだ……さっき渡した指輪、持ってるか？」

　ようやく彼の手が離れていき、ほっとするはずなのに寂しさもあって、彼の手を名残惜しげに見つめてしまう。

「あ、うん」

　梨花はバッグの中に入れたケースを取り出して、座卓の上に置いた。

　廉がケースを開けて、指輪を取り出す。

　離れていった手がふたたび梨花の手を取り、左手の薬指に指輪が嵌まる。見事なまでにサイズがぴったりなのは、どうしてだろうか。

「なんでぴったりなの？　偶然？」

　梨花が聞くと、廉が微かに口元を緩ませて首を横に振った。

「そんなわけないだろう。お義母さんに聞いたんだよ」

「そうだったんだ、いつの間に」

「結納品の中に婚約指輪を入れたいからと話をしておいたからな。つけていてくれるか？」

「うん、ありがとう、大事にするね」

　梨花が柔らかく微笑むと、安堵したように廉の表情が優しくなる。

「喜んでくれてよかったよ。その格好じゃ大変だろう。そろそろ送っていく」

　廉に手を引かれて立ち上がると、足が痺れていて身体がふらついた。廉に肩を押さえられて、礼を言うために見上げると、驚くほど近いところに彼の顔がある。

「あ、ごめ……」

　時間が止まったように廉を見つめてしまう。続きを言葉にできなかったのは、廉の表情が初めて見るものだったからにほかならない。

　彼は眩しそうに目を細めて、頭を傾けた。廉の息遣いが聞こえるほどに距離が近づき、唇がそっと重ねられる。梨花は目を瞑ることも忘れて、間近にある廉の顔をただ凝視していた。

　すると、照れたように目を逸らした廉が唇を離し、呟く。

「目くらい、閉じてくれないか」

「ご、ご、ごめっ……だって、今」

　廉は、梨花の顔が真っ赤に染まるのを呆れたように見つめながらも、機嫌良さげに眉尻を下げた。そして梨花の肩を支える手に力を込めて、胸と胸が触れあうほどに引き寄せた。

　初めて感じる彼の匂いが梨花の鼻孔いっぱいに香る。手をどこに置いたらいいのかもわからず、梨花は身じろぐことさえできず身体を硬くした。

「廉……くん、あの」

「これくらいで怯えるなよ。もうすぐ夫婦になるんだから」

「怯えてる、わけじゃ」

　男性と、それも好きな人とこんなに近い距離にいたことがないから緊張しているだけだ。

　頭の中でうるさいほど鳴り響く心臓の音が廉にまで聞こえてしまっているのではと思うと、恥ずかしくてたまらない。

「でも、びくびくしてる」

「恥ずかしいの……っ」

「抱き締めてるだけだぞ？」

　廉にとっては慣れた行為なのかもしれないが、梨花にとっては違う。手を繋ぐのだってまだ慣れていない。廉に抱き締められるなんて、今までの梨花からすれば天地がひっくり返ってもあり得ないことだったのだから。

（絢ちゃんにも、こうやって、してたんだよね）

　新たに婚約者になった梨花とも少しずつ距離を詰めていかなければならない。彼は気持ちを押し殺して粛々と龍彦の命に従っているだけだ。

「男の人と、こんな風にしたことない」

「はは……っ」

　梨花が言うと、突然、廉が声を立てて笑いだした。

　こんな風に爆笑する廉など見たこともなく呆気にとられるが、すぐさまその理由に気づくと、沸騰したかのように顔が赤らんだ。ふてくされた思いで廉の胸に思い切り額を押し当てる。

「もうっ、慣れてないからってバカにして」

「悪かったって。バカになんてしてない。俺が全部教えられるのかと思うと、な」

「教えるって、なにを？」

　首を傾げて聞くと、廉の目が艶めかしく細まった。

　彼の美貌にもずいぶん慣れたと思っていたが、今まで見たどの表情とも違う、色香を含んだような眼差しを向けられ、梨花の胸が動揺に染まる。

　ばくばくと心臓が激しく高鳴り、「あぅあぅ」と声にならない声を上げるしかない。

「なんだろうな」

　ふたたび頭を引き寄せられて、彼の胸元に押しつけられた。埋めていた顔がぴたりと廉の胸にくっついて、彼の匂いが強く香る。

「結婚式を楽しみにしてる」

　廉はそう言って、ようやく梨花の身体を離した。

「送っていく」

　梨花は、廉の車で実家に送り届けられるまで、夢うつつの状態だった。




　結納からわずか三ヶ月後の七月半ば、一柳家と高畠家の結婚式が執り行われた。

　挙式も披露宴も龍彦が決めた流れに沿う格式張ったもので、一柳家の親族や主要取引先のトップたちが大勢参列した。

　なぜこれほどまで準備がスムーズだったかと言えば、花嫁が絢子から梨花に変わっただけだったからだろう。もともと絢子との結婚式のために今日の日は準備されていたのだ。

　梨花は廉の隣でただにこにこと笑うだけ。披露宴が終わる頃には顔の筋肉が引き攣る感覚がしたほどだ。

（それに……身代わりの可哀想な花嫁だって見られるかもしれないとは思ってたけど……想像以上に多かったな）

　列席者は一様に祝福の言葉をかけてくれたが、胸の内で、園崎絢子の代わりにあてがわれた妻だと自分を見ているのがわかった。絢子の名前を出しそうになって、しまったと目を泳がせる人もおり、終わった頃にはどっと疲れてしまった。

　列席者の見送りを済ませて着替えると、梨花はようやくホテルの部屋に戻ってきた。部屋に入った途端、身体も足も疲れ切っていて、ソファーへ一直線だ。

　エグゼクティブスイートは無駄に広く、今、梨花がいるリビングダイニングだけでも三十畳はある。中央のガラステーブルを囲うのは十人ほどが座れる四台のソファー。少し離れた場所に置かれたダイニングテーブルもまた十人用だ。

　廉が予約してくれたせっかくのエグゼクティブスイートなのに、その豪華さを堪能する気力もなかった。

「あぁ〜疲れた〜」

　梨花がぐったりとソファーに身体を投げだすと、廉も隣に座った。彼も疲れたのか、珍しく足を投げだすような体勢で座っている。

「頑張ったな」

「ううん、廉くんの方が大変だったんだから」

　自分たちの結婚披露宴というより、なにかの式典のようだった。隣で笑っていただけの梨花と違い、彼は関係者への挨拶回りを完璧にこなし、飲み物さえ口にする暇もなかっただろう。

「私はお気に入りのドレスを着られたから、それだけでも満足。廉くん、ありがとう」

　ドレスは写真だけのつもりだったのだが、ドレスなんて着なくていいと言った龍彦を廉が説得してくれた。お色直しの間に、椅子に座って少し休めたから頑張れたようなものだ。

「でも、せっかくの結婚式なのに、お前は楽しくなかっただろう？　悪かったな。もう少し俺たちの意見も反映できればよかったんだが」

「何度も謝らなくても、気にしてないよ」

「怒ったっていいんだぞ」

　廉の腕が肩に回されて引き寄せられた。梨花は頭を廉の肩にのせてもたれかかる。こうして肩が触れあうのも、抱き締められるのも多少は慣れてきた。

「怒らないってば」

　そう言うと、廉が息を吐くように笑う声が耳に届いた。ちょっとした触れあいが多くなるにつれ、二人きりのときは彼がいつもよりもよく笑うことにも気づいた。

　でも、キスだけはいまだに慣れない。自分の唇に彼の唇が触れていると思うと、おかしなほど身体が硬くなって、息が止まりそうになるのだ。そのたびに廉に笑われてしまう。

「結局、夜はほとんどなにも食ってないな」

　廉は腹をさすりながら言った。

　そう言われると、今になって空腹を覚えてくる。披露宴の間はとにかく失敗のないようずっと気を張っており、目の前に出された美味しそうな料理にも手をつけられなかったのだ。

「そういえば、そうだね……緊張で忘れてたけど、昼に食べてから飲み物しかとってない」

「ルームサービスでも取るか。なにがいい？」

　廉はホテルの案内に目を通しながら、メニューを開いた。梨花もそれを覗き込む。

　このホテルはルームサービスメニューが充実しているようで、サンドウィッチといった軽食や、和食に洋食、中華まで幅広く頼めるらしい。

「サンドウィッチとか？　あ、フルーツが食べたい。結局、ケーキも食べられなかったし」

　披露宴でのケーキ入刀はあったものの、ファーストバイトはなかった。龍彦的には〝はしたない〟イベントだったようだ。そこに不満はないし仕方がないと思っているが、一流ホテルのパティシエが作ったケーキを食べられなかったことだけは残念でならない。

「わかった。適当に頼んでおくから、風呂に入ってこい。疲れてるだろうけど中で寝るなよ？　ルームサービスが届くまで時間がかかるだろうし、ゆっくりで構わない」

「先にいいの？」

「結婚式で妻を疲弊させるような夫だからな。ホテルでくらいゆっくりさせてやりたいんだよ」

　疲れた顔をしていたのかもしれない。梨花の頬に彼の指先が触れた。がちがちに固められた髪にぽんと手が置かれて、廉がソファーから立ち上がる。

　梨花はホテルのスタッフが運び入れた荷物からパジャマなどを取り出して、洗面所に向かった。

　洗面所は寝室の奥で、洗面所の奥にはバスルーム、バスルーム内にはガラス扉で区切られたシャワー室があった。

　鏡の前で髪を解くと、重かった頭がすっと軽くなる。

　洗面所でクレンジングを使用してから、シャワーブースで髪と身体を洗う。その間にバスタブに湯を張っておく。肩の下まである髪をアップにして、バスタブに浸かると、じんわりと頭から足の先まで血が巡っていくような気がする。

「う〜気持ちいい〜」

　目を瞑ると、そのまま眠ってしまいそうだ。うとうとしてきて、はっと我に返る。

　この疲れ具合からすると、起きられず危険な状況になりそうである。長湯は危険だと判断し、五分も経たずにバスタブから出た。

　洗面所に置いてあるバスローブに袖を通して、基礎化粧品で肌を整え、髪を乾かすと、それなりに時間が経っていた。バスローブを脱ぎ、パジャマに着替えたところではたと気づく。

（あれ……パジャマで出ていいものなの？）

　自分たちはすでに夫婦だ。母が風呂から上がったあとパジャマ姿で堂々とリビングを歩くように、これからは梨花も廉の前でパジャマ姿を見せたり、同じベッドで眠ったりする。それを想像し、頬が見る見るうちに真っ赤に染まる。

（どうしよう、すごく、恥ずかしい）

　梨花は思わず両手で顔を覆ってしまった。廉との付き合いは長い。

　でも、だらけたような格好を廉に見せたことはないし、すっぴんや寝顔なんてもってのほかだ。それに、これから先、キス以上のことをするのなら、当然、裸だって見せなければならない。

　今になってそこに思い至り、愕然とする。

（うそ……はだっ、はだっ、裸なんて）

　身体中の血液がかっと顔に集まり、頬が火照っていく。

　中学の頃、女の子同士の話の中で、その手の話題は散々出た。梨花は聞いているばかりだったけれど、男女のあれやこれやは知識として頭に入っている。

　だが梨花は、今このときまで、廉とそういうことをするのだとまったく考えてこなかった。

　一柳家ほどではないが、医師家系の高畠家もそれなりの資産家だ。

　梨花は箱入りと言っても差し支えないほど大事に育てられた。しかも、これまで恋人の一人もおらず、廉とのキスでさえいまだに緊張してしまう有様なのだから、動揺するのも当然である。

（でも、ずっとここにいるわけにもいかないし……）

　梨花は洗面所を出て、そっとリビングに戻った。

　先にある寝室のベッドは、なるべく視界に入れないようにする。

　向こう側から廉のぼそぼそとした声が聞こえてくる。誰かと電話でもしているのだろうか。

「だから、絢子……なよ」

　廉の口から絢子の名前が聞こえてきたことに驚き、梨花はリビングの手前で足を止めた。

（絢ちゃん？　どうして、絢ちゃんと電話なんて）

　絢子は廉との婚約がいやで逃げたと聞いた。今、どこにいるかもわからないとも。もし連絡が取れる状態にあるなら、龍彦ならばなにがなんでも絢子を連れ戻そうとするはずだ。

（そうさせないために？）

　廉は、絢子がふたたび婚約者の座に収まらないように、連絡が取れることを黙っているのかもしれない。連絡が取れるなら、きっと彼女の居場所も知っているのだろう。

（絢ちゃんが、結婚をいやがったから？　だから廉くんは、絢ちゃんのために身を引いたの？）

　廉はそれでよかったのだろうか。

　二十年近くも婚約者だった相手と別れ、恋愛感情など欠片も抱いていないであろう梨花と、龍彦の命令で仕方なく結婚するなんて。

「結婚式で……梨花が……」

　もしかしたら、この電話で無事に梨花との結婚式が済んだと報告でもしているのかもしれない。

　好きな相手に、結婚したと告げなければならない気持ちはどれだけ辛いだろう。廉の気持ちを思うと胸が痛くなる。

　しかし梨花は、同時に安堵してしまっていた。自分と廉はすでに夫婦。絢子との結婚の目は完全に潰えたのだ、と。

「……お前も……ほとぼりが冷めるまでは……あぁ、そうだな、わかってるよ」

　電話を切ったのか、廉の動く気配がした。

　梨花は慌てて洗面所に戻り、今支度を終えたばかりという体を取り繕った。

　すると、外側からノックの音が聞こえてくる。

「梨花、大丈夫か？　寝てないよな？」

　電話を盗み聞きしていたのはバレていないはずだ。それなりに時間がかかり、心配になったのかもしれない。梨花は口の中に溜まった唾を飲み込み、平静を装い答えた。

「あ、う、うん、大丈夫。すぐに出るね」

「ルームサービスも来たぞ」

「わかった」

　梨花は自分を落ち着かせるように深く息を吐きだした。鏡の前で今一度全身をチェックし、ドアノブに手をかける。電話のせいで先ほどまでの緊張感はすっかり消えていた。

（結婚して夫婦になったけど、私たちはお父さんとお母さんみたいな夫婦ではないもの）

　自分たちは完全な政略結婚。あくまでも梨花は、絢子の後釜に据えられただけ。

　緊張はしていたし、披露宴も業務の一環のような事務的なものではあったが、多少なりとも気持ちは弾んでいた。そんな嬉しさも霧散していく。

「廉くん、お待たせ」

「悪い、先に飲んでた」

　廉はダイニングの椅子に腰かけていた。手にはワイングラスがある。先に食べていてもよかったのにと思いつつも、梨花を待ってくれていたようだ。

「ううん、全然。ごめんね、お腹空いてたのに」

　梨花が廉の前の椅子に腰かけると、グラスにミネラルウォーターが注がれた。

　丸いテーブルには披露宴の料理とはもちろん違うが、前菜、メイン、デザートといったコース料理にカゴに入ったパンが並べられている。デザートはフルーツがぎっしりとのったタルトだ。

「ほら、食べよう」

「美味しそう。いただきます」

　食べ始めると余計に空腹を覚えて、がっつかないように食事を進めるのが大変だった。他愛のない話をしながら食事をするが、彼の口から先ほどの電話の件が出ることはなかった。

（やっぱり……教えてはくれないんだね）

　廉は不自然なほど絢子の話題を避けている。新たに婚約者となった梨花への気遣いかと思っていたが、知られたくないのだとすれば納得できる。

（私は、廉くんの奥さんになったんだけどな）

　なんだか自分だけが蚊帳の外に置かれているような寂しさを覚えた。しかし、その感情の中には、複雑な絢子への嫉妬心が大いに含まれていると気づくと、自分の狭量さに呆れてしまう。

　なんとか気にしないように振る舞いつつ、食事を終えた。あとデザートのみといったところで顔を上げると、彼が微笑ましそうにこちらを見ていた。

「廉くん？」

「ん？　あぁ、悪い、ジロジロ見て。本当に梨花と結婚したんだなと思ってな」

　どういう意味かと問う前に、廉が立ち上がった。

「俺も風呂入ってくる。疲れているだろうけど、寝ないで待っていてくれると嬉しい」

「あ、うん」

　廉を待たずに先に寝るなんて失礼をするつもりはなかったが、わざわざそれを口に出して告げられる意味がわからず梨花は首を傾げた。すると、廉は小さく笑いを漏らし、梨花の頭をぽんと軽く撫でて背を向けた。

　梨花がデザートを食べ終えた頃、廉が洗面所から出てきた。廉が風呂に入ってまだ十分も経っていない。髪は濡れており、急いで出てきたのが丸わかりのバスローブを羽織っただけの格好だ。

　彼は椅子に座ったままの梨花を見て、安堵の顔を見せた。

「廉くん、髪を乾かさないと風邪引くよ」

「いや、いい。それより、食べ終わったか？」

「うん。あ、食器はワゴンに置いておけばいいよね」

　梨花が食器を片付けようと皿に手を伸ばすと、廉がその手を止めた。

「あとで俺がやるから」

　やや乱暴に肩を引き寄せられ、倒れ込むような形で廉の胸に顔が埋まる。

「あの、廉くん、どうかした？」

「お前がまだそういう気分になれないって言うなら、待つけど。そろそろいいか？　俺……かなり我慢したと思うぞ」

　ため息交じりの声がすぐ近くから聞こえてくる。なにを我慢したのだろうと疑問を抱きながらも、抱き締める腕の力が強まり、梨花は身じろいだ。

「今日からは夫婦なんだ。もう、抱いてもいいよな？」

「……っ」

　そう言われて初めて梨花は〝我慢〟の意味を察し、羞恥に悶えそうになる。しかし、彼に身体を求められる喜びは、そのすぐあとに発せられた言葉でかき消えた。

「祖父さんからも早く子を作れと急かされていることだし」

　龍彦から後継者を早く作れと言われての行動なのだと、知らしめられる。

　廉の顔が見られなくてよかった。梨花を抱き締めながら苦しそうな顔をされたら、ほしかったのはお前ではないと言わんばかりに目を逸らされたら、耐えられない。

（私を抱きたくて、抱くんじゃないもの……）

　彼は必要だから梨花と結婚し、子作りに必要だから梨花を抱く。龍彦に命じられて、結婚相手が梨花になってしまったから、仕方なく。

　わかっていたこと。それでもいいと結婚を受け入れたのは自分だ。ただ、怖くて顔が上げられなかったし、なにも答えられなかった。

　そんな梨花の反応をどう捉えたのか、廉がさらに言い聞かせるような口調で言葉を重ねた。

「お前はもう俺の妻だろう。きちんと義務を果たせ」

「義務……」

　そうだ、一柳の後継者となる子を作ることは梨花の義務だ。もしかしたら廉もまた、自分にそう言い聞かせているのかもしれない。梨花を抱くのは、子を作るのは、自分の義務だからと。

　龍彦の命令で婚約者の座に収まったけれど、廉の妻になることも、廉の子を産むことも、梨花の望みだったはず。

　それなのに、自分に求められているのは一柳の後継者を産むことだけだと突きつけられると、どうしようもなく苦しくて、逃げだしたくなってしまう。

　廉を幸せにすると決意したはずだ。それに。

（大好きな人と結婚できるだけで、十分幸せだって、思ってたはずなのにね）

　肩に回されていた腕の力が緩み、背筋をなぞるように下ろされる。肩がびくりと震えたのが伝わったのか、廉がやや呆れたような声で言った。

「そんなに緊張するな。俺にまで移るだろう」

「廉くんが、緊張するの？」

　梨花は顔を上げないまま口に出す。すると、耳のすぐ近くで「するに決まってる」と返された。

　それは、嫌々梨花を抱くことがバレないかという緊張ではないのかと、自嘲的な気持ちになってしまう。

「廉くん、あの」

「なんだ？」

　これから彼に抱かれる。浮かれるような気持ちはすでに消え失せていた。ただせめて、抱かれている間だけは、絢子を求める廉の顔を見たくはなかった。

「明かり、消してくれる？」

「……わかった」

　廉は梨花の腕を引き、寝室に足を踏み入れた。室内は間接照明の明かりがついている。彼はドアを閉めて、梨花の腕を離さないままベッドに膝をつき、枕元にあるリモコンを操作した。

　室内の明かりがすべて消えて、暗闇に包まれる。目が慣れず、彼の表情さえ見えない。そのことに胸を撫で下ろした。

「これでいいな？」

「うん」

　真っ暗な室内の中、衣擦れの音が響く。

　とんとなにかが肩にあたり、その弾みで梨花の身体がベッドに沈んだ。

　覆い被さってきた廉の手が頬に触れた。彼の手の動きも見えないため、梨花は大袈裟なほど身体を震わせてしまう。

「怖いことなんて、しないから、俺を受け入れてくれ」

　まるで懇願するように告げてくるのは、自分だって愛してもいない女を抱かなければならないのだからお前も我慢してくれ、という意味なのか。

　梨花は震えそうになる唇にきゅっと力を入れて頷いた。

「……わかった」

　たとえ愛していなくとも、梨花を抱くのは問題ないようだ。

　そんな自嘲的な考えのまま覚悟を決めて目を瞑ると、顎を掴まれて触れるだけの口づけが贈られる。いつものことながら、梨花は目に力を込めて、唇を固く閉じてしまう。

「梨花、口を開けて」

　すると、ぬるりとしたなにかが唇に触れて、唇の割れ目をちょんと突かれた。舐められたのだと気づき、割れんばかりに心拍数が上がっていく。

「今……く、口……っ」

「噛むなよ」

　強張る身体を宥めるように、廉の手が髪を優しく撫でた。そして、触れるだけの口づけよりも、もっと深く唇が重なる。

「……っ」

　廉の舌が唇を割って、口腔に差し込まれる。梨花を怖がらせないようになのか、舌の動きはゆっくりで、慣らすように何度も唇を軽く食まれた。梨花は呼吸さえままならない状態だったが、いよいよ限界がきて、ぷはっと息を吐きだした。

「呼吸はしてくれ」

「だ、だって」

「ほら、鼻で息をして」

　間近で廉の笑い声が聞こえてきて、もう一度唇が重ねられる。

　言われた通りに鼻で息をしながら、廉の舌を受け入れると、呼吸が楽になったからか今度はよりリアルに舌の感触が伝わってくる。

「ん……っ」

　上唇と下唇を交互にぺろりと舐められて、唇の裏側にねっとりと舌を這わせられる。いつもの触れるだけのキスとは全然違う。

「そう、上手だ」

　廉はちゅっと軽い水音を立てて、梨花の唇を吸った。その音も恥ずかしければ、口の中を舐められるという信じがたい行為もとてつもなく恥ずかしい。

　渋々自分を抱く廉の顔を見たくなくて、明かりを消してほしいと頼んだのに、自分の顔を見られなくて済むことにほっとしている。

「今度は、梨花も舌を出してみて」

　そう言われて、引っ込めていた舌を唇の隙間からそろそろと出す。すると、唇で舌を咥えられて彼の口の中で舐め転がされた。

　梨花は、他人の口腔に自分の舌が含まれている衝撃に目を見開いた。

　他人の体温を感じる舌で、自分の舌の先端をちろちろと舐められると、背筋になにかが這い上がってくるようなぞわぞわとした感覚が迫り、口から吐息のような声が漏れる。

「ふぁ……っ、ん」

　ぬるぬると粘膜の擦り合わさる感触。混じりあう唾液がくちゅ、くちゅっといやらしい音を立てて、自分の鼻から漏れる息がやたらと大きく聞こえるのが恥ずかしくてたまらない。

「はぁ、ふ……っ、あ」

　それなのに、何度となく互いの舌を擦り合わせているうちに、頭がぼんやりしてきて、強張っていた身体から徐々に力が抜けてくる。

　すると、徐々に彼の舌の動きが大胆になっていく。舌をすくい取られ、その周りをくるくると舐め回され、溢れる唾液をじゅっと音を立てて啜られた。

「んんっ、はっ、はぁ」

「……こら、逃げるな」

　思わず舌を引っ込めてしまうと、追いかけるように廉の舌が口腔に押し入ってくる。

「ふぁっ、て」

　だって、という言葉は甘えるような舌足らずな音になる。

　深いところまで舌が入ってくるため、大きく口を開けなければならず、自分が今どんな顔をしているのかと思うと、羞恥で頭の中がいっぱいになり、どうにかなりそうだ。

「そうだ、もっと身体から力を抜いて」

　彼の低く艶めかしい声を聞いているだけで、おかしな声が漏れてしまう。

「はぁっ、ん、んっ」

　熱い舌で口の中をあますところなく舐め回されているうちに、心地好さがどんどんと膨れ上がり、なにやら切ないような疼きが下肢に広がっていく。

　その重苦しいような感覚が落ち着かず、無意識にかかとでシーツをかいていると、唇を離した廉がシーツに腕を突いて身体を少し持ち上げた。

「辛かったら叩いていいから、もう少しだけ先に進ませてくれ」

　廉はそう言って腕を突いたまま、梨花の唇をふたたび塞ぐと、パジャマのシャツに手をかけた。彼の手が胸の膨らみを掠り、肩ががちがちに強張る。

　前のボタンがすべて外され、ナイトブラの上から乳房を包まれて、悲鳴のような声が漏れそうになるのを必死に耐えた。

「……っ」

　男性に胸を触られている衝撃で頭が真っ白になる。

　ただ、驚きはほんの一瞬で、ナイトブラが持ち上げられ、直に乳房に触れられると、切ないような疼きが腰からぶわりと広がり、抑えきれない喘ぎ声が漏れた。

「はぁ……っ、ん」

　胸に触れられているだけなのに、どうしてこんなに気持ちいいのか、訳がわからなかった。全身が燃え立つように昂り、じっとしていられなくなるのだ。

「着痩せするのか、服の上からじゃわからなかった。お前に触れてみたい男は大勢いただろうな」

「そんなこと……っ」

　熱っぽい声色で囁かれると、まるで自分がとてつもなくはしたない女であるような気がして、手で胸を覆い隠したくなる。けれど、それは許されなかった。

「隠すな、どうせ見えないんだから」

　腕を退かされて、胸の膨らみを両手で包まれる。

「で、も……っ、ん」

　見られていなくとも、触れられている。それに、彼の顔が見えなくとも、胸のあたりを凝視されていると思うだけで、布団を頭から被って全身を隠してしまいたくなる。

　胸の形を確かめるように指を広げて乳房を鷲掴みにし、円を描くように押し回された。指が沈むほど弾力のある乳房をむにむにと揉みしだかれていくうちに、心地好さは全身に広がり、下腹部の奥が締めつけられるように熱く疼いてくる。

「あぁっ、は、んっ」

　耐えきれず甘ったるく鼻にかかった声を漏らしてしまうと、乳房を押し回していた彼の手がぴたりと止まり、深い息遣いが耳に届く。

「少しは感じられるか……よかった」

　心底安堵したような声で言われるが、自分の身体に起きている摩訶不思議な現象に理解が追いつかない梨花には、まったく聞こえていない。

「待って、ん、それ、恥ずかし、から」

　梨花がそう訴えても、彼の手は止まらなかった。

　それどころかますます強く乳房を鷲掴みにされ上下左右に揺さぶられる。指が肉に食い込み、手のひらが動かされるたびに、中心で色づく実が擦られ、つんと硬く凝っていく。

「やぁっ、そこ……だめ」

　乳房を手のひらでさすられているだけなのに、乳首がつんと勃ち上がり、そこから全身に快感が広がっていく。足先がゆらゆらと揺れて、いやらしい気持ちが次から次へと湧いてくると、もっともっとと求めてしまいそうになる。

「恥ずかしいだけなら待たない。梨花、俺たちはもう夫婦だろう。セックスぐらい何度だってするんだよ」

　何度も廉とこんなことをするなんて信じがたい。

　本当に世の中の夫婦はこれほどに恥ずかしいことを何度もしているのだろうか。しかし、そそり勃った乳首を指先で爪弾かれると、その疑問は言葉にならなかった。

「ひぁっ、やぁ、だめ」

　梨花はびくりと背中を仰け反らせて、悲鳴のような声を上げた。動揺のあまり腕で口元を覆うが、やんわりと外されてしまう。

「あっ、あっ、ん、待って……声、我慢、できなっ」

　乳首を指の腹で転がされると、キスよりもはるかに強い快感が胸から湧き上がり、切ないような疼きが次から次へとやって来る。

　好きな人に胸を弄られているなんて恥ずかしくていやなのに、そんな気持ちごと蕩けてしまいそうになるほど気持ちいい。

「我慢しなくていい。見えないんだから、声くらいもっと聞かせろ」

「んぁっ、はぁ」

　いやいやと首を振るが、両方の乳首を同時に弄られると到底耐えることなどできず、甘やかな声が止められなくなる。それどころか、口を開けば、誘うような言葉が漏れてしまいそうだった。

「今日は声だけで我慢するが、早く慣れてくれよ？」

　彼はそう言うと、ごそごそと身じろいだ。すると、なにやらぬるりとした感覚が胸の突起に触れて、背筋が浮き上がる。

「あぁっ」

　くちゅりと音が立ち、ようやく乳首を舐められているのだと知るが、熱い舌がもたらす凄絶な快感に冷静でいられない。

　廉は片方を指で摘まんだり転がしたりしながら、もう片方にねっとりと舌を這わせた。唾液を滴らせた舌の先端で突起をちろちろと舐める。

「やぁっ、あっ、んっ、それ……だめぇっ」

　息が詰まり、全身が熱く滾る。あられもない声が止められず、腹の奥まった部分が痛いほどに疼き、無意識に腰を動かしてしまう。

「はっ、ふぁ……あぁっ」

　すると、梨花のその動きを察した廉が、乳首の周りをくるくると舐め回し、勃起した実を唇で強く啜った。

　鋭い快感が脳天まで駆け抜ける。足の間になにやら濡れた感覚がしてくると、全力疾走したあとのように息が荒くなっていく。

「な、んか、変になるから……っ」

「感じてるだけだろ、なにも変じゃない」

　胸に顔を埋める廉もまた、荒々しく息を吐きだした。暑かったのか羽織っていたバスローブを脱ぎ捨て下着姿になると、ふたたびぐいぐいと乳房を押し上げながら、今度は乳首を口に含んだ。

　彼の口腔で乳首を舐め転がされて、自分で触れてもなんともないそこが、もはやべつの器官になってしまったかのようにじんじんと痺れてくる。

「あぁっ！」

　真っ赤に腫れた乳首をちゅうっと強く啜られて、痛いほどに下腹部が張り詰めた。膣からどっとなにかが溢れてしまい、きつく閉じた目の奥が熱くなる。

　恥ずかしくていやなのに、乳首を指で扱かれ、舌で舐め転がされると気持ち良くてたまらずに腰が淫らに揺れてしまう。

「これ、気持ちいいか？」

　その問いには答えられず、梨花はいやいやと首を振るしかなかった。

「わ、かん、な……っ」

　硬く凝る乳首の先端を柔らかい舌でぬるぬると舐め上げられ、指の腹で捏ねられる。その強烈な快感にもはやなすすべもない。

「はぁっ、あっ、ん、んっ」

　梨花は助けを求めるように廉の腕を掴んだ。なぜか、途端に彼の口から満足げな掠れ声が漏れて、その手を背中に回される。

「こうしてくれた方がいい」

　しがみついた方が楽なのかもしれない。廉の背中に腕を回すと、より身体が密着して、恥ずかしさも増してしまう。

「ん……」

　梨花がおずおずと廉の背中に両腕を回すと、強く抱き締められた。

　まるで愛おしいと言わんばかりに頬と頬を擦り寄せられる。こうして抱き締められるのは初めてではないが、優しい抱擁に喜びが込み上げてくる。

　彼の気持ちと態度はイコールではない。そう思わないと、愛情を与えられていると勘違いしそうだ。

「これは、なかなか辛いな」

　廉がぼそりとこぼした。

　密着した身体から廉の熱が伝わってくる。体重をかけないようにしてくれているが、下肢が絡み合っていることで、彼が興奮状態にあることを察した。

　言葉の意味を理解すると、どうしようもなく恥ずかしいのに、嬉しい。

　愛されていなくとも、女性として見てくれている。嫌々抱いているわけではない。身体だけでも欲してくれているのだとわかるから。

「廉く……あの」

「仕方ないだろ。女の身体に触って興奮しない男がいるか」

　廉は決まりが悪そうな口調で言った。

　絢子以外なら誰でも同じだという意味に聞こえて胸が痛むが、パジャマのズボンを引きずり下ろされると、それどころではなくなる。

　さらに、胸の上で引っかかっていたナイトブラも取られると、廉と同じ下着一枚だ。

　その頃にはすっかり目は暗闇に慣れており、彼の表情まではわからなくとも、その動きは見て取れる。ふたたび覆い被さられ、肩から乳房をなぞるように汗ばんだ手で触れられる。

「ん……っ」

　手のひらで乳首が擦られ、ぴくりと反応してしまうが、その手は先を急ぐように下腹部を通り、ショーツの中へと差し入れられた。

「あぁ、よかった、濡れてるな」

　彼の言葉の意味を察して、目の前が真っ赤に染まる。

「ち、ちが……っ」

「ちゃんと梨花が感じてくれてよかったよ」

　廉はそう言いながら身体を起こし、梨花の下着を脱がした。その先の展開がわかっていても身を守るものがいっさいない状態は、足が地に着かないような気分になる。

「ほら、少し擦るだけで、溢れてくる」

　自分よりもずっと太い指先が陰唇を軽く擦る。割れ目をなぞるようにそっと触れられているだけなのに、胸への愛撫ですっかり濡れそぼった秘裂は、くちゅくちゅといやらしい音を立てた。

「やぁ、音、立てないで」

「俺が立ててるわけじゃないさ」

　意地悪だと抗議するべく彼の腕をぽかぽかと叩くも、まったく効き目はない。彼は怒るどころか機嫌良さげに蜜口の浅い部分に指をゆっくりと押し込み、あえて音を立てるようにかき回した。

「しかし、狭いな……」

　彼は独り言のように呟いて、指をくるりと押し回した。

「あぁっ、うぅ」

　痛みはないが、身体の中を弄られている違和感に呻くような声が漏れる。そして、身体が逃げるようにずりずりと上へと動いてしまう。

「まぁ、慣れてないのはわかってたが」

　これもまた独り言のつもりだったのだろう。だが、これだけ近くにいればため息交じりのその囁き声も聞こえてしまう。

（そうだよね……廉くんは、慣れてるよね）

　いい大人だ。この歳までなんの経験もない自分が少数派だとわかっている。彼と婚約者である絢子の間に肉体関係がなかったなんて思っていない。ただ、こういう行為を絢子ともしていたのかと想像してしまうと、息ができないような苦しさに襲われる。

「いやでも恥ずかしくても、文句言うなよ」

　彼は一度指を引き抜くと、梨花の足を左右に開き、その間に顔を埋めてきた。

「……っ!?」

　まさか、あられもない部分に顔を埋められるだなんて思ってもみなかった梨花は、動揺のあまり声も出せずに硬直する。

　すると、彼の吐く息が蜜口に吹きかけられて、その刺激に開いた膝がぴくりと震えた。そして散々、口腔や胸を愛撫した舌が敏感な陰唇をねっとりと舐め上げる。

「ひぁぁっ」

　今まで感じたことのない強烈な刺激に襲われ、梨花は背筋を波打たせて悲鳴を上げた。開いた膝は硬く強張り、身体はがちがちに緊張している。

　だが、ふたたびぬるついた舌で割れ目をなぞられると、蜜口からどっと愛液が溢れて、四肢から力が抜けていく。気づくと、自ら腰をくねらせ彼の口に押しつけるように動かしていた。

「はぁ、あぁぁっ、や、ん、そこ」

「解れてきたな」

　廉は満足そうに言うと、指先で襞を捲り、愛液を溢れさせる蜜壺を露わにして、その先にある小さな実に辿り着く。

「……っ！」

　全身が一気に沸騰するかのような凄まじいまでの愉悦に襲われて、意識が遠のきそうになる。

　息が詰まり声も上げられず、腰をびくびくと震わせると、逃がさないとばかりに腰をがっしりと掴まれて、食らいつくようにしゃぶられた。

　口の周りがべとべとになるほどに陰唇を舐め回されると、ただただ喘ぐほかない。

「あぁぁっ、だめぇっ、ん、あぁっ」

　包皮を捲られ、真っ赤に腫れて勃起したクリトリスを舌先で捉えられて、くりくりと弾くように舐めしゃぶられる。下肢から力が抜けて、なにかが溢れそうになる予感がしてくる。

「あ、あっ、だめ、離して、なんか、出ちゃ」

　しかし梨花がそう言いながら背中を仰け反らせると、赤く腫れた実をひときわ強く啜られた。ざらついた舌で舐め回されて、下肢ごと溶けてしまいそうだ。

「いいよ、出して」

「ひぁぁっ」

　そう言われ、梨花は無意識に手を伸ばし、彼の頭を掴んだ。小刻みに揺らした舌でクリトリスを弾かれると、立てた膝ががくがくと揺れて、蜜壺から愛液がとろとろと溢れだす。愛液が足の間を濡らすが、羞恥さえ感じる余裕もなく淫らな声を上げてしまう。

「待って、も……やだぁっ……なんか、変になるからぁっ」

　頭の芯が陶然としてきて、なにも考えられなくなる。

　いやいやと髪を振り乱して身悶えながらも、下腹部の奥に痺れるようなもどかしいような感覚がして、つい廉の髪に指を差し入れてかき乱してしまう。

「もっとって言われてるみたいだ」

「ち、が……っ」

　梨花にその自覚はなくとも、だめだと言いつつも腰を上下に揺らし、押しつける様は誘っているようにしか見えないだろう。

「ほら、指がすんなり入る」

　彼は、勃起する花芽をぺろりと舐めながら、ヒクつく蜜口を指先で突いた。そして先ほどと同じように浅瀬をくるりと広げつつ、媚肉を擦り上げられた。

「はぁ、はっ」

「今度は辛くないだろう？」

　圧迫感や痛みはない。それどころか、クリトリスを舐められ、隘路を擦られていると、なにやら背筋が震えるような心地好さまである。

「あぁっ、はっ……あぁ、や……あぁっ」

　蜜襞をずるりと擦り上げながら指が押し込まれて、より快感を得られる部分を探るように指を回しつつ引き抜かれる。ぬちゅぬちゅという卑猥な水音を響かせながら抜き差しされていると、なにかが迫ってくるような恐ろしさに肌が粟立った。

「一度、達してから、挿れるか」

　廉がそう言うなり、圧迫感が強まった。おそらくだが、指を増やされたのだと思う。しかし、痛みはなく、満たされた心地さえする。その指をゆっくりと揺らし、徐々に動きを速められる。

「はっ、あ、あぁっ、だめぇぇっ」

　ざらつく柔襞を指の腹でごりごりと擦り上げられていくうちに、凄まじい快感が頭の先まで猛烈な勢いで駆け上がってきた。先ほどよりも強い焦燥感に襲われて、目の前が真っ白に染まる。

「ぅ……あっ」

　やがて限界がやって来て、梨花が息を詰まらせると、ひときわ強くクリトリスを啜り上げられて、その裏側を指の腹で擦り上げられる。ぐちゅんっと愛液が弾けるような卑猥な音が響いた瞬間、全身が激しく痙攣する。

「あっ、だめなの、だめ、やっ、あぁっ」

　梨花はがっしりと廉の頭を掴みながら、がくがくと腰を震わせた。開いた足は硬く強張り、首を仰け反らせながら、口を開けっぱなしにして悲鳴を漏らす。

「ひぁ──っ！」

　強張った身体から力を抜いた瞬間、大量の愛液がどっと膣から噴きだした。廉の手をぐっしょりと濡らすが、それを気にする余裕さえない。

　小刻みに痙攣する身体はほんの少しの刺激にも敏感に反応してしまう。指を引き抜かれるときでさえ、陸に揚げられた魚のように全身がぴくぴくと震えて止められない。

「あっ、は、はぁ……っ」

　ようやく全身から力が抜けて、シーツに身体を沈ませると、尻に冷たい感覚が伝わってきた。シーツをぐっしょりと濡らしてしまったことだとか、彼の手や口を汚してしまったことだとかの恥ずかしさが今さらやって来て、梨花の顔が真っ赤に染まる。

「わ、私……っ」

「いいから、そのまま惚けておけよ。まだ終わってない」

　廉は手の甲で口元を拭うと、その場で膝立ちになり、梨花の足を抱え上げた。

「え、なに？」

　まだ夢うつつの状態からはっきりとは覚醒できていなかった梨花は、なにかが足の間にぴたりと押し当てられたことに驚いた。

　硬いものが媚肉を広げながら身体の中に入ってくる感覚がすると、一気に意識が現実に引き戻されて、その衝撃に目を見開く。

「あっ、あぁぁっ！」

　じゅっと粘膜がかき混ぜられるような音が立ち、長大なものがずるりと中に押し込まれていく。

「ひぁっ、あっ、ん、あぁっ」

　梨花は悲鳴を上げながら、シーツをぎゅっと掴んだ。

　初心な梨花はそもそも男性器を見たことがなく、暗闇の中では彼のものがどの程度の大きさなのかもわからない。

　ただ、身体の中心から真っ二つに引き裂かれてしまうのではないかという恐怖を覚えるほど、長い時間、彼のものを突き挿れられているように感じた。

「い、いた……っ、い」

「もう少し、だから……っ」

　ぐいっとさらに深いところに腰を沈められて、屹立がめり込んだ。

　火傷を負ったときのように膣がひりひりと痛む。苦痛に眉根を寄せて、ヒリつく痛みに耐えていると、肩口で彼が深く息を吐いた。

「全部、入った」

「はぁ……はぁっ、はっ」

　梨花には返事をする余裕もない。うっすらと開けた目から涙がこぼれ落ちていく。

　彼が身体をゆっくりと起こすと、挿入の角度が変わったのか、ほんの少しだけ楽になった。シーツを握りしめた手から力を抜き、ほっと息を吐く。

「やっぱり、狭いな。痛みをなくしてやれなくて悪かった」

　廉は苦しそうな声でそう言うと、手を伸ばし梨花の髪を撫でた。宥めるようなその手つきに身体から徐々に力が抜けていく。

「へ、いき」

　梨花が力を抜いたのが伝わったのか、廉もまた安堵したように言葉を続ける。

「ようやくだ」

　感極まったような声で言われ、その言葉の意味に気づく。

　絢子とはそれなりに身体の関係もあっただろうに、相手が梨花に変わり、キスさえまともにできない女を相手にしなければならなかった。

　いくら気持ちの整理をつける時間が廉にも必要だったにしても、いい大人が婚約者と触れるだけのキスしかせず三ヶ月もなにもないなんて、さすがに待たせ過ぎだったのだろう。

「ごめんね……」

「どうして謝る？」

「だって、初めてとか、面倒だよね」

　梨花が呟くと、廉のため息が聞こえてくる。彼がどういう表情をしているのか、知りたいような知りたくないような気持ちで言葉を待った。

「面倒だなんて思ってない。それに、祖父さんの命令で婚約者になってくれた梨花に、無理強いなんてできるわけがないだろう」

　廉の言葉一つ一つに、この結婚に愛情はないと突きつけられる。梨花は、龍彦の命令であっても廉の婚約者になれて嬉しかった。でも、廉は違うのだ、と。

「待っていてくれて、ありがとう」

「そろそろ痛みは引いたか？」

　そう言えば、繋がったままであることを忘れていた。先ほどよりも身体の圧迫感は少なく、ヒリつくような痛みも治まっていた。

「もう、大丈夫」

「ゆっくりするから、無理そうだったら、俺の腕を叩け」

　そう言いながら、彼はゆっくりと腰を引いた。滾った陰茎がずるずると引き出される感覚に背筋が震えそうになる。痛みはないが、体内の違和感は残ったままだ。

「……ッ、ん」

　びくりと身体を震わせて、息を吐くような声を上げると、彼は腰の動きを止めて、引いた腰を戻した。亀頭の尖りで媚肉を擦り上げながら、最奥を小刻みにとんと優しく突かれる。

「はぁ……あっ」

　緩慢な腰の動きで律動が繰り返されて、何度も最奥をこんこんと穿たれているうちに、下腹部の奥がじんと切なく疼き、もどかしいような心地が全身に広がっていく。

　新たな愛液が結合部から溢れ、それが抜き差しの潤滑油となり、徐々に彼の動きがスムーズになる。動きに合わせて、愛液がかき混ぜられ、ぐちゅ、ぐちゅっと泡立つ音が立つ。

「はぁ、あっ、あぁぁっ」

　梨花の口から気持ち良さげな声が漏れだすと、耐えきれないとばかりに激しく腰を突き挿れられる。亀頭ぎりぎりまで腰を引き抜き、ふたたび最奥に叩きつけられた。

「梨花……梨花、気持ちいい……っ」

　今まで聞いたこともないような熱っぽい声で名前を呼ばれ、胸を鷲掴みにされる。彼は梨花の身体に夢中になっている様子で、ぐいぐいと乳房を揉みしだき、乳首を爪弾いた。

「あっ、あぁっ、んんっ」

　乳首を弄られ、胸から広がった快感が全身に伝わっていく。結合部がもどかしげに疼き、体内ではち切れんばかりに膨らんだ男根をきゅうっと締めつけてしまう。

　あれほどに痛かったのに、どうしてか今は不思議なほどに気持ちいい。梨花が暗闇の中で腕を伸ばすと、身体を折り重ねて唇が塞がれる。
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「ん、んんっ」

　梨花は彼の背中に腕を回し、胸元が擦り合わさるほど密着するようにしがみついた。

　唾液がどっと溢れるほどの激しいキスを贈られ、口腔を弄られる。熱い舌で口腔をかき混ぜられると、全身がぞくぞくと甘く痺れて、足の間に力を込めてしまう。

「……っ、梨花……あまり締められると……もたないから」

「だって、わ、かんな……っ、ひぁぁっ」

　廉は余裕のない興奮しきった声を出し、さらに腰の動きを速めていく。叩きつけるようなその動きに梨花の身体がびくりと反応し、甲高いよがり声が上がった。

　激しく腰をグラインドされ、全身ががくがくと揺さぶられる。ぶるぶると前後に揺れる乳房が逞しい彼の胸で擦られると、淫らな気持ちがますます高まっていく。

「梨花も、気持ちいい？」

「あっ、ん、んっ、いい」

　必死に頷きながら首を縦に振ると、亀頭が抜け出るぎりぎりまで腰を引き、容赦のない動きで最奥を穿たれた。

　媚肉を擦り上げられるたびに、ぬちゅ、ぐちゅんっと愛液が泡立ち、ますます滑りがよくなる。抱き締めあっていると廉の匂いが強く香り、それだけでもっと気持ち良くなってしまう。

「はぁッ、あっ、ん、激し、すぎ……っ、も……変に、なる」

　頭がぼんやりしてきて、意識ごとどこかに遠ざかっていくような感覚がすると、激しい突き上げで現実に戻される。

　もうこれ以上は入らないと思っていたのに、さらに勢いよく最奥を貫かれると、恥毛が擦れ合わさるほど深く交わり、気が遠くなるほどの快感がせり上がってくる。

「もう……だめぇっ、だめなの、なんか、きちゃ」

　狂おしげな声を上げながら、梨花は廉の背中にしがみつく。迫りくる絶頂の予感に、開いた膝をがくがくと震わせ、恍惚と天を仰いだ。

「……っ、いいよ、俺も、すぐ出そう」

　彼もまた全身を汗でぐっしょりと濡らしながら、激しく腰を叩きつける。思うままに腰を振り乱し、指が食い込むほど強く乳房を揉みしだいた。

　男性の強い力で乳房を鷲掴みにされて痛いほどなのに、どうしてだかその痛みさえも、愛する男性に抱かれているのだと思うだけで快感に変わっていく。

「ひぁっ、あぁっ、ん、やぁっ、も、だめぇ……っ」

　開けっぱなしの口からは絶えずみだりがわしい声が漏れて止められない。

　腰を打ちつけられるたびに密着する恥骨が、敏感なクリトリスをごりごりと擦り上げ、それがまた凄まじいまでの快感をもたらし、目眩がするほどに気持ちいい。

　硬く張った亀頭の先端で最奥をぐりぐりと押し込まれ、腰を引き出しながらうねる蜜襞を擦られる。胸元で擦られる乳首も、恥骨で擦られる淫芽も、どこもかしこも心地好くて、もう全身が蕩けてなくなってしまいそうだ。

「そこ、おかしくなっちゃっ、ん……やぁ、だめぇっ」

「これ？　気持ちいい？」

　廉はより身体を密着させて、最奥を穿ちながら、クリトリスを刺激する。

「ひぁっ」

　すると、おびただしいほどの愛液が結合部から噴きだし、シーツを濡らしていく。全身の動きに合わせて、ぐちゅぐちゅと粘ついた音が立ち、それがまた快感の呼び水となる。

「お前の蜜がいっぱい出てるな。そんなにいいか？」

　興奮しきった声で淫らな言葉をかけられるが、梨花は羞恥すら感じる余裕がなく、首を仰け反らせて悲鳴じみた声を上げる。

「はぁっ、あっ、気持ち、いっ、んぁぁっ」

　彼はおもむろに身体を起こすと、梨花と手を重ね合わせて、もう片方の手で乳嘴を摘まみ上げた。指の腹でくりくりと扱かれ、肌と肌を打ちつけるような動きで腰を振る。

「梨花……っ、俺も、もう」

　蜜襞をごりごりと削り取られるような凄絶な快感にひときわ強く隘路を締めつけてしまうと、はち切れんばかりに膨れ上がった肉棒が身体の中で大きく脈動する。

　気持ち良過ぎて、達すること以外になにも考えられない。目の前がちかちかして、ただただぼんやりと彼の影を目で追った。大きな絶頂の波が腰から脳天にせり上がってくる。

「ひぁ、あぁっ、もう、もうっ……」

　はくはくと口を開けっぱなしにして喘ぐと、口の端からたらりと飲み込みきれなかった唾液が溢れて顎を伝う。それを拭う余裕もなく、迫りくる本能の波に抗えずに流される。

　さらに抜き差しが速まり、腰を振る廉の汗が胸や腹部に飛び散った。壊れてしまいそうなほどずんずんと最奥を突き上げられ、粘ついた愛液がどろどろになるほどかき混ぜられる。

「あぁっ、もう、だめぇっ、やっ、なんか、きちゃ……っ」

　ついに限界がやって来る。凄まじいまでの喜悦が頭の先まで広がり、目の前が涙で滲んでいく。開いた足先がぴんと張り、息を詰まらせた瞬間、腰が大きく震え、背中が弓なりにしなった。

「あぁぁっ！」

　繋いだ片方の手をぎゅっと握りしめ、凄まじいまでの絶頂に耐える。全身からどっと汗が噴きだし、頭の奥まで陶然としていく。

「……っ、く」

　激しく抜き差ししていた廉も喉奧で唸るような声を上げて、腰を震わせた。腰の動きを止めて、体内でびゅるびゅると欲望の飛沫を放出する。

「はぁ、はぁっ」

　梨花はぼんやりと宙を見つめて、力の入らない四肢をシーツに投げだした。彼の精を中で直接受け止めていることに感動しながら呼吸を整える。

「大丈夫か？」

　廉は汗ばんだ梨花の額に触れて、貼りついた髪をそっと解いた。繋がったまま、身体を倒し、梨花の額に口づけを落とす。

「ん」

　結婚式の疲れもあったのだろう。目が開けられないほどまぶたが重く、意識がぼんやりしていく。起きていようと思っても、難しい。

　やがて呼吸が深くなっていくと、目の前でシャッターが閉じるように意識が落ちていった。




　カーテンの隙間から薄明かりが差し込んでおり、ぼんやりとした明るさと身体に感じる重さで目が覚めた。

　熟睡したからだろう。頭はすっきりしていて、眠気もない。隣を見れば、間近に廉の顔がある。まだぐっすり眠っているのか、まぶたは伏せられていて、規則正しい寝息が聞こえてくる。

　どうやらあのまま眠ってしまったらしく、自分も廉もなにも身につけていなかった。

（昨日……しちゃったんだよね）

　想像もしていなかった数々の淫らな行為を思い出し、梨花の頬に熱が籠もる。

　真横に裸の廉がいると思うと、どうにも落ち着かない。けれど、太い腕で腰をがっしりと掴まれているから、動くこともできなかった。

　梨花はとりあえず時間を確認しようと、目だけを動かして室内を見回した。ベッドのヘッドボードにデジタル時計が表示されている。首がつりそうになりながらもなんとか頭を動かすと、なにかチクチクとする物が肩のあたりにある。手で確かめると、手のひらサイズの四角くて薄いものがいくつか出てきた。

（これって……もしかして、コンドーム？）

　枕の下に挟まっていたのが出てきてしまったのだろう。廉が用意したに違いない。

（あれ？　昨日、避妊したってこと？）

　明かりはすべて落としていたし、抱かれたあとはすぐに寝入ってしまったため、彼がコンドームを装着していたかどうかはわからない。

（どうして？）

　一柳家の血を引く子を産むのは梨花の義務だったはず。どうしてわざわざ避妊具を用意したのだろう。「義務を果たせ」と言ったのは彼なのに。

　梨花は疑問に思いながらも、コンドームを見なかったことにして、枕の下に押し込んだ。そのわずかな振動で起きてしまったのか、廉がうっすら目を開けた。

「ん……」

「お、おはよう」

　慌てて掛け布団を胸の上まで引っ張り上げながら、声をかける。

　廉は梨花の顔を見るなり、頬を緩ませた。

　自然と漏れた彼の笑顔に驚きながらも、梨花の胸は喜びに満ちていく。

　しかし、彼は突然、我に返ったように梨花の顔に驚いた様子で目を見開いた。ぎこちないようなその反応を見ていると、予感めいたものが頭に浮かぶ。

（私を絢ちゃんだと……思ったのかもね）

「……あぁ、悪い。おはよう」

　彼は梨花から目を逸らして、身体を起こした。

　何度も絢子とは身体を重ねていたはずだ。こうして彼の隣で眠っていたのもずっと絢子だったのだ。だから、隣に梨花がいたことに驚いたのかもしれない。

　愛されていないのはわかっている。けれど、身も心も彼の妻となった翌日に、廉の心はまだ彼女にあるのだと突きつけられるのはやり切れない。

（わかってたけど……それでいいって、思ってたけど……）

　もしかしたら昨夜も絢子だと思って梨花を抱いたのではないか。そんな疑念が湧き上がってきて止められない。考えたところで自分が傷つくとわかっているのに。

　胸に焼けつくような痛みが走り、息ができず苦しくてたまらなくなった。焦げ付いた部分がどんどんと胸の中に広がっていき、梨花の心に重苦しく真っ黒な澱おりが溜まっていく。

「梨花？　まだ眠いのか？」

　目の奧が熱くなり、涙が溢れそうになるが、それを廉に見られたくはなかった。

　梨花は彼の腕から抜け出し、ベッドから足を下ろして背を向ける。

「……っ、ちょっとぼうっとしちゃっただけ。着替えてくるね」

「あぁ」

　ベッドの横に落ちた下着とパジャマを拾い集め、梨花は裸のまま寝室横にある洗面所に駆け込んだ。

「ぅ……っ、く」

　ドアを閉めた途端、こらえきれない涙が頬を伝って流れ落ちた。

　泣いているのを知られたくなくて、必死に声を殺すが、震える息はどうにもならない。梨花はシャワーブースのコックを捻り、頭からシャワーを浴びた。

　二度と帰って来ないで。早く廉の心からいなくなって。絢子のことが大好きなのにそう願ってしまうのを止められなかった。

「嫌い……絢ちゃんなんて、大っ嫌い……っ」

　廉の婚約者であることがいやで逃げたくせに、どうして彼の心にまだ居座っているのか。

　そんな風に彼女を責められたら楽だったろうが、自分に優しくしてくれた思い出が蘇ってくると、自己嫌悪に陥ってしまう。

　梨花はひとしきり泣いて、シャワーブースを出た。

　鏡に映る顔はかなりひどい。目は真っ赤で泣いたのが丸わかりだ。水に濡らしたタオルを押し当てながら、濡れた髪をドライヤーで乾かした。

　タオルを外すと、先ほどよりかはマシになっている。化粧をしてなんとか誤魔化すと、洗い物をまとめて、バスローブを羽織って洗面所を出た。

　廉は寝室にはいなかった。そのことに胸を撫で下ろしつつ、寝室内のクローゼットに置いたボストンバッグから着替えを取り出す。

　春らしいベージュピンクのワンピースに袖を通し、新しいストッキングを穿いた。着替えを終えるとささくれ立っていた気持ちはやや落ち着いていた。

　大丈夫だと自分に言い聞かせて、廉がいるであろうリビングダイニングに向かった。彼はすでにワイシャツとスラックスに着替えており、ソファーに腰かけ、ホテルの案内を見ていた。

「朝食、どうする？　ここのビュッフェでもいいし、食べたいものがあれば出かけるか？」

「ビュッフェがいいかな。昨日食べるのが遅かったから、そんなにお腹空いてないの」

「じゃあ、支度が終わったら行くか」

「うん」

　宿泊は一日だけだ。そう荷物も多くない。

　あっという間に、二人でボストンバッグに荷物を詰め終えて、部屋を出た。

「せっかくのエグゼクティブスイートだったのに、あまり堪能できなかったね」

「まぁな、結局、ソファーとベッドしか使ってないし。披露宴のあとに休みを取れれば、連泊もできたんだけど……悪い」

　廉は現在、総合リゾート施設の開業に向けての仕事に携わっており、かなり忙しい。

　もうすぐ開かれるオープニングセレモニーには、梨花も妻として出席する予定だ。

　今はそのセレモニーの準備にかかりきりのため休みは取れず、新婚旅行もそのリゾート施設への宿泊になりそうだった。

「ううん、廉くんが忙しいのはわかってるから。私もセレモニーで着るドレスの準備をしておかないと」

　エレベーターを待ちながら呟くと、廉が複雑そうな申し訳なさそうな顔で梨花を見た。

「どうかしたの？」

「いや……セレモニーでも梨花にいやな思いをさせるんだろうなと、気が重くなっただけだ。お前にばかり負担をかけて悪いな」

　廉が言っているのは、おそらくセレモニーの招待客のことだ。

　総合リゾート施設の建設計画は当然、何年も前から始まっていた。絢子も、総合リゾート施設内にテナントとして入るホテル園崎の件で様々なところに顔を出していたと聞いた。

　何事もなく廉と絢子が結婚していたら、総合リゾート施設のオープニングセレモニーで、二人の結婚が発表されていただろう。

（もしかしたら、このタイミングで絢ちゃんが逃げたのって、仕事に影響を及ぼさないようにするためだったのかな）

　一柳観光開発とホテル園崎の間には、すでにテナント契約が結ばれており、廉と絢子の結婚がなくなっても総合リゾート施設の運営にさほど影響はない。園崎家からすれば、一柳家の庇護を得る機会は失われたものの、今回の仕事が実を結べば損はしない。

　むしろ絢子は、オープン間近のこのタイミングを狙っていたのではないかとさえ思える。いったいなにが起こっているのか、梨花にはまるでわからない。

　ただ、梨花はこの状況で、新たな廉のパートナーとして彼の隣に立たなければならない。絢子の身代わりにされた梨花に、皆、同情的な視線を向けてくれるとは思うが、好奇の目を集め、絢子と比べられるのは間違いなかった。

「頑張ってみるけど、困ったら助けてね」

「当然だ。お前は俺の妻なんだから」

　まるで自分に言い聞かせているような彼の言葉に、梨花は淡く微笑みを返す。

　美味しいはずのビュッフェは、なんの味もしなかった。







第三章　婚約解消の理由









　廉と結婚し一ヶ月半が経った九月上旬。

　今日は総合リゾート施設〝セレニティ・ビレッジ・リゾート〟のオープニングセレモニーが、リゾート内にあるホテルのホールで行われている。

　セレニティ・ビレッジ・リゾートはその名の通り、一つの村のような造りになっており、広大な敷地内には様々な施設が入っている。

　土産物店に工房の体験型ショップやミュージアム、レストラン、温泉は当然のこと、エステ、バーベキュー場やドッグランまで完備されており、一日ではとても回りきれないほどたくさんの店舗が軒を連ねている。また、季節に応じていちご狩りやぶどう狩りなども楽しめるファームもある。

　東京から飛行機で二時間弱。そこから電車を乗り継がねばならず立地はあまりよくないが、日本を代表する名所が近くにあるため、かなりの来場が見込まれている。一柳観光開発は、セレニティ・ビレッジ・リゾートの建設に巨額の資金を投入していた。

　オープンセレモニーに客として招待されたのは、テナント企業とその家族だ。と言っても、関わる企業はかなりの数に及び、招待客も数百人となった。

「──皆様、本日はお忙しい中、セレニティ・ビレッジ・リゾートのオープニングセレモニーにお集まりいただき、誠にありがとうございます」

　代表として、タキシードを優雅に着こなした廉が挨拶を終えると、一柳観光開発の経営陣が並び、テープカットが行われた。

「また、私事ではございますが、このたび生涯の伴侶を得ることができました。妻共々、今後とも精進して参りますので、皆様のお力添えのほど何卒よろしくお願い申し上げます。本日はどうぞお楽しみください」

　盛大な拍手が送られる中、一礼した廉が壇上から降りて、梨花の隣に立つ。

　梨花はレースがふんだんに使用されたネイビーのドレスに身を包み、廉の隣で和やかに笑みを浮かべ腰を折った。今日は、Ａラインのノースリーブドレスの上に透け感のある同色のボレロを羽織り、足下は落ち着いた黒のパンプスを合わせている。

　パーティー用ドレスとしてはおとなしめだが、上品で清楚な印象だ。

　首回りは、細いゴールドのチェーンにダイヤモンドのあしらわれた三本のリングがついたネックレス。イヤリングも同じデザインで揃えた。

　アクセサリーは手持ちから選ぼうと思っていたのだが、なにもしてやれていないからと廉がプレゼントしてくれたものだ。

　周囲の視線が廉と隣に立つ梨花に向けられる。そこかしこから『逃げだした婚約者の代わり』という囁き声が聞こえてくるが、梨花は笑みを顔に貼りつけ耐えていた。

　案じるような目で廉が見つめてくるが、それに対し頷きを返す。

（大丈夫。そう言われるのは、わかってたから）

　ホールのスタッフにドリンクをもらった廉が、梨花に一つを手渡し、腕を差しだしてくる。

「挨拶回りに行こうか」

「えぇ」

　梨花は廉の腕に軽く手を置き、彼について歩いた。関係者へ挨拶をしながら、彼の妻として紹介されると、どうしても相手方から「あぁ、例の」という視線を向けられる。

　ほとんどの挨拶回りを終えた頃には、慣れないパーティーで梨花はぐったりしていた。

「大丈夫か？　なにも口に入れてないだろう。なにか摘まめるものをもらってくる。そこのソファーに座って休んでろ」

「ありがとう」

「このあとは、皆、自由に見学に行ってもらう予定だから、そうしたら部屋に戻ろうな」

　ホールに軽食を取りにいく廉の後ろ姿を見送り、梨花は壁側に置かれているソファーに腰かけた。セレモニー自体は精々二時間弱だが、朝からその準備に追われていたため、自分たちの結婚式以上にどっと疲れが来てしまった。

　精神的な疲れもあるのだろう。絢子の代わりにされた婚約者という色眼鏡で見られていることも、梨花にとっては結構なストレスになっている。

（でも、あと少しだし、頑張らなきゃ）

　自分への評価は、引いては廉の、一柳家への評価になる。絢子の代わりに妻となった自分が周囲から落胆されるわけにはいかない。

　廉が戻ってくる前に化粧室に行っておこうと、梨花は席を立った。幸い、化粧室はすぐそこだ。梨花が化粧室に足を向けると、中から数人の声が聞こえてきた。

「園崎さんの代わりの方、おとなしそうな女性だったわね」

「一柳家の遠縁なんですってよ。お父様はお医者様だとか」

「あぁ〜そんな感じがするわ」

　自分の話題を出され、その場に踏み込んでいく勇気はなかった。仕方なく戻ろうかと踵を返そうとしたそのとき、女性の口から聞き捨てならない言葉が出た。

「園崎さん、婚約がいやで逃げたって噂がありますけど、婚約解消を申し出たのは、お身体に問題があったんじゃないかって話もあるんですってね」

　梨花は、その場で足を止めて耳をそばだてる。

（身体に問題？　絢ちゃんが？　うそ……）

　会社を退職する少し前に会ったときは元気そうだったのに、なにか問題を抱えていたのだろうか。そのせいで廉の婚約者でいられなくなってしまったのだろうか。

「お身体に問題って？」

「ほら、妊娠が難しいんじゃないかとか、そういうデリケートなお話よ。だから、一柳会長から結婚の許可が出なかったってみんな噂してるわ。結婚秒読みと言われていたのに、実際、お二人とも、三十二歳になっても結婚しなかったでしょう？」

「この仕事が落ち着いたら結婚するものだとばかり……事実だとしたらひどい話よね。二十年近くも婚約者として隣に立っていた方なのに……」

「でも、結婚して子どもができなかったから離婚って訳にはいかないもの。その前に婚約解消した方が、園崎さんにとっても傷は浅いでしょう？」

「そうね……廉さんの代で一柳家を途絶えさせるわけにはいかないのはわかるわ。ただ、女としては園崎さんに同情してしまうわね」

「えぇ、だから、婚約がいやで逃げたってことにしたんでしょうね」

　梨花はそっとその場を離れた。

（絢ちゃんが、そんな理由で婚約解消されたなんて……）

　おかしいとは思っていた。仲睦まじかった二人が急に婚約解消だなんて。責任感の強い絢子がなにもかもを放り出して逃げたことにも、ずっと違和感があった。

　廉と自分の間に、不自然なほど絢子の話題が出ないことにも、ようやく納得がいく。

　廉からしてみれば、愛する女性が貶められるのは許せなかっただろうし、婚約がいやで逃げたという対外的な婚約破棄の理由を作るしかなかった。絢子の代わりとなる梨花に本当のことを言うわけにもいかなかったのだ。だから、不自然に口を噤んだのだろう。

（廉くんは、絢ちゃんを守りたかったんだね）

　廉は龍彦には逆らえない。結婚は絢子が妊娠したらだと言われたら頷くしかなかっただろう。龍彦はただ一人の後継者が相手でも、自分のいいように動かせない駒は不要とばかりに、親戚筋から養子を取って代わりの後継者に据えることくらいはする。龍彦に諫言したというそれだけの理由で、廉の父親がトップの座から降ろされ、その代わりに廉が据えられたように。

　もし絢子が廉の子を身籠もっていれば、二人の結婚はなんの問題もなかったのだ。婚約破棄なんて話も出なかっただろう。そうしたら今頃、廉の隣に立っているのは絢子だった。

（私……ほんといやな女だ。絢ちゃんが、妊娠しなくて、よかったって思ってる）

　二人が別れさせられたことを喜ぶなんて、自分で自分が信じがたかった。梨花にとっては、廉も絢子も大切な幼馴染みなのに。

「梨花、悪い……待たせた。ってどうした？　顔色が悪いぞ」

　いつの間にか元の席に戻ってきていたらしい。座ったままぼんやりと考え事をしていたら、皿を片手に廉が戻ってきていた。

　今は仕事中だ。あまり考えないでいようと梨花は気持ちを切り替えて、笑みを浮かべる。

「ごめん、ちょっと疲れちゃっただけ」

「そりゃそうだよな。食べられそうか？」

「うん、ありがとう。廉くんのは？」

　皿は一枚で、どう考えても梨花の分しかない。廉とずっと一緒にいた梨花は朝から彼がなにも食べていないのを知っている。

「さっき、取引先の社長に捕まって、ちょっと食べたんだ」

　廉がそう言って梨花の隣に腰かけると、くぅと小さく腹が鳴った。

「……食べてないでしょ」

　そう言うと、彼はばつが悪そうに目を逸らす。

　梨花は皿を受け取り、端に置かれたフォークに厚めに切られた肉を刺し、廉の口に持っていった。迷うような目を向けられて、有無を言わせぬ口調で続けた。

「はい、一緒に食べよう」

「それは梨花に」

「私だけここでずっと休んでたんだから、廉くんも少しは休憩して」

　はい、とフォークを差しだすと、廉が渋々口を開いた。

「うん……美味いな、これ」

「もっと食べる？」

　頷いた彼にもう一度フォークに刺した肉を口に持っていくと、腕を取られて、梨花の方へと向けられた。

「お前も疲れた顔してる。ほら、ちゃんと食べて」

　一口大に切られた肉を咀嚼すると、口の中がきゅうっと痺れるような感覚がして唾液が溢れる。久しぶりの食べ物を身体が欲しているようだ。

「ほんと、美味しい」

「担当者から、有名シェフを一人引き抜いたって話は聞いていたが、いい仕事したな」

「これだけ美味しければ、口コミで人気も広がりそうだね」

　皿の料理をすべて食べ終えると、廉が立ち上がり手を差しだしてくる。

「あともう少しだけ頑張ろうか、奥さん」

「はい」

　彼の手を取って立ち上がると、ホテルを出る招待客たちの見送りへと向かったのだった。




　その日の夜。

　セレニティ・ビレッジ・リゾート内のホテルの部屋に着いた梨花は、素晴らしい景観に目を輝かせる間もなく、ソファーにもたれかかった。

「疲れたぁ」

「だな……だめだ、一回座ったら立ち上がれない」

「ね……ほんと」

　廉もまた同様にぐったりと隣に腰かける。

　なんだか結婚式の夜と同じだなと考えて、つい噴きだしてしまう。

「なに？」

　ソファーに座って目を瞑っていた廉がうっすらと目を開けて、首を傾げた。

「ううん、なんだか、ホテルに泊まるたびに、私たちいつも疲れてるなって思って」

「あぁ、たしかに」

　廉も結婚式の夜を思い出したらしく、遠い目をした。

　そして、ため息を一つつくと、梨花へ向き直る。

「今度、どこかに泊まりにいくか。金曜の夜から泊まって、土曜日は一日ホテルでゆっくりするってデートはどうだ？」

「うん、楽しそう。そうしたら、廉くんも少しは肩の力が抜ける？　結婚してからずっと、ここにしわが寄ってる」

　梨花が廉の眉間を指先でつんと突くと、彼は驚いたように目を瞬かせた。

　一柳観光開発のＣＥＯに就いている廉の肩には、数万人もの従業員の生活がかかっている。二十代の若さで父からＣＥＯを引き継いだ廉の周囲には、龍彦の息のかかった重鎮だらけだ。

　祖父ほどの年齢の部下がいるなんて、やりにくいったらない。

　それに、夫婦生活を送っている廉のマンションは、一柳本邸の目と鼻の先。龍彦に呼びだされることもままあり、仕事でも家でも気が抜けていないように梨花には思えた。

　梨花が知らなかっただけだろうが、廉はずっとそんなプレッシャーの中にいたのだろう。ずっと気を張り続けるなんて、できるわけがない。

「肩に力が入っているように見えるか？」

「ちょっとだけ。仕事、大変なんだろうなって思ってた」

「いや……仕事っていうか……」

　廉は目を泳がせて、なにかを隠すように口元に手を当てた。

「仕事じゃないの？」

「あ〜いや……」

　梨花が聞き返すと、廉はこちらをちらりと見て、なんでもないと首を振った。

「風呂入るか……お湯、溜めてくるな」

　廉はなにかを誤魔化すように立ち上がり、バスルームへ向かった。

　梨花は彼の背を見つめながら、化粧室で聞いた話を思い出し、彼がまだ戻ってこないことを確認しベッドに置かれた枕の下を確認する。

（やっぱり、あった）

　おそらく彼は、身体の関係を持つようになってからずっと避妊している。

　おそらく、としか言えないのは、廉に抱かれるときはいつも寝室の電気は真っ暗で、互いの顔もぼんやりとしか見えず、さらに言えば梨花は避妊の有無を確認する余裕もないくらい溶かされてしまっているからだ。

（一柳のお祖父様に、早く後継者をって言われてるのに……）

　梨花との子を廉は望んでいないのだろうか。どうしてなのか、廉の気持ちがまるでわからない。

　夫として不足などないし、幼馴染みだった頃と変わらず優しいのに、蚊帳の外に置かれたような寂しさがずっと消えてくれない。

　梨花は避妊具を枕の下に戻して、窓を開けて広いバルコニーに出た。

　その一角には衝立で仕切られた露天風呂もある。彼が部屋風呂に湯を溜めに行ったのは、梨花がこちらを利用しないと考えたからだろう。

　三階建て以上の高い建物がなく自然豊かな場所だから、夜になると車の音もほとんど聞こえなくなる。風で揺れる木々の音、虫の声、東京では決して見られない星空は吸い込まれてしまいそうなほど美しい。しかし、どこかもの寂しくもあった。

（幸せ、なんだよ、本当に）

　大好きな人の妻になって、家族になった。だから寂しく思うこと自体が贅沢だ。そう思うのに、たまにどうしようもなく寂しくなる。

「ここにいたのか」

　廉が慌てた様子でバルコニーにやって来る。

　部屋にいなかったから心配させてしまったようだ。

「あ、うん」

「どうした？　なにか心配事でもあるのか？」

　そう聞かれて、すぐに違うと否定できなかった。

　その間を肯定と取ったのか、廉が嘆息する。

「俺には言えない？」

「心配事ってわけじゃないの……ただ、絢ちゃんのこと、考えてただけ」

　うそでも本当でもないことを言い訳のように口にすると、廉が納得したように頷いた。

「あぁ……絢子のことは、俺も心配だ」

　どこでなにをしているか知っているくせに、と口から出かかった。

「……廉くんはいいの？　このままで」

　絢子を愛しているのに梨花と結婚し、龍彦の命令通りに子を成す。子どもに関してはなぜか避妊しているが、それ以外に廉の意思で決めたことなどなにもない。

「いいもなにも、祖父さんが決めたことだろう」

「そうだけど……」

「たとえお前がいやでも、この結婚は決められたものだ」

　彼は固い声でそう言った。

　そしてバルコニーの手すりに手を突く梨花を、背後から抱き締める。

「わかってるよ」

　梨花はこの結婚を自分から望んだのだ。相手を選べなかった廉とは違う。

「なら、そんな顔をするな」

「そんな顔って、どんな顔？」

　廉の腕の中で振り返って聞くと、顎を持ち上げられて唇が塞がれた。

「んぅ……っ」

　激しい舌の動きで口腔を弄られて、頭がぼんやりとしていく。

「わからないならいい。あぁ、そうだ……どうせ、バルコニーに出たんだ。一緒に露天風呂に入るか？　そろそろお互いの裸を見るくらいはいいだろう？」

　廉は梨花を軽々抱き上げると、衝立の中へと足を踏み入れた。露天風呂は二人が足を伸ばして入れるような大きさで、総檜造りなのかいい香りが立ち上っている。

「え、い、一緒にって、本気？」

「俺たちは夫婦だ。なんの問題もない」

　そう言いながら、廉は梨花のドレスを引っ張り上げて、脱がしていく。

　ドレスや下着をカゴの中に放り投げ、梨花を裸にすると、自分の服にも手をかけた。

「髪はそのままでいいか。あとで部屋風呂を使おう」

　外ではあるが、露天風呂は窓から差し込む明かりで十分過ぎるほど明るいし、衝立の上にライトも設置されている。梨花が慌ててタオルを身体に巻きつけると、ちょうど廉が服を脱ぎ終わったところだった。

「タオルを巻いては入れないぞ」

「だ、だって……っ！」

　タオルで身体を隠そうとする梨花に、廉が呆れた声を出す。

「もう何度も抱いてるのに、まだ恥ずかしいか？」

「そういうこと言わないで……っ。恥ずかしいに決まってる。それに、いつも明かりなんてつけないでしょ」

「明かりがなくても、それなりには見えてる」

「うそでしょう!?」

　頬を真っ赤に染めた梨花は、信じられないとばかりに廉を睨んだ。

　彼に抱かれている間、自分がどうなってしまっているかもよくわからないのに、それを見られているだなんて。

「諦めて、明るいところでさせて」

　廉はいたずらっぽく目を細めると、声をひそめて言った。

「お風呂で、するの？」

「そう」

「外だよ……っ」

　あり得ないと首を横に振ると、廉がずいっと身体を近づけてくる。入り口以外の四方を衝立に阻まれており、梨花に逃げ場はない。

「みんなやってる。恋人も夫婦も」

「外で!?」

　そんなバカなと目を瞬かせると、廉は梨花のバスタオルをたやすく外し、梨花の肩に桶ですくった湯をかけた。廉は自分の身体にもかけ湯をして、梨花の手を引く。

「さすがに大きな声を出したら、聞こえるかもな」

　どういう意味で言われているかはわかるが、出したくて出しているわけじゃない。

「ほら」

　廉に手を引かれ、胸元を隠しつつ湯船に足をつける。湯船は膝くらいの深さだ。彼に背後から抱き締められて、その場に腰を下ろした。

　じんわりと身体の芯が温まるような感覚がして心地いいが、正直、それどころではない。湯は透き通っており、膝を抱えていても、ばっちり肌が見えている。

　それに、ぴたりと背中が彼の胸にくっついていて、足の間にすっぽりと腰を下ろしているから、素肌が擦れ合わさる感覚がして妙にドキドキしてしまう。

「露天風呂いいな……気持ちいい」

「う、うん、そうだね」

　気持ち良さを感じられるほど梨花はリラックスできず、がちがちに身体が強張っている。すると、そんな状態に気づいたであろう廉が、腕を梨花の腹部に回すと、うなじに噛みついた。

「ひゃぁっ」

「こら、声出すなって、隣に聞こえる」

「廉くんがいきなり噛むからっ」

　首を押さえて振り向きざまに言うと、その隙に両手で乳房を掴まれた。

「なぁ、梨花、エッチしよ」

　耳元で卑猥な言葉を囁きながら、柔肉を揉みしだかれて、指先が掠めるように乳首を弾く。

　そうされると、胸からじんと痺れるような快感が下腹部に広がり、とてもではないがじっとしていられない。

「ん〜っ、いっ、けど……あんまり、触っちゃ、だめ……声、出ちゃう」

　好きな人に身体を求められて、拒めるはずもなかった。

　梨花はなんとも呆気なく彼の手に落ちる。

「声、我慢できなくなる？」

　首だけを動かして返事をすると、顎を掴まれてやや上を向かされた。廉の肩にもたれかかるような体勢で口の中に指が入ってくると、すでに勃起している乳首を指先で摘まみ上げられる。

「ん、ぅぅっ」

　電流が走ったように全身がびくびくと震えた。指先で掠めるように乳首を弾かれて、指を含んだ口の中でくぐもった声が漏れた。

　胸を交互にすくい上げ、上下左右に円を描くように揉みしだきながら、中心で色づく先端を弄られると、腰が淫らに跳ねて、臀部に押し当てられる硬いものを擦ってしまう。

「はぁッ、ぅ、ん」

　だらしなく出した舌を指先で撫でられて、口の中にどっと溢れた唾液をこくこくと飲み込んだ。指で舌を搦め取られて、その周りを擦られる。キスのような口腔への愛撫と胸への愛撫で蕩けきってしまった身体は、たちまち廉を欲してもどかしげに疼く。

　空っぽの隘路がきゅんと切なくうねり、湯の中でとろりと愛液を溢れさせる。無意識に腰をくねらせてしまい、ますます背後に押し当てられる彼のものが硬さを増した。

「あまり動くと、このまま入ってしまうぞ」

「ひぁ」

　梨花の口から小さな悲鳴が漏れた。

　すぐさま数本の指で口腔をかき混ぜられ、きゅっと乳首が摘ままれると、肌が粟立つような心地好さが背筋からせり上がってきて、腰が揺れて止められない。

「んっ、ふぅ……う、はぁっ」

　丸い双丘でそそり勃つ肉棒を刺激しているとは気づかず、身を捩り、どうにか快感を逃がそうとする。だが、がっしりと乳房を掴まれてしまっていては、逃れることは叶わない。

　しかも、彼のものが押し当てられていると、なぜだか次第に身体が熱くなってきて、下腹部が切なく疼くのだ。

「中に、ほしくなった？」

　耳の近くで囁かれ、その息遣いにもまた感じてしまう。

「はぁ……っ、ん、だめ……もう、弄らないで」

「これで終わりなんて、意地悪言うなよ。この状態じゃ治まらないって、もうわかるだろ」

　ぐっと腰を突き立てられて、臀部の狭間に肉棒がめり込む。硬く張った陰茎で秘裂を擦り上げられると、淫らに疼くそこがヒクつき、吸いつくように蠢いた。

「あっ」

　思わず大きく腰を震わせ、高らかな声を上げてしまうと、背後から手のひらで口元を塞がれた。両脇を持ち上げて、その場に立たされる。

「ここに腕を突いて。声が出そうになったらこれで我慢しろよ」

　梨花が言われるままに浴槽の縁に腕を突くと、高く腰が持ち上げられた。そして彼は、先ほどまで梨花が身体に巻いていたバスタオルを取り、顔の近くに置く。

「やだ、こんなの……っ」

「でも……まだ慣らしてないだろ。傷つけたくないから、じっとして」

　廉は浴槽の中で膝を突くと、梨花の足を開かせて、中心を指でなぞった。ゆっくりと指を押し込み、すでにぬるついた媚肉をかき混ぜる。

「もう解れてるな」

　慣らす必要もなかったか、という呟きが聞こえて、頬が熱くなる。

　梨花はタオルに顔を埋めて、蜜襞を弄る指の感触に耐える。すぐさま指の動きは速さを増し、抜き差しのたびに、ぬちゅ、ぐちゅっと愛液が飛沫を上げる。

「ふ……ぅ、あっ、ん」

　自分の喘ぎ声と湿ったその音がやたらと大きく響いているような気がして、いたたまれない。

　指を縦横無尽に動かされて隘路の弱い部分を擦り上げられる。ぞくぞくと全身が総毛立つような快感が続けざまにやって来て、知らず知らずのうちに誘うように腰をくねらせてしまう。

「いやらしいな。腰を振るたびに、湯の中に垂れてきてる」

「はっ、はぁ、や……っ」

　梨花は声を漏らさないように必死だった。タオルに顔を埋めて、いやいやと首を振るしかない。閉じた陰唇を指先で広げられて、秘裂の行き先に佇む芽を反対側の指で捏ねられた。

「んぁっ、う……んっ」

　途端に腰がぶるりと震えて、愛液がどっと溢れ、彼の手のひらを濡らした。

「中、ひくひくしてる。もう達いきそう？」

「ん、ん、ん〜っ」

　もうだめ、やめて、と訴える代わりに、首を振りながら腰を捩る。だが、いっそう強く指を揺らされて中と外を同時に責められると、凄まじいまでの喜悦に襲われ、呆気なく達してしまう。

「……っ、んんん〜っ！」

　達した瞬間に指が引き抜かれて、おびただしい量の愛液がぴしゃりと弾け飛ぶ。羞恥を感じる余裕などなく、背中が波打ち、首を仰け反らせながらも必死に唇を噛みしめた。

　荒い息が口の隙間から、ふぅふぅと漏れる。タオルを噛むことでなんとか声を漏らさずに済んだが、過ぎる快感に涙がぼろぼろと溢れてくる。

　達した余韻で腰がびくびくといやらしく跳ね上がり、蜜口が物欲しげにヒクつく。達してもなお腹の奥に感じる疼きは治まらない。

「はぁ、はぁ……はぁっ」

　すると、湯の中で膝を突いていた彼がその場に立ち上がり、梨花の腰を抱え上げた。背後から硬いものをぴたりと押し当てられて、ずんと勢いよく一気に貫かれる。

「ひ、ぁ……っ」

　あまりの衝撃に目の前で星が瞬く。

「……っ」

　背後で彼が息を詰めるのが感じられる。

　廉はゆっくりと腰を引き、ふたたび叩きつけるように腰を穿った。

「ん、ぅ、くぅっ、ん」

　子宮を押し上げるような動きで最奥を抉られると、狂おしいほどの凄絶な快感に襲われる。達した直後の敏感な身体には過ぎるほどの快感だ。それなのに、最奥をぐりぐりと擦り上げられるとどうしようもなく気持ち良くて、結合部からは新たな愛液がたらたらと溢れだす。

「奥、突かれるの、好きだろ」

　廉の興奮したような囁き声に煽られ、抑えようもないほど身体が昂っていく。ずんずんと突き上げられるたびに、媚肉がうねり、雄芯を締めつける。

「はぁっ、ん、ふぅ」

　外で淫らな行為に耽るなんてはしたないと思うのに、いつもよりずっと感じてしまっている。もっとしてほしいと、自ら腰を振り立てながら、がくがくと膝を震わせた。

　外であられもない姿を晒していることが、いつもより梨花を大胆にさせていたのだろう。熱に浮かされているせいもあるが、つい誘うように背後に目を向けて、口を開く。

「廉くん……もっと、中、して」

「ほしいのか？」

　彼は目を瞠り、喉を鳴らした。そして唇の端を上げて機嫌良さげに笑うと、梨花の腰を抱え直して、叩きつけるように最奥をずんっと貫く。

「んっ、ほし……っ、ひ……ぁ……っ！」

　梨花が答える前に、蜜穴を貪り尽くすような勢いで最奥を抉られた。小刻みに腰を揺らし、膨れ上がった先端をぐんぐんと押し込みつつ責め立てられると、おびただしい量の愛液が結合部から噴きだした。

「搾り……っ、取られそうだ……」

　彼の声にも余裕はなかった。背後から両手で乳房を鷲掴みにして、自らの快感を追うように腰を振り立てながら、めちゃくちゃに揉みしだく。

「ふ……っ、ぅ、んん」

　亀頭の張りだした部分で蜜襞を擦られて、最奥をずんずんと突き上げられると、そのあまりの気持ち良さに目の前が真っ白に染まり、絶頂の予感が背筋から脳天にせり上がってくる。

「あっ、もう……もぅ……っ」

　結合部がぐちゅ、ぬちゅっと卑猥な音を立て、飛沫がぽたぽたと湯に飛び散った。

　梨花は、湯を汚すことを気にする余裕もなく、背中を仰け反らせながら必死にバスタオルを掴む。誰かに声が聞こえてしまうかもしれない。頭にあるのはそれだけだ。

　涙をぼろぼろとこぼしながら、啜り泣くような喘ぎ声を上げる。もう達したくてたまらず、より深い部分を擦ってほしくて、自ら腰をくねらせた。

「エロいことなんて、なにも知らないって顔してんのにな」

　廉は弾むように、それでいて小さな声で言うと、滾った陰茎をぎりぎりまで引き抜き、弄ぶように浅瀬をかき混ぜた。

「はぁ、はっ、いやぁ……奥、してぇ……っ」

　隘路の奥が切なくて、もどかしくて、耐えられない。下腹部がきゅうっと痛いほどに疼き、もっと、もっとと腰を振り乱す。

「ほら、ここ、糸引いてる」

　廉は囁くようにそう言いながら、蜜口をつんつんと突いた。そのたびに、ちゅ、ちゅっと淫猥な水音が響く。頭の中が真っ赤に染まり、全身の血液が沸騰したように熱くなる。それなのに絶頂を求める身体は淫らに彼をほしがり、蜜口がいやらしくヒクついた。

「廉、く……っ、もぅ……」

「どうしてほしい？」

　梨花は羞恥すら忘れて、首を縦に振った。

「ほし……っ、ん、奥、ずんずん、って、してぇっ」

　狂おしいほどに激しく抱かれたい。夢中になって求められたい。

　どうせ心はすっかり持っていかれてしまっているのだから、身体もあますところなく奪ってほしい。そうして、なにもかもを忘れさせてほしかった。

　彼が今、誰のことを考えていようとも、その心を見ることはできない。こうして抱かれている間だけは、梨花を見てくれているのだと思い込みたかった。

「じゃあ、俺を好きだと言えよ」

　廉は肩で息をしながら、梨花の身体を反転させて、小さな顎を掴み、持ち上げた。

「……っ」

　こくりと喉が鳴る。懇願するように聞こえたのは気のせいだろう。

　自分も廉も、龍彦に命じられるまま婚約を受け入れ、結婚した。彼は努力して恋人同士の甘い雰囲気を作ってくれていたけれど、愛情を示すような言葉を梨花に伝えたことはない。

　どうして彼が今、そんなことを言いだしたのかはわからない。だが、梨花にとっては至極簡単なことだ。今までずっと胸の奥にひた隠しにしてきた本音なのだから。

「廉くん、好き……好き」

　梨花は彼の首に腕を回し、抱きついた。

　次の瞬間、貪るように唇が奪われて、性急な手つきで片足を持ち上げられると、はち切れんばかりに膨れ上がった肉棒を一気に突き立てられた。

　結合部からぐちゅりと淫音が響き、互いの肌が愛液にまみれる。

「ん、ふぅっ……うっ」

　喉奧でくぐもった声が漏れる。激しい律動に、ちゃぷ、ちゃぷと湯が波立ち、浴槽から溢れでた。がつがつと最奥を穿たれ、うねる媚肉を擦り上げられる。

　頭の奥が陶然とするほどの心地好さが波のようにやって来て、キスで唇を塞がれていなければ、みだりがわしい声が止められなかっただろう。

「んん〜っ！」

　抱きあった肌が互いの汗でぬるぬると滑った。肌が擦れ合わさるのも、また気持ちいい。廉の手のひらで後頭部を押さえられ、深い部分を立て続けに貫かれる。

　全身がどろどろに溶けてしまいそうだ。頭の先からつま先まで彼で満たされる。今だけは自分を見てほしい。そんな気持ちのまま口に出す。

「廉くんも、好きって、言って」

　涙に濡れた目を向けて懇願すると、キスの合間に言葉が贈られた。

「好きだよ、好きだ。梨花が……ずっと、好きだった」

　たとえうそでも、もうこの言葉だけでいい。そう思えた。

　彼が心の中でいつまでも絢子を想っていようと、この言葉だけを信じればいい。訝しむ気持ちには蓋をしよう。そうしていつか、この言葉が本当になるように、妻として努力していこう。

　涙が溢れて、頬を伝う。

　彼は梨花の頬に口づけを落とすと、ふたたび唇を塞ぎ、抽送を早めていった。

「はぁっ、はっ、ん、ふ……ぅ」

　身体が揺さぶられて、食らい尽くされそうなほど激しい律動で責め立てられる。梨花は彼の背中に腕を回すと、自ら舌を突きだし、深く唇を重ねた。

　彼の舌に吸いつき、口腔を弄ると、身体の中で脈動する屹立がびくりと跳ね上がり、唇の隙間から漏れる息遣いが荒くなっていく。

「……っ、今日は、ずいぶん、積極的だな」

「だって」

　廉が好きだと言ってくれたから。

　ただそれだけのことで、梨花の全身は喜びに満たされた。ますます淫らに媚肉がうねり、硬く張り詰める男のものを強く締めつけていく。

「気持ち、い……っ、の」

　彼の耳元で囁くように言うと、太い首の張りだした喉仏が上下に動く。そして、たまらないとばかりに腰を激しく穿たれ、一段と大きくなった陰茎で媚肉が埋め尽くされ、擦り上げられる。

「ふ……っ、ぅ、ん」

　片方の手で臀部を強く掴まれ、ぐにぐにと揉みしだかれた。自分で触れてもなんとも思わないそこさえ性感帯になってしまったかのように、柔らかい肉を揉まれると、下腹部がきゅっと疼く。

「全身、どこに触れても、柔らかいな」

　荒々しい息遣いで囁かれる。

　太い陰茎をさらに深々と突き挿れられ、子宮口を押し上げるように小刻みに腰を揺さぶられる。湯がバシャバシャと激しく波打ち、肌を叩きつける音がバルコニーに響いた。

　余裕のない腰使いで追い詰められて、大きな波に攫われそうになる。限界を訴える代わりに、背中に回した手で彼の髪をぐしゃぐしゃに乱した。

「ん、ぅ、くぅっ……ん」

　か細い声を上げて、全身をぶるぶると震わせる。強く尻を揉みしだかれ、がむしゃらに腰を打ちつけられた。最奥をこれ以上ないほどに押し上げられると、頭の奥が真っ白に染まり、全身が強張った。腰が二度、三度と跳ね上がり、息が詰まる。

「ひ……ぁ……っ！」

　悲鳴のような声を上げながら絶頂に達した瞬間、廉が腰を震わせて、滾った陰茎を勢いよく引き抜いた。腹に生温かいものが浴びせかけられて、白濁としたそれに愕然とする。

「は……っ、な、んで……？」

　彼も梨花との間に子がほしいと思ってくれていたのではないのか。息を整えながら問うと、廉は気まずそうに目を逸らした。

「もう少し、二人だけでいたいんだよ」

　甘ったるく囁かれた言葉は、梨花への愛情で溢れているように聞こえる。しかし、彼を信じようと決めたばかりなのに、どうしても疑心を抱いてしまう。

（廉くんが内心でどう思っていても関係ない……私は、廉くんの言葉を信じる）

　自分たちには二人きりの時間があまりなかった。一緒に暮らし始めてまだ一ヶ月半しか経っていない。だから、もう少し時間をかけよう。きっとそういう意味だ。

「そうだね」

　梨花が訝しむ気持ちに蓋をして笑うと、廉が安堵したように口づけてきた。




　露天風呂で抱かれ、逆上のぼせた梨花は廉に介抱されていた。

　ベッドに横になっているのに、まるで長時間山道でも走っているかのように頭がぐるぐるする。それでも、甲斐甲斐しく世話を焼く廉を見ていると、怒るに怒れない。

「悪かった」

　廉は冷やしたタオルを梨花の額に置き、肩をしゅんと落とす。廉のそんな姿は珍しく笑ってしまいそうになるが、梨花は緩みそうになる口元に力を入れて彼を睨んだ。

「お風呂であんなこと、もうしないからね」

　そう言うと、どうしてか廉は残念そうに眉尻を下げた。

「またする気だったの？」

「あぁ……いや、そうじゃないが」

「けど、なに？」

　たじろぐ廉など、もう二度と見られないかもしれない。梨花は段々とおもしろくなってきて、廉のパジャマの袖を引っ張った。

「梨花だって、ノリノリだっただろ？」

　たしかに、好き好き言いながら、廉に抱きついたのは自分だ。

　しかし、あれは熱に浮かされていた故の行動だとわかっているだろうに。

「ノ、ノリノリじゃないっ！　とにかくお風呂ではもうしない！」

　勢いよく起き上がると、頭がぐらりと揺れて、途端に目眩がひどくなる。

「うぅ……」

「あぁ、ほら、いきなり起き上がるなって。水飲めるか？」

「ん」

　ペットボトルにストローを差したものを口元に近づけられた。

　喉を鳴らして水を飲むと、ほっと息をつく。

「このまま寝ろ。朝起きたら治ってるだろう」

「ごめん。ねぇ、廉くん」

　梨花はペットボトルを片付けるため立ち上がろうとした廉の手を掴み、引き止めた。

「どうした？」

「廉くんはさ……いつか、私に赤ちゃんができたら、喜んでくれる？」

　梨花がどうしてそんなことを聞いたのかを察したのか、廉は苦笑を漏らした。そして、ぬるくなったタオルを内側にして折り、梨花の額に置く。

「当たり前だろう。でも、結婚してまだ一年も経ってないんだ。今から焦ることじゃない」

　龍彦の考えとは真逆だろうが、絢子の件があったからそう言ってくれるのかもしれない。

　しかし、妊娠しなければならないという状況で、絢子がどれだけそれをプレッシャーに感じていたかを考えると、梨花も他人事とは思えなかった。

「焦ってるわけじゃないの。ただ、私はなるべく早く、廉くんの赤ちゃんがほしい」

　そうすれば、廉を自分に引き止めておける。そんな浅はかな考えがあることは否定できないが、廉の子がほしいと思う気持ちも本物だ。

（ずっと、お母さんみたいな母親になりたいって思ってたんだもの）

　自分の夢が大好きな人と叶えられるなんて、それこそ夢のようだ。

「祖父さんに言われてるからじゃなく？」

　廉は困惑したように梨花を見た。

「違う。私が、そう望んでるの」

　彼は驚いたように目を見開き、嬉しそうに破顔した。

「そうか……」

　廉の大きな手のひらで頬を包まれる。

　彼は梨花の頭を優しく撫でて、今度こそ立ち上がった。

　梨花は彼の背中を見つめながら、深く息を吐き、目を瞑る。

「でも……そうなったらもう、離してやれないぞ」

　梨花が眠りに落ちる寸前、廉の口から小さな言葉がこぼれる。

　しかし、まどろみの中にいる梨花には届かなかった。







第四章　お嫁さんになりたい









「廉さん、龍彦様がお呼びです」

　中学の形ばかりの入学式を終えて家に帰ってきた廉は、長年一柳家で働く家政婦に玄関先で呼び止められた。

「わかった。悪いけど、鞄を部屋に置いておいてもらえる？」

「かしこまりました」

　廉が鞄を手渡すと、恭しく礼が返される。

　家政婦は廉にとっては祖母のような年齢だ。けれど、家族とは違う、謙へりくだってはならない相手だと、祖父から幼い頃に教えられている。

　祖父を待たせてはならない。廉は急ぎ足で廊下を進み、祖父の部屋へと急いだ。祖父の部屋は広い一柳家の最奥にある。襖の前で腰を下ろすと、中に声をかけた。

「お祖父様、廉です」

「入れ」

「失礼します」

　襖を開けると、座椅子に腰かけた祖父が鷹揚に頷き、廉を手招きした。

　祖父の横には、廉と同い年くらいの女の子が座っている。彼女はこちらを見て、軽く頭を下げた。廉もそれに倣い、会釈を返す。

「座りなさい」

「はい、失礼します」

　目の前の座布団を指差され、そこに腰を下ろす。

　廉にはすでに一つの予感があった。当たらなければいいと思いつつも、自分の予感が外れていないことをすでに確信している。

「お前の、婚約者が決まった。ここにいる園崎絢子くんだ」

　龍彦はそう言い切った。

　廉の意見を聞くつもりがないことは明白だ。

「彼女はホテル園崎のお嬢さんでな。都合よく廉とも同い年だ。学園の同級生でもある。互いを知る時間も必要だろうから、同じクラスになるように手を回しておいた」

　おそらく中等部から入った外部生なのだろう。

　同じクラスだと聞いても、今日、彼女がどこの席にいたかさえ思い出せないのに、そんな相手と婚約なんて。

（中学生で結婚もなにもないだろ……っ）

　そんな本音を言えたら、どれだけいいか。

　祖父は厳格な人間で、利用価値があるかどうかでしか人を見ない。

　祖母と結婚したのも、祖母の実家と繋がりを持ち一柳を大きくするためだけだった。当然そこに愛情などはいっさいない。祖父と祖母の関係は冷え切っていた。祖母は父を産むと、役目を終えたとばかりに家を出ていってしまったのだから、相当の我慢を強いられていたのだろう。

　父の結婚相手を決めたのも当然祖父だ。祖父と父の仲はそれから険悪で、家族というより上司と部下という雰囲気だが、両親は奇跡的に夫婦関係がうまくいっている。

　だから、自分の婚約者も一柳家にとって都合のいい相手を祖父に選ばれるのだろうと覚悟はしていた。けれど、廉が考えていたよりも、そのときはずっと早かった。

　この家に生まれてしまった以上、決められた結婚は覚悟している。父から仕事を引き継ぎ、後継者を残す自分の義務から逃れようとは思っていない。

（大人になってからだって、遅くないじゃないか）

　このとき、廉の中にわずかに残っていた祖父への期待が砕け散った。

　大事な後継者、大事な孫。だからきっと自分の結婚相手を決めるときは、少しくらいは意見を聞いてもらえるだろうと思っていたのだ。それは間違いだったらしい。

　目の前に座る女の子を急に結婚相手だと思うことなどできず、龍彦への苛立ちがふつふつと湧き上がってくる。しかし、自分が発する言葉は「承知しました」一択だ。

　わかっているのに、怒りで震える口元からは、なんの言葉も出てこなかった。

「廉、返事を」

　低い声で返事を促されるが、どうしても頷けなかった。

「……や、です」

「なんだと？」

　小さな反抗はしっかり祖父の耳に届いていたようで、龍彦の目が鋭く吊り上がった。

　廉はびくりと肩を震わせた。龍彦に逆らえばどうなるか、父を見てきた廉は痛いほどによくわかっている。父からも祖父には逆らうなと耳にたこができるほど聞かされている。

　覆らないとわかっていても、こんなのは間違っていると、祖父を否定してやりたかった。

「もう一度言ってみろ」

「あの……もう少し、待って、いただけませんか」

　なんとかそれだけを言葉にしたが、祖父は被せるように言った。

「私は、婚約が決まったと言った」

　廉が縋るような目を向けても、龍彦からはいっさいの愛情を感じられなかった。そこにあるのは、廉が自分の役に立つかどうか、それだけ。

　廉は項垂れ、深く息を吐いた。

「承知……しました」

　震える声でそれだけ言うのが精一杯だった。

　そうして絢子との婚約は内々に決まった。

　その翌日、廉が新しいクラスに行くと、そこに絢子の姿を見つけた。彼女はこちらを見てわずかに頭を下げて会釈をしたが、すぐに友人との会話に戻る。

　婚約者として振る舞われるかもしれないと危惧していたが、絢子の態度はただのクラスメイトそのものだった。そのことに安堵する。

　その日の帰り。

　上履きから外履きに履き替えていると、廉を待ち伏せしていた絢子から声をかけられた。

「一柳くん……ちょっといい？」

「あぁ」

　一柳龍彦を祖父に持つ廉に近づいてくる同級生は多い。この学園に通うほとんどの生徒は、将来、日本企業を背負って立つ可能性が高い。一柳家はその中でも家格が群を抜いている。

　一柳家の後継者と繋がりを持つならば、結婚という手段が手っ取り早く、女子から声をかけられるのも、その手の目を向けられるのも慣れっこだ。

　だが、婚約者である絢子からはそういった下心をまったく感じなかった。すでに婚約が決まっているのだから廉に対しておもねる必要はないということかもしれないが。

「どうかした？」

　校門までの道を二人で肩を並べ、ゆっくりと歩く。

　廉が目を向けると、絢子はため息をつき、長い髪を邪魔そうに後ろへ流した。

「昨日、断ってくれると思ってたのに」

　絢子は怒ったようにそう言った。

　廉は自分のことしか考えていなかったが、どうやら絢子にとってもこの婚約は不本意らしいと知り、急激に仲間意識のようなものが芽生えた。

「断れるはずないだろ……」

「情けないね」

　自覚していることを絢子にまで指摘され、恥ずかしさでどうにかなりそうだった。

「ごめん」

「ううん、うちの両親も断れなかったのは同じだから」

　絢子はもう一度深いため息をついた。

「済んじゃったことは仕方ないし、とりあえず私と友だちにならない？」

「友だち？」

「ほら、私はどうせ、婚約者として週に一回は一柳家に顔を出さなきゃならないでしょ。でも、あなたと将来結婚するとか急に言われても考えられるわけない。お互いそうよね、違う？」

「そうだな」

「結婚の話が出るのは、まだまだ先。だから、二人で会うのを苦痛に感じないために、友だちとして付き合わないって提案をしてるの。どう？」

「それは、俺としても助かる」

　廉はまだ、愛も恋も知らない。目の前の婚約者にそういった感情を抱けるとはとても思えなかったから、もしかしたら一生知らないで過ごすのかもしれない。

　ただ、友人として付き合おうと提案してくれた彼女に好感を抱いた。

「なら決まりね。よろしく」

　そうは言ったものの、友人として二人きりでいても、絢子と二人でなにを話していいかわからなかった。

　絢子も同じで気まずさを感じていたらしく、仕方なく二人でいるときは自然に勉強するようになった。

　宿題が終わらず泣きついてきた蒼太がそこに加わり、一緒に過ごすようになってくれたおかげで、徐々に絢子とも気兼ねなく付き合えるようになっていったのだ。




　週に一度の婚約者との顔合わせに蒼太が加わるようになり一年が経った夏。

「俺の妹がさ〜ここに来たいって言ってるんだけど、だめだよな」

　申し訳なさそうに蒼太が言った。

　蒼太には自分と絢子が婚約していること。さらにそれが自分たちにとっては不本意な婚約であることは話してある。初見では軽薄な印象を持たれる蒼太だが、案外友情に厚い男だ。

　そんな蒼太の妹ならば、断る理由はなかった。

「べつにいいよ。でも俺たちいつも勉強ばっかりやってるから、つまらないんじゃないかな」

　廉が言うと、蒼太はにやりと笑って顔の前に人差し指を立てた。

「それが狙いだからいいんだよ。つまらないって思ったらもう来ないだろ」

「優しくないな」

「ほんとよ。そんなんじゃ妹ちゃんに嫌われるわ」

　廉と絢子が揃って蒼太を非難すると、蒼太は苦虫を噛みつぶしたような顔をした。

「お前らは一人っ子だからわからないんだよ。妹なんて可愛いもんじゃないぞ。母親みたいに口うるさいし、すぐ泣くし、だいたい俺のせいにするし」

　恨み言をぶつぶつと言い続ける蒼太を宥めながら、蒼太の妹はわがままな女の子なのかもしれないなと意識を改めた。べつに何度も会うわけでもないからと、家に来ることを了承したのだが。




　蒼太の妹、梨花がやって来る日になった。

　緊張して廉と絢子をちらちらと見る梨花は、人形のように可愛く、おとなしそうな女の子だった。一柳家のリビングに案内すると、きょろきょろと楽しそうに目を動かしている。

　蒼太のように口が悪く、どちらかと言えばやかましいタイプの女子が来るとばかり思い身構えていた廉としては、いい意味で裏切られたと思った。

　しかし、兄である蒼太からすると、梨花の世話は面倒でしかなかったようで、廉と絢子がハラハラしてしまうほど接する態度が冷たかった。

『お前に合わせなきゃならないから、いやなんだよ』

『さっさと帰れよ』

　梨花を追いかえそうとする蒼太。つれない兄の態度に涙を浮かべる梨花。そんな二人を放っておけず、廉と絢子が面倒を見始めると、梨花は自分たちにすぐに懐いた。

　絢子が自分を〝絢ちゃん〟と呼ばせているのを見て、廉も同じように言葉をかけた。

　けれど梨花は、呼び捨てにはできないと思ったのか、顔を真っ赤にさせて首を横に振った。

　言葉少なで控えめなところも愛らしく、自分に妹がいたら蒼太と違いもっと可愛がるのにと思ったのは廉だけではなかったようで、絢子もまた梨花を猫かわいがりしていた。

　おそらく梨花は、年上に憧れがあったのだと思う。その気持ちは廉にもよくわかる。小学生から見る中学生は、どうしてだかやたらと大人に見えたものだ。

　廉も絢子も一人っ子のため、自分よりも幼い子の面倒を見たことはなかったが、もともと面倒見はいい方だし、年上ぶりたい時期でもあったのだろう。

　なにを言っても「すごいすごい！」と目を輝かせてくれる梨花に、満更でもない気分だったのは思い出すと恥ずかしい。

　自分たちが勉強中、梨花は邪魔をすることなくおとなしくしていた。かといってつまらない顔でもなく、たまに目を向けると、嬉しそうに笑う。

　そして夕方になり、梨花の帰る時間が迫っていた。

　その頃にはかなり自分に慣れてくれたのか、梨花が小さな手で廉の手を掴んだ。おそらく寂しくなったのだろうと判断した廉は『どうかした？』と穏やかに声をかけた。すると。

「あのね……私、廉くんのお嫁さんになりたい」

　梨花は恥ずかしそうにぽつりと言った。

　廉はそれを冗談として受け止めることもできず、うまく受け流すこともできず、動揺で息を呑む。中学に入ってすぐ決められた婚約者。廉は恋も愛も知る前に結婚相手ができてしまった。

　いくらなんでも小学生の梨花が、本気で自分のお嫁さんになりたいと思っているなんて考えていない。きっと、将来、誰かと結婚できたらいいなという理想を語っているだけだろう。

　それでも、純粋な好意を向けられたのは初めてで、ただ嬉しかったのだ。

　廉は弾む胸を必死に抑え、なんとか笑みを浮かべる。

「嬉しいよ、ありがとうな」

　廉は梨花の髪をぐしゃぐしゃにかき混ぜた。梨花は髪が乱れるのも構わず、嬉しそうに目を細める。そんな梨花が可愛くてたまらなくなって、胸がぎゅっと詰まる。

　息苦しさを覚え、深く吸った息を吐きだすと、己の息遣いがやたらと大きく響いたような気がしていたたまれない。

　祖父と対峙しているときとは違った緊張感が押し寄せてくると、真っ直ぐに梨花を見ていられなくなった。名残惜しさを隠すように梨花の髪から手を離す。

（可愛いとか……変態でもあるまいし）

　蒼太がなにやら喚いているが、なにも耳に入ってこない。

　廉が愕然としてる間に、梨花は蒼太に腕を引きずられるようにして玄関に向かっていった。見ないようにしていても、自然と梨花の姿に目が吸い寄せられてしまう。

　そんなに乱暴に掴んでは腕が折れるのではないか。妹にもっと優しくできないのか。蒼太への苛立ちと共に、自分ならば、と考えていることに驚いた。

（妹がほしいなんて、思ったことはないはずなんだけど）

　蒼太が梨花の腕を掴んでいるのを見て、羨ましく思った。あんな風に自分のあとにちょこちょこくっついて歩いてきたら、可愛くてたまらないだろうと。

　二人はとっくにいないのに、廉はいつまでも梨花が出ていったドアを見つめていた。そんな廉の変化にいち早く気づいたのは、隣に座っていた絢子だ。

「もしかして、梨花ちゃんの〝お嫁さん〟発言に喜んでる？」

「……べつにそういうわけじゃ」

　絢子にからかうように言われ、頬が熱くなる。そんな廉の表情の変化を絢子がどう感じたのかはわからない。婚約者として不快に思っているような顔ではなかったと思う。

「ふぅん」

　絢子はそれだけ言うと、帰り支度を始めた。




　時は流れ、高等部に進学した廉は、相変わらず絢子と微妙な婚約関係を継続していた。婚約解消など祖父が生きている限り許されないと、二人ともわかっていたのだ。

　だが、高校生になればいやでも気づく。自分が絢子に対して恋愛感情を抱ける日は来ないと。

　ビジネスライクな関係ならば、一緒にいて絢子ほど楽な相手はいない。

　ただ、プライベートを一緒に過ごすとなるとべつだ。それは絢子も同じだろう。だから二人きりで会わなければならないときは、勉強で時間が過ぎるのをひたすら待つしかなかった。

　そんな自分たちの関係に変化をもたらしてくれたのは蒼太と梨花だった。

　蒼太はやかましいが、自分たちの中にある緊張感の漂う空気を壊してくれる。そして梨花のふわふわとした空気は、廉を癒やし、和ませてくれた。

　間に梨花が入ることで、絢子との距離も縮まった。とはいえそれは、婚約者というより〝同志〟のようなものであったが、祖父を大いに喜ばせたようだ。

　この頃には、梨花に向ける自分の感情が恋心であると気づいていた。婚約者が梨花だったならと考えたのは一度や二度ではない。覆るはずのない婚約に自分の立場を恨んだ。

　芽生えた恋心は、誰にも、特に祖父にだけは気づかれてはならなかった。

　自分には婚約者がいるのだから、この気持ちは叶わない。いずれ梨花にも恋人ができるだろう。そうなれば諦められるはずだ。

　そう言い聞かせながらも、梨花を熱の籠もった目で見つめてしまうのを、触れたいと手を伸ばしてしまうのを、抑えられなかった。

　そして、そんな廉の変化を、そばにいる絢子が気づかないはずもない。







第五章　絢子の妊娠









　廉と結婚して五ヶ月が経った十二月半ば。

　梨花は結婚してから通い始めた料理教室の帰り、廉へのクリスマスプレゼントを買うため、港区六本木のけやき通りにある某有名ブランド店に入った。

　悩みに悩んだ末に、結局、名刺入れを選び、顔馴染みのスタッフに見送られて店を出たあとは、特に用事もなく帰るだけ。

　クリスマス一色の街並みは見ているだけでも楽しく、ついぶらぶらと足を進めてしまう。

　クリスマスマーケットで売られている可愛い小物類に目を輝かせていると、たくさんの人が行き交う広場に見知った影が通り過ぎるのを見たような気がして、梨花は周囲を見回した。

（見間違い？　でも……）

　なんとなく絢子に似た女性の影だったように思うのだ。

　絢子との付き合いはもう二十年近い。自分を可愛がってくれた彼女を見間違えるはずもない。

　梨花は周囲を歩きながら、人通りの少ない方へと向かった。

　クリスマスマーケットが開催されている広場からそう離れていないところで、楽しそうな笑みを浮かべている絢子の姿を見つけた。やっぱりいた、と梨花は歩調を速める。

「絢ちゃ……っ」

　絢子に対しての嫉妬など、このときばかりはまったく頭になかった。ただただ、安堵の思いで梨花は駆けた。しかし、あと十メートルといったところで足を止める。

（なんで？）

　絢子の下腹部は大きく膨らんでいた。妊娠しているのは明らかだ。

　そして彼女は、隣に立つ男性に下腹部を触らせていた。

　絢子の隣で愛おしそうに目を細めながら下腹部に手を置いていたのは、自分の夫であるはずの廉だった。下腹部を撫でる廉の手に、絢子の手が重なったように見える。

　まるで幸せそうな家族の姿だ。

　そんな二人の姿を見ていたくなくて、梨花は踵を返した。寒さのせいではなく、吐く息がみっともなく震える。

（なんで……廉くんと一緒にいるの？）

　今朝だって、廉はいつもと同じ時間に仕事に向かったはずだ。

　それなのになぜ、二人でいるのか。

　オープニングセレモニーで聞いた噂話を思い出す。絢子には身体の問題があった、だから廉との婚約を破棄したのだ、と。

（もしかして……廉くんの子？）

　婚約破棄したあとに廉の子を身籠もっていることがわかったとすれば、二人が会っていることにも説明がつく。

（廉くんが、避妊してたのは、こういう可能性があるって考えてたから？）

　龍彦が決めた婚約破棄は覆らなかった。けれど、別れたあとに妊娠がわかる可能性を考えて、絢子と復縁するために話し合っていたとしたら。

（私は、もう必要ないってこと？）

　絢子が妊娠したとわかれば、龍彦は梨花が妊娠していないのをこれ幸いとしてすぐさまこの結婚をなしにするだろう。龍彦が求めている後継者がすぐにでも手に入るのだから。

（そっか）

　梨花はショーウィンドウのガラスにもたれかかり、ずるずると座り込む。廉に買ったクリスマスプレゼントの袋がぐしゃりと潰れたが、それを気にする余裕もなかった。

　信じようと決めた。なにがあっても廉の妻は自分なんだから、彼の心に誰がいても、好きだと言ってくれたその言葉を信じようと。

　けれど──。

（もう、無理だよ……）

　なにも知らないふりをして、彼を出迎えることなどできない。廉の顔を見たら、責めてしまいそうだ。絢子に未練があるならどうして自分を抱いたのかと。どうして好きだなんてうそを言ったのかと。どうして最後まで信じさせてくれないのかと。

「……っ、ふ」

　声も立てずにぼろぼろと涙をこぼす自分に気づく人は誰もいない。家族、恋人、友人。皆、それぞれが幸せそうな顔をしてクリスマス前の街並みを楽しんでいる。

　自分以外の誰もが幸福感に満たされているような気がして、その光景を見ていられず、よろめきながらその場から立ち去った。

　どこをどう帰ってきたのかさえ覚えていない。マンションの部屋に辿り着くと、梨花はその場にブランド店の紙袋を落とした。

　靴も脱がず、玄関先にしゃがみ込み、悲鳴のような泣き声を上げる。

「ひ……ぅ……っ、うぅぅっ、あぁぁ〜っ」

　どうすればよかったのだろう。この結婚は龍彦の命令で決まったものだ。

　婚約が決まったとき、絢子と同じように逃げだしていればよかったのか。それとも婚約が決まる前に、見合い相手のあの男と結婚していればよかったのか。

　廉との結婚生活はただただ幸せだった。彼の胸の中に消えない想い人がいたとしても、それを梨花に気づかせないようにしてくれた。だから、廉の言葉を素直に信じていようと思えた。

（知らなければよかった……追いかけなければよかった……っ）

　絢子を見つけなければ。

　妊娠に気づかなければ。

　もう少しの間、彼に騙されていることができたのに。一緒にいられたのに。

　廉に裏切られたにもかかわらず、この期に及んでまだ彼への気持ちが捨てきれないなんて、愚かでしかない。

　玄関に落ちた紙袋をぐしゃりと掴み、苛立ちのまま、何度も床に叩きつけた。それでも腹立たしさは治まらず、紙袋を破き中に入った箱を取り出すと、壁に向かって思い切り投げる。

「は……っ、はぁ」

　鈍い音がして廊下に潰れた箱が落ちる。

　梨花はその場で涙が涸れるほど泣き、靴を脱ぎ捨てると、這いつくばるような体勢のままリビングに入った。

　ボストンバッグに必要最低限の服や下着を入れた。ここにあるものは、ほとんど廉が揃えてくれたものだ。彼を思い出すようなものを持っていきたくなかった。

　梨花は左手の薬指から指輪を引き抜き、テーブルの上に置く。廉から渡されていたクレジットカードを財布から出し、指輪の横に置いた。

　梨花はこの部屋の鍵を持たずに玄関を出た。オートロックで鍵がかかり、その瞬間、まるで自分と彼の世界が分断されたかのように感じる。

　梨花が出ていったと彼が気づくのは帰宅してからだ。真っ暗な部屋を見て、どう思うのだろう。梨花から見切りをつけたことに安堵するのか、それとも多少なりとも罪悪感を覚えるのか。

　もう二度と来ないであろうマンションのドアをしばし見つめ、梨花は想いを振り切るように歩きだす。そのとき、エレベーターから人が降りてきた。

「あっ、梨花！」

　涙で目がかすんでいた梨花は、聞こえてきた高い声に驚き、立ち竦む。

「絢……ちゃん」

　一番会いたくなかった相手が、どうしてこのタイミングでここに来るのだろう。涙の滲む目で声のする方に目を向けると、絢子の後ろから廉が歩いてくるところだった。

（私に、離婚届でも突きつけるつもり？）

　彼らにそんなひどいことをされるほど、自分は嫌われていたのだろうか。

　梨花は、廉を好きになってからずっと恋心をひた隠しにしてきた。幼馴染みとして二人とも仲良くしていたけれど、それは常識の範囲内でだ。婚約者である絢子の邪魔をしたくなかったし、二人に恋心を知られるような真似もできなかった。

　それなのにどうして、二人で梨花の前に姿を現せるのか。まさか、と自嘲的な笑みが漏れる。

（この部屋で、絢ちゃんと一緒に暮らすのかな）

　そもそもこの部屋は、廉が絢子と一緒に暮らすために購入したものだ。

　婚約期間中、この部屋で二人がどうやって過ごしていたのかを想像すると気持ちは複雑だったが、いやだなんてわがままは言えなかった。絢子に想いを抱いたままの廉の気持ちを考えて、受け入れるしかなかったのだ。

　つまり、あとは梨花がいなくなれば、元通りではないか。

「梨花……元気にしてた!?　って、なにその顔。どうしたの？」

　絢子は梨花の肩を掴み、軽く揺さぶってくる。先ほどまで散々泣き喚いていたから、目は真っ赤に腫れているだろうし、涙の痕も残っているかもしれない。

「梨花？　どうした？」

　廉も梨花を見てぎょっとした顔をする。

（心配してるふり？　どこまでバカにするの？）

　本気で梨花を案じるような顔をしている二人への怒りがふつふつと湧き上がってくる。絢子さえいなければ。妊娠さえしなければ。そんな考えに陥る自分が大嫌いだ。

　彼女の手を振り払いそうになり、それをなんとかこらえて拳を握りしめると、梨花は絞り出すように言葉を紡いだ。

「絢ちゃん、妊娠してたんだね。おめでとう」

「あぁ、そうなのよ！　実はね……」

　絢子が喋りだそうとするのを遮るように、梨花は言葉を続けた。

「廉くん、絢ちゃんとよりを戻せてよかったね。これで私も、ようやく身代わりから解放される」

　二人の前で冷静でいるのはもう限界だった。

「梨花？　なに言って……」

　梨花は二人の横を通り、駆けだした。

　停まったままのエレベーターに乗り、一階のボタンを押しドアを閉める。

　慌てたような廉の声が廊下から聞こえるが、エレベーターが動いてしまえば、その声も届かなくなる。梨花はエレベーターの壁にもたれかかり、涙が溢れそうになる目を閉じた。

　バッグの中でスマートフォンが振動するが、誰からの電話かも見ずに、電源を落とした。

　梨花はマンション前でタクシーを拾い、実家の住所を告げる。実家も港区内で廉の実家ともこのマンションとも目と鼻の先だ。

（この顔で帰ったら、お母さんに心配かけちゃうだろうな）

　そう思うも、どこかで時間を潰して帰る元気もない。十分もかからずに実家の前にタクシーが停まる。料金を精算してタクシーを降りると、インターフォンを鳴らした。

『は〜い』

「お母さん、私」

『あら……ちょっと待ってね』

　インターフォンが切られ、ほどなくして玄関ドアが開けられた。

「梨花ちゃん、ご飯は食べた？　今日はゆっくりできるの？」

「お腹空いたかも。今日、泊まっていい？」

　母は梨花の泣き腫らした顔に気づいただろうに、なにも言わなかった。

「そんなの確認しなくたっていいのよ。あなたの生まれ育った家なんだから」

　母の優しい手に背中を押されて、玄関を上がる。実家の匂いを感じることを不思議に思う。もう自分の暮らす家は廉のマンションになっていたのだなと考えると、また新たな涙が溢れてくる。

「ちょっと部屋で休むね」

「そう？　せっかく梨花ちゃんが帰ってきたんだもの。今日のお夕飯、蒼太も呼びましょうか」

「うん」

　母は明るい声で手を叩き、兄に連絡するべく軽やかな足取りでリビングに入っていった。梨花は玄関ホールを抜けた先にある階段から二階に上がり、自分の部屋に足を踏み入れた。

　部屋は梨花が引っ越したときのままだった。使用しないベッドにはカバーがかけられ、掛け布団などは片付けられているが、机も棚もそのままだ。

　本棚には学生時代のアルバムや受験時に使用した参考書が在りし日のまま残されている。埃が溜まっていないのは、母が定期的に掃除をしてくれているからだろう。

　家を出てまだ半年しか経っていないし、一ヶ月に数度は実家に顔を出していたのに、この部屋をこれほど懐かしく感じるとは。

（なにも、考えたくない）

　梨花はベッドカバーを外し、ごろりと寝転がる。おそらく精神的に限界だったのだろう。身体から力を抜いて目を瞑ると、すぐに眠気がやって来た。




　なにかを叩くような音に意識が浮上していく。

　目を開けると室内は薄暗かった。窓の外はすでに真っ暗で、窓から差し込む外灯の明かりで時計を見ると、すでに十九時を過ぎている。

「おい、梨花……寝てるのか？」

　兄の声と共にふたたびノック音が聞こえて、梨花はゆっくりと身体を起こした。

「ごめん、今、起きた」

「母さんが飯できたって」

「すぐ行く」

　部屋の電気をつけて、寝乱れた髪を手櫛で直す。化粧をしたまま寝入ってしまったため、シャワーでも浴びたいところだが、母の手料理を温かいうちに食べたい欲が勝った。

　階段を下りていくと、父はまだ帰ってきておらず、兄と母がなにやら話をしている。梨花は洗面所で手を洗い、席に着いた。

「お待たせ」

「じゃあ、食べましょうか。いただきます」

「いただきます」

　兄と自分の声が揃う。母のいただきますに続いて手を合わせるのは、幼い頃からの習慣だ。

　テーブルに並べられた数々の料理は、蒼太と梨花が帰ってきたため急遽用意してくれたものだろう。梨花は味噌汁に口をつけて、懐かしい味に目を細めた。

「お兄ちゃん、珍しいね。この時間にこっちに来られるなんて」

「昨日、当直だったからな。今日は休みだ」

「ふぅん。お休みなのに、遊びに行かないの？」

　梨花がなんともなしに聞くと、眉をひょいと上げた蒼太が行儀悪くテーブルに肘を突き、こちらを見据える。

「お前こそ、夕飯の時間にここにいるの珍しいよな。廉のためにご飯を作って、待っていてあげたいんじゃなかったのか？」

　にやりと笑いながら言われて、ぐっと言葉に詰まる。思い出すとまた泣きそうになるけれど、年甲斐もなく泣き喚いたせいか、気持ちは落ち着いている。

「廉とケンカでもしたのかよ。あいつ梨花には激甘だからな、涙の一つでも見せりゃ、ほいほい言うことを聞くだろうに」

　兄の廉に対してのイメージがひどい。

　それに、梨花が泣いたところで、廉の気持ちは自分になど向かない。相手が絢子であればべつだろうが、と考えて、治まったはずの涙がふたたび溢れてくる。

「あらあら梨花ちゃん、どうしたの？」

　母が持ってきたタオルを受け取り、顔に押し当てると、泣き過ぎた目がじんじんと痛む。

「お前……目がパンダそっくり」

　言うに事欠いてそれかと隣を睨むが、兄は歯牙にもかけない。

「そういや廉から電話があったぞ。梨花のスマホにかけても繋がらないからって。実家にいるって言っておいた。痴話喧嘩に俺を巻き込むなよ」

「痴話喧嘩じゃない……っ」

　ぼろぼろと涙をこぼす梨花に、母と兄は顔を見合わせた。これはただ事ではないと感じたのか、兄が眉根を寄せて、事情を聞いてきた。

「廉は、なにか誤解があるみたいだと言ってたぞ。なにがあった？」

　なにが誤解だ。絢子が妊娠していたのは事実ではないかと、目の前が怒りで真っ赤に染まる。

「絢ちゃんが、妊娠してた」

　声を振り絞りそれだけ言うと、蒼太は納得したとでもいうように、ため息をついた。

「お前は廉の子だと思ったんだな。俺は婚約破棄の経緯を知らんが、あいつが絢子とっていうのはあり得ないと思うぞ」

「お母さんも、廉くんは梨花ちゃんのことを大事にしてくれる人だと思うわ」

「なんで、そう言えるの。廉くんと絢ちゃんは、ずっと、婚約してたじゃない」

　しゃくり上げながらの言葉は弱々しく震えていた。

　母も兄も知らないのだ。逃げた絢子と廉がずっと連絡を取り合っていたこと。絢子がなかなか身籠もらなかったために婚約破棄に至ったことを。

　絢子を憎いと思う。婚約破棄をしたならどうして今さら戻ってきたのか。どうして廉を奪うのかと。それなのに、絢子を貶めるような言葉は口から出なかった。

　廉も絢子も大事な人だ。本当の妹のように可愛がってもらった。

　絢子の代役として結婚相手を務めていただけだと思うと悔しいけれど、叶うはずのなかった恋をほんの少しだけ叶えてもらったような気もしてくる。叶わずに諦めるのと、廉の体温を知ったあとに手放すのとでは、どちらがいいかとは言えないが。

「そりゃ、一柳の祖父さんが決めたからだろ。二人とも嫌々だったぞ。二人で顔を合わせてると間が持たないからって、中学んとき俺が間に入ったんだから」

　兄と廉が仲良くなったきっかけを聞き、梨花は目を瞬かせた。

「嫌々？　どういうこと？」

「言葉のままだ。考えてもみろよ。中学一年の男女が、お前の婚約者だっていきなり相手を紹介されて喜ぶと思うか？」

「いや、でも……廉くんと絢ちゃんはずっと仲良かったし」

　中学生の二人が仲良さげに肩を並べて話していたのを思い出す。二人の雰囲気を見て、なにかあると思った自分の勘は正しかったではないか。

「最初はそうでもなかった。一柳家で週に一度顔合わせがあったらしいんだが、間が持たないからずっと勉強してたと聞いたし。一柳観光開発とホテル園崎の業務提携の話を知って、お互い失礼な振る舞いはできなかったんだろうな。それに二人とも、結婚から逃れられないってわかってたんだよ。二人が仲良く見えてたんなら、お前のおかげだと思うぞ」

「え、私？」

　驚いて涙が止まる。思わず指で自分を差すと、兄は嘆息して言葉を続けた。こんなことを話すのは不本意だと顔に書いてある。

「そうだよ。廉は中学の頃から梨花しか見てなかった。でも、あいつが誰を好きでも、決められた婚約を破棄することはできないから諦めるしかなかったんだよ」

　梨花は息を呑む。まさか、そんなはず。そう思いながらも、いつだって優しかった廉と絢子の姿を思い出すと、なにが本当なのかわからなくなってくる。

「なんで俺が、あいつとお前の恋愛に首を突っ込まなきゃならないんだ。あとは自分で話せよ。お前、一人でぐじぐじ悩んで、本人に確かめてないんじゃねぇの？」

　兄の言葉通りに取れば、まるで廉が梨花を好きだと言っているように聞こえる。期待しないようにしても、兄の話が本当であればと祈ってしまう。

「確かめて……ない」

　確かめるまでもないと思っていた。廉と絢子が婚約していたのは事実だし、二人はずっと仲睦まじげだったから。それに絢子の妊娠もある。

（だって、廉くんの子どもじゃないって言うなら、誰の子なの？）

　絢子は廉の婚約者だったのだ。廉以外の男性との付き合いなんてないはずだ。

（でも、それも、私の思い込みだったら？）

　梨花が思い悩んでいると、向かいに座る母が手を打った。

「ほらほら、まずはお腹を満たさないと。ご飯を食べたら、廉くんに電話しなさいね。きっと心配してるわよ」

「うん……」

　箸を進めながら、母の手料理に舌鼓を打つ。

　しかし、脳裏に浮かぶのは廉のことばかり。

　廊下に放り投げた紙袋、テーブルに置いた指輪とカードはもう見たはずだ。

　正直、連絡を取って、廉になんて言われるのかを考えると怖い。兄の言葉のすべてを疑うわけではなくとも、信じがたいのは事実だった。

（だから、ちゃんと聞かないと）

　龍彦に命じられての結婚だったが、本当はどう思っているのか。梨花の気持ちを打ち明けて玉砕したなら、そのときは再就職先を探せばいい。

　お見合いの苦い経験を思い出すと、廉以外の人との結婚に意識は向かない。廉以外の男性を好きになれるとも思えないし、この際一生独身でもいい。

　食事を終えると、兄は一人暮らしをしているマンションに帰っていった。兄を見送り自室に戻り、スマートフォンの電源を入れる。

　しばらく待つと未読のメッセージが十件と表示されており、すべてが廉からだった。

〝梨花、今どこにいる？　心配してる。連絡がほしい〟〝指輪とカードが置いてあるのはどうしてだ？〟〝俺を捨てるのか？〟と続いていた。

　彼が混乱しているのがわかるメッセージ内容に申し訳なさが込み上げてくる。

（捨てるなんて……廉くんが、私を捨てるんじゃないの？）

　なんてメッセージを入れよう。

　そう考えながら、ごめん、と謝罪の言葉を入力したところで、スマートフォンが着信を知らせる。梨花は焦るあまり相手の名前も見ずに、通話をタップしてしまう。

「あ、電話……出ちゃった」

『梨花っ!?　やっと出た』

　電話の向こうから聞き慣れた廉の声がする。

　深い息遣いが耳に届いて、すごく心配させてしまったことを悟った。

「ごめんなさい……」

『それは、なんの謝罪だ？』

「逃げて……ごめん。ちゃんと話をしようと思って……メッセージ入れようと思ったんだけど、なんて入れればいいか、わからなくなっちゃって」

『俺を、嫌いになったわけじゃない？』

「違うっ！　廉くんを嫌うなんて、絶対にない！」

『よかった』

　梨花の言葉に安堵したような声が聞こえてくる。

「廉くんは、私に嫌われるの、いやなの？」

『当たり前だろう。妻に嫌われたい夫がどこにいるんだ。ただ、お前は優しいから許そうとしてくれるが、婚約も結婚も強引だったし、嫌われてもおかしくないとは思ってた』

「強引なんて。私は、廉くんと結婚できて、よかったよ」

『今も、そう思ってるか？』

「うん」

　梨花が間を置かずに答えると、廉の口から安堵したような息遣いが聞こえた。

「絢ちゃんは？」

『あぁ、とっくに帰った。梨花と話せなかったことを残念そうにしてたが、またそのうち機会があるだろう』

　彼はどうして絢子を呼んだのかを語らなかった。また機会があるということは、絢子の逃亡劇は終わりなのだろうか。

　廉と楽しそうに話す絢子を見た限り、廉との結婚がいやで逃げたとも、泣く泣く婚約破棄したとも思えず、困惑は深まるばかりだ。

「そこに、いないの？」

　つい、探るように聞いてしまう。すると、廉はさも当然だとばかりに言葉を返す。

『幼馴染みとは言え、お前がいないのに絢子を俺たちの部屋に入れるわけがないだろう』

　俺たちの部屋、彼がそう言ってくれたことに安堵した。

「……そっか。あの、明日……帰るから。聞きたいことが、たくさんあるの」

『わかった。俺もお前に聞きたいことがあるし、話してないこともある。全部、話すから、梨花の気持ちも聞かせてくれ』

「うん」

　廉とおやすみの挨拶をして電話を切った。








第六章　絢子の婚約破棄計画









　一夜明け、実家で朝食を摂った梨花は、両親にマンションに帰る旨を伝えた。

「今度は二人でご飯を食べに来なさいね」

　玄関で靴を履く梨花に、母が言った。

　心の中で「そうなるといいな」と祈りながら頷いた。

　ほわほわとした母の顔を見ていると、まるで深刻さが感じられない。緊張で強張っていた梨花の肩からも力が抜ける。

　家を出て、ゆっくりと歩きながらマンションまでの道を歩いた。気持ちは急いているのに、廉の話を聞くのが怖くもあって、足取りは重い。

　すると、バッグに入れたスマートフォンが振動し、着信を知らせた。梨花は邪魔にならないように端に寄り、画面を見る。

「絢ちゃん……」

　迷いは一瞬だった。梨花はこくりと唾を飲み込み、通話ボタンを押す。

「はい」

『あぁ、出てくれてよかった！』

　絢子の声からは後ろめたさを欠片も感じなかった。

　廉と婚約していた頃と、なんら変わりのない明るさだ。

「あの、昨日は、ごめんね」

『梨花はなにも悪くないのよ。むしろ謝らないといけないのは私の方。梨花のために、もっと早く廉と婚約解消できればよかったんだけど、なかなか準備が整わなくて。辛い思いをさせて本当にごめんなさい。昨日、あなたの顔を見てわかったわ。直接、説明もできないままだったから、いろいろ誤解させちゃったんだって。廉もバカよねぇ……結婚して半年くらいだっけ？　なにやってたの、あいつ、ヘタレ過ぎない？』

「え？　ちょっと待って、待って！　私のためにって、どういう意味？」

　絢子から与えられる情報量が多過ぎて、理解が追いつかない。廉と婚約解消できればよかったとは、準備が整わなかったとは、なんの準備なのか。そもそも、梨花のために、とは。

　まさか絢子は、梨花が廉に向けていた気持ちを知っていたとでも言うのだろうか。

『言葉のままよ？　梨花は、廉のことが好きでしょう？』

「え、え、あの、なんで、知って……」

『わかるに決まってるでしょ。何年の付き合いだと思ってるの。対外的には、私が廉の婚約者だったから、二人きりのデートはさせてあげられなかったけど、梨花を食事に誘っていたのは、廉が梨花に会いたいって騒ぐからよ。もちろん私も梨花に会いたかったけどね』

「廉くんが……騒ぐ？」

『梨花が足りないだの。梨花の匂いを嗅ぎたいだの。抱き締めたら襲いかかりそうだの。初恋を拗らせ過ぎて、私から見てもヤバいわよ、あいつ。ま、その辺は本人に聞いて。私が話したかったのはね、そんなんじゃないのよ。想像がついてると思うけど、私にも好きな人がいるの』

「好きな人って……廉くん、じゃ」

『そんなわけないでしょ！　中学で会ってからただの一度も廉に恋愛感情なんて抱いたことはないわよ。廉もそうよ。あいつ、中学からずっと好きな子は変わってないからね』

　絢子は矢継ぎ早にそう言った。

　中学から好きな子が変わっていないとは。まさかと思いつつも、絢子の話は信じがたい。しかし、その一方でそうであったらいいと期待も募る。

『私は自分以外の誰かに唯々諾々と従うなんて絶対にごめんだったのよ。だから、婚約に納得したふりをして、両親や一柳家の手が届かない海外での生活の準備をしてた。時間はかかったけどね。ホテル園崎で培った人脈を生かして、働き先の目処もつけた。あとはこっそりいなくなろうと思っていた矢先に、日本に一時滞在してた彼と出会って、子どもを身籠もったの』

　それを聞いた梨花は、なんとも絢子らしい、と思った。

　ホテル園崎が国内トップと言われるようになったのは、絢子が二十代の若さで運営会社の事業本部長という地位に就いてからだ。

　絢子は、まず時代遅れの年功序列を排除し、完全なる実力主義に切り替えた。実力に見合った昇級が行われれば、社員の意識向上、モチベーションアップにも繋がる。

　その後、ハワイ、バリにリゾートホテルの建設計画を立て、日本ブランドとは思えない現地に合わせた内装と、日本のおもてなしを組み合わせたサービスを展開した。

　世界ナンバーワンを誇る外資系ホテルにはまだ遠く及ばないものの、日系ホテルのトップとして会社を生まれ変わらせた立て役者である。

　海外での生活など、彼女の持つ人脈を生かせば、なんとでもなるだろう。

『もう堕ろせないってタイミングまで、園崎にも一柳家にも知られるわけにはいかなかったから、梨花にも言えなかった。どこでバレるかわからなかったし、あの人の子どもを諦めるなんて私には絶対にできなかったから。そのせいで、あなたを不安にさせてごめんなさい』

「……絢ちゃんは、今、どうしてるの？」

　聞いて教えてくれるかはわからなかった。

　だが、絢子は意外なほどすんなりと所在を明かした。

『居住はニューヨークに移してるわ。今回は出産のための里帰りで、ホテル園崎の一室を借りてるのよ。お父さんもお母さんも私のお腹を見て仰天して倒れそうになってたけど、もうどうにもならないって知って諦めたみたい。廉の子として育てろと言われなくてよかったわよ』

　どうやら絢子は、両親にさえ行き先を告げていなかったようだ。一柳家も園崎家も二人の婚約を、諸手を挙げて賛成していた。絢子の所在が知られれば、連れ戻されるのは明白だ。絢子の所在を知っていた廉は協力者だったのだろうとようやく思い至った。

　廉と絢子にとって婚約破棄は既定路線だったのだろう。

　しかし、梨花との婚約までは予想していなかったはずだ。龍彦が梨花との婚約を命じるなんて、龍彦以外の誰にもわからなかったのだから。

（一柳のお祖父様の命令で仕方なく……じゃないの？）




　──祖父さんからも早く子を作れと急かされていることだし。

　──きちんと義務を果たせ。



　この言葉にも理由があったとしたら。

　子を作れと言いながら、廉は避妊を欠かさなかった。

　好きだという言葉を彼が梨花に望んだのも、赤ちゃんがほしいと言ったときの彼の嬉しそうな顔も、見せかけなどではなかったとしたら。

『だからね、梨花は、廉と幸せになっていいのよ。婚約破棄が突然だったから、私の健康状態に不安があったんじゃないかとか、いろいろと噂になってると思うけど……あなたは愛する人の言葉を信じなさい』

　絢子は、しばらくは日本にいるから遊びにきて、と言って電話を切った。

　道路脇で電話をしていた梨花は、愕然としたまましばらく動けなかった。ちちちっと甲高く鳴く雀の声で我に返り、ようやくその場を離れる。

　とはいえ、マンションのエントランスに差しかかると、緊張で心臓がおかしな音を立て始める。兄や絢子から廉の気持ちを聞かされたが、本人からはなにも聞いていない。

　梨花はオートロックの入り口で部屋番号を入力し呼びだしボタンを押した。

『すぐ開ける』

　応答は驚くほど早かった。梨花がなにか言う前にインターフォンが切れて、自動ドアが開く。

　慣れたホールを歩き、意を決してエレベーターに向かう。二階のボタンを押してエレベーターが動きだすと、彼が待つ部屋はもうすぐそこだ。

　梨花はエレベーターを降りて、廊下を歩いていった。すると、待ちきれなかったとばかりに玄関ドアが開けられて、廉が顔を見せる。

「梨花っ！」

　彼の声に思わず身を竦ませると、強い力で腕を引き寄せられた。痛いほどに抱き締められ、廉の胸に顔が埋まった。

「廉くん、ごめんなさい」

「心配した」

　彼の口から深い安堵の息が漏れた。

　今日戻ると伝えていたけれど、梨花が来るまで気が気ではなかったのかもしれない。

「寒いよな。部屋で話そう」

「うん」

　廉は、梨花の手を取ったままドアを開けた。

　もう逃げるつもりもないが、逃がさないと言われているみたいだ。

　靴を脱ぎ、廊下を抜けてリビングに入る。部屋は梨花がいなくなったときのままだった。指輪とカードが置かれたテーブルにはうっすらと埃が被っている。プレゼントは紙袋から出されて、テーブルに置かれていた。

「なにか飲むか？」

　梨花の視線に釣られてか、廉もテーブルを見て苦笑する。彼は指輪については触れず梨花の手を離すと、動揺を隠すかのようにこちらに背を向けた。

「ううん、大丈夫」

　梨花はダイニングテーブルの椅子を引いて、いつもの定位置に腰かけた。

　廉もまた腹を括ったのか梨花の前の椅子を引く。

「ここに来る前に、絢ちゃんから電話があったの」

「そうか」

　廉の顔に驚きの色はない。

「絢ちゃんは好きな人がいるって……それに、廉くんが私のこと、好きみたいな話を……」

　もし自分のうぬぼれだったらと考えると、恥ずかしくてたまらない。訥々と言葉を紡ぐと、向かいから廉の腕が伸ばされ、指先に触れられる。

　彼の視線は指輪の跡が残った梨花の左手に注がれている。

　悲しそうな切なそうな顔に見えるのは、気のせいではないだろう。

「梨花が好きだ。俺はずっと、梨花だけだったよ。でもお前は……そうじゃないだろう」

「私？」

　どうして廉がそんな誤解をしているのか理解できない。告白こそできなかったけれど、廉以外の男性とは、仕事以外で関わるようなことさえなかったと知っているくせに。

「見合いをしてたじゃないか。祖父さんの命令で仕方なく俺と婚約したんだろう？」

「違う！　それは……廉くんを、忘れるために……」

「俺を？」

　思いもよらないという顔を見せられて、絢子にはバレバレだったのに、彼にはまったく気持ちが通じていなかったのだなと落ち込んだ。

「一柳のお祖父様に結婚を急かされてるって言ってたから、廉くんと絢ちゃんの結婚が間近なんだと思ったの。だから、廉くんへの不毛な片思いを終わりにするために、お父さんに頼んでお見合いをセッティングしてもらった」

「そうだったのか……」

　廉は疲れ切ったように深く息を吐きだし、頭上を仰ぎ、椅子の背もたれに身を預けた。寝ていないのか、色濃く疲れが滲む彼の顔に、後悔の色が見て取れる。

　彼は真剣な目で梨花を見ると、縋るような声で言った。

「つまり、お前は俺を好きでいてくれてる？」

「うん……私もずっと、廉くんが好きだった」

　切なげに細められる目元が感動したように淡く潤む。

　この顔を梨花は何度も見た覚えがあった。好きだと言ってほしいと乞われ、気持ちを告げたとき。赤ちゃんがほしいと言ったとき。彼は今と同じような顔をしていたじゃないか。

「あのね……ずっと聞きたかったの」

「なんだ？」

「結婚した日の翌朝……どうして、私の顔を見て、ショックを受けたみたいな顔をしたの？」

　すると、廉はばつが悪そうに目元を覆った。

「それは……無理矢理お前を抱いたのに、自分だけ浮かれてるわけにはいかないと思ったんだ」

　廉はぽつぽつと事情を説明した。

　義務だと言わなければ梨花を手に入れられないと思っていたこと。初めて梨花を抱いて嬉しくて浮かれてしまったこと。ただ、気持ちも整っていないのにあまりしつこくしては嫌われると恐れたこと。

　家で気を張っているように見えたのは、梨花が自分との結婚生活で無理をしていないか、結婚がいやになって出ていってしまうのではないかと気が気ではなかったから、らしい。

（そうだったんだ）

　梨花は泣きたいほどの安堵に満たされた。

「準備が整うまでは、絢子との婚約を解消するわけにはいかなかったんだ。事情も説明できなかったし、絢子と婚約してるのに、梨花に好きだなんて言ってはいけないと思ってた。でも、それは言い訳だな。梨花にちゃんと気持ちを伝えておけばよかったんだ。テーブルに置かれた指輪を見たとき、お前を失うのかと思って……絶望した」

　梨花の手を握る彼の手に、力が籠もる。

「指輪……もう一度嵌めてくれないか？」

　梨花が頷くと、まるで帰ってきたかのように指輪が左手の薬指に収まった。安堵のあまり涙が滲む。立ち上がった廉に頬を拭われ、頭ごと抱き寄せられる。

「よかった。お前は違うと言ってくれたが、顔を見るまでは嫌われたんだとしか思えなかった。嫌々した結婚についに耐えきれなくなったんだと」

「ち、が……っ」

　違うと否定したいのに、しゃくり上げる声は意味のある言葉にならなかった。必死に首を横に振ると、それだけで伝わったのか、椅子から下ろされて床の上でぎゅうっと強く抱き締められる。

　愛おしいと言わんばかりに、髪、額、頬と順番にキスを落とされていくうちに涙が止まった。

　しかし、触れるだけのキスはなかなか終わらない。眉や目尻、耳朶にまでキスをされ、まるで親鳥が雛の毛繕いをするみたいだと考えて笑ってしまう。

「梨花？」

　梨花はなんでもないと首を振りながら、人差し指を己の唇に押し当てた。

「口にしないのかなって」

「して、いい？」

　確かめるように聞かれて、ようやく気づいた。

　気持ちを確認するのが怖かったのは自分だけではなかったのだと。唇にキスをしていいかと、梨花の気持ちを確認するように聞く廉は、たった一人、どんな想いで一夜を過ごしたのだろう。

　泣きたいほどの愛しさが胸を突く。梨花は腕を伸ばし、廉の首に抱きついた。その弾みで廉が床に押し倒される。

「梨花？」

「逃げて、ごめんね」

　目を伏せて、廉の唇に自分からキスをすると、後頭部を押さえられて、触れあう唇が深まった。隙間をこじ開けるようにして舌を差し入れられて、心地好さと安堵で全身から力が抜ける。

「ん……っ、もっと」

　身体を擦り寄せながら、廉の髪にも指を絡ませた。触れあう胸元から伝わる心臓の音は、自分の音なのか、彼の音なのか。

　胸の鼓動が高まるごとに全身が汗ばんで、早く触れあいたいと焦燥感に駆られる。口腔をあますところなく舐られるたび、くちゅり、と淫靡な音が響き、ますます全身が昂っていく。

「はぁ、ぅ、ん」

　梨花が身体を密着させると、興奮しきった彼の昂りが服越しに押し当てられた。自分だけではないのだという充足感が梨花を大胆にする。

　手を伸ばし、スラックスの中で張り詰める屹立をそっと撫でた。すると、彼の口からくぐもった声が聞こえて、艶めかしいような息遣いがキスの合間に漏れる。

「……っ」

「触ったら、だめ？」

「いいに、決まってる」

　彼は短く息を吐きだし、梨花を抱き締めたまま身体を起こした。

「その前に脱いでくれるか？　梨花の全部が見たい」

　ブラウスとスカートを剥ぎ取られて、素肌が露わになる。

　正直、絢子と比べたら、スタイルもよくないし、顔だって美人とは言いがたい。

　明るい室内で、突き刺すような視線を向けられると、梨花の身体にがっかりしているのではないかと勘繰ってしまいそうになる。

「あまり、見ないで」

「恥ずかしい？」

「だって、絢ちゃんみたいな美人じゃないし」

　好きな人に見られる恥ずかしさと言うより、美人でスタイルのいい幼馴染みと比べられる恥ずかしさという方が正しい。そういう関係ではなかったと知っても、あれだけの美人が二十年近くにいたのだ。なにも感じないわけがない。

　自信なさげな顔をした梨花に気づいたのか、廉が触れるだけのキスをした。

「俺が興奮するのは梨花だけだ。俺が可愛いと思うのも、触りたいと望むのも。昔からずっと、婚約者が梨花だったらって数え切れないほど考えた」

　彼の一つ一つの言葉が、梨花の胸に巣くう憂いを取り除いてくれる。愛しさを伝えるように何度も口づけが贈られて、梨花も同じ気持ちを返すべく、彼の唇を啄んだ。

「直接触ってくれるか？」

　廉が自らのシャツに手をかける。焦れたような手つきで胸元を露わにしたあと、スラックスのベルトを強く引いた。

　小さく頷いた梨花は四つん這いになり、スラックスのホックを外すと、陰茎の形に膨らむ下着ごとずり下げた。

　彼の昂りをまじまじと見たのは初めてだ。それは、いつだって泰然としている彼の印象とは裏腹に、荒々しいほどに隆起しており、表情からは窺えない彼の興奮を伝えてくれる。

「おっきいね」

　梨花が思わずこぼした言葉に驚いたのか、廉の頬が赤く染まった。それには気づかず、丸みのある亀頭に手を這わせて、そっと触れると彼の腰がびくりと震える。

　どうすればいいのかわからず、とりあえず肉棒を手で包んでみる。

「視覚の暴力だ……っ」

「え？」

　すると、廉の視線が梨花の胸元を辿り、陰茎を握る手のひらに注がれた。動かしてもいないのに、手の中にある屹立がますます硬く膨らんでいく。

　これでいいのだろうか。それとも、撫でたり摩ったりした方がいいのか。狼狽えながらもなんとか手を動かそうとしたところで、彼の手のひらに止められた。

「あ、あの……」

「今、動かされたら、出るから、待て」

「え、わっ、ごめ」

「ぅ……っ」

　強い力でぎゅっと手を重ねられた衝撃で、薄い皮に包まれた陰茎がずるりと手の中で滑る。次の瞬間、梨花の乳房に生温かい彼の精が飛び散った。

　よほど興奮状態にあったのか、廉は肩で息をしながら、熱い息を吐きだし汗で濡れた額を腕で拭う。続けて、やや恨みがましい顔で梨花に視線を向けてくる。

「すぐ達ったから物足りない。もう一回して見せて」

　なにを、と聞くまでもなかった。胸元をティッシュで拭き取られると、ブラジャーとショーツが脱がされる。そして腕を引き寄せられて、ふたたび彼の身体の上に跨がる体勢になる。

「あ、あ、あのっ、なんでこの格好」

「ん？　あぁ、この方が舐めやすいだろ？」

　しかし、寝転がった彼の頭の方へと足を引っ張られると、自分の秘めた部分を晒すような体勢にとても落ち着いてはいられない。

　彼を気持ち良くするのはやぶさかではないが、なぜ頭と足が反対方向を向いているのかと問えば、舐めやすいと返され、理解の範疇を超えた。

「なめっ、なめっ!?」

「俺がいつも梨花にしてるのと同じ。ここ、ぺろぺろして。舐めあいっこしよう」

　彼がなにを求めているのかを理解し、頭に血が上ったかのように梨花の顔が真っ赤に染まる。

　けれど、触りたいと望んだのは自分だ。

　梨花は喉を鳴らし、緊張で震えそうになりながらも、目の前でそそり勃つ剛直に手を這わせた。肉棒は一度達したとは思えないほど興奮で膨らんでいる。

　亀頭の中心からうっすらと白濁の混じった体液が溢れて陰茎につぅっと垂れてくる。それがやたらと生々しい。

（これを、舐める……）

　彼の身体の一部だと思うと忌避感はない。

　陰茎を握りながら、笠の開いた先端をぱくりと咥えると、口の中に生臭いような苦味が広がった。とても呑み込めず顔をしかめると、口に唾液が溢れてくる。

　開けっぱなしの口から流れ落ちた唾液が陰茎を濡らしていった。

「先っぽ、吸いながら、口、動かして」

　熱に浮かされた声が背後から聞こえて、言う通りに口を窄めながら先端を吸う。ちゅ、ちゅっと音を立てて吸っていくうちに、彼の味に慣れてくる。呑み込める限界まで口に含み、雄芯を唇で扱くように戻す。流れ落ちた唾液で手のひらがぐっしょりと濡れるが、顔を見られていないと思うと、羞恥心もまだ少なくて済むようだ。

「はぁ……ふぅ……っ、む」

　じゅ、じゅっと唾液がかき混ぜられるような音が響く。夢中になって彼のものを唇と舌で扱いていると、こうするのだとでも言うように、手のひらが包まれた。

「そう、気持ちい」

　廉は腰を小さく揺さぶりながら、手を重ねた状態で上下に動かした。

　教えられた通りに手と口を同時に動かすと、口腔で脈動する怒張がさらに硬さを増していく。それが嬉しくて、喉奧まで陰茎を呑み込み、必死に頭を動かした。

　手のひらは唾液でべとべとになり、彼の下生えにまで雫が滴り落ちている。徐々に恥ずかしさがなくなってくると、今度は彼の反応が気になり始める。

「ふぉう？」

　こう、と尋ねると、太腿を押さえられて、ご褒美とばかりに秘裂をぬるりと舐められた。

「ひ……っ」

　思わず、息を詰まらせるが、彼の愛撫はやまない。キスだけで昂った陰唇はすでに愛液にまみれており、彼のものを欲して蜜口が物欲しげに震えている。彼の舌がぬるぬると動かされるたびに蜜口がきゅっと蠢き、舌に吸いつくような動きを見せた。

「あー、やらしくて、最高」

　包皮を捲られたクリトリスを舌で舐めしゃぶられ、腰ががくがくと震える。彼を気持ち良くするどころではなくなり、思わず口を離してしまうと、口元めがけて腰を突き挿れられる。

「うぅ……っ、ん」

　苦しさで眉を寄せるが、ねっとりと陰唇を舐められると、苦痛がどこかに飛んでいってしまう。

　小粒の実を舌で舐め転がされていくうちに、耐えがたいほどに隘路が疼き、全身が燃え上がるように熱くなる。

「もっと舐めて、すげぇいい」

　下肢から呻くような艶めかしい声が聞こえてくると、どんどんいやらしい気分が膨れ上がっていく。梨花は、廉の舌に擦りつけんばかりに腰をくねらせ、手で包んだ陰茎に頬を擦り寄せると、先端や肉竿をぺろぺろと舐め回した。

「はぁ、ふぅ、ん、んぅっ」

　小さな実を口腔に含まれて、舌の上で舐め転がされる。尖らせた舌の先端で勃起した淫芽を弾かれると、頭の中まで蕩けてしまうほど気持ちいい。

　もはや陰茎を扱くどころではなく、彼の下腹部にぺたりと顔をつけて、規則的に手だけを動かしている。それでも気持ち良さを感じてくれているのか、先端からは透明な先走りが溢れている。

「あっ、はぁ……もう、いっ、から」

　身体の奥深くにこれを受け入れたらどれだけ気持ちいいか。男に貫かれる快感を知っている身体が疼き、耐えがたいほどに昂る。

　梨花は、もどかしさに耐えきれず、たまらずに彼のものを素早く扱き上げた。手の中でぐちゅ、ぐちゅっといやらしい音が響く。

　すると、花芽を弄る舌の動きがますます激しくなり、濡れそぼる隘路に指を差し入れられる。柔襞を撫でるように指を動かされ、粘つく愛液が卑猥な音を立てた。

「ひぁぁっ」

　奥まったところを擦られ、快感が一気に背筋を駆け上がってきた。

　梨花は背中を仰け反らせながら悲鳴じみた声を上げた。彼を欲してうねる蜜襞を指の腹で擦り上げられて、腹の奥が切なく疼く。

　達してしまいそうなほど気持ちいいのに、まだ物足りない。梨花が身悶えながらもいやいやと首を振ると、指を二本に増やされて、激しい抽送で責め立てられた。

「やぁっ、もう……もっ、お願い」

「中に、ほしい？」

　興奮しきった声で尋ねられて、必死に首を縦に振った。

「じゃあ、自分で挿れてみろよ」

　廉は身体を起こすと、愛液にまみれた口元を手の甲で拭った。そして、梨花の腕を引き、正面から抱きあうような体勢になる。

「自分で、なんて」

　無理だと首を振るが、真下から滾った先端でつんつんと蜜口を突かれると、迫りくる期待に抗えずに自分から腰を振ってしまう。

「できるから、早く」

　彼の声にも余裕は感じられない。前が開いたシャツは汗で肌に貼りつき、中途半端に下ろしたスラックスは様々なもので濡れている。

「はぁっ、そこ、んっ」

「そのまま腰を下ろすだけだ」

　彼は荒々しく息を吐きだしながら、蜜口の浅い部分を張りだした亀頭の先端でかき混ぜた。腰を押し上げ、引き戻すたびにくちゅ、ぬちゅっと愛液が泡立つ音が立つ。

　そうしながら、時折、硬く張った先端でクリトリスをこりこりと弄ってくるものだから、もうたまらない。

「あぁっ、ふ……っ、ぅ」

　下腹部がきゅうっと切なく疼き、早く早くと焦燥感ばかりが募っていく。

　焦らされ続けて限界だった梨花は、廉の肩に手を置いて、恐る恐る腰を下ろしていった。

「あっ、ん、ん……怖……っ、い」

　けれど、先端を受け入れたところで、先に進めない。体重をかければすべて受け止められるとわかっている。媚肉は彼を欲してひくひくと吸いつくように動いているというのに。

「ん、もう……無理ぃ、廉くん、して」

　ほろほろと涙をこぼしながら乞うと、廉の頬にさっと赤みが差し、彼の喉奧から唸るような声が響いた。

「なんだそれ……っ、可愛過ぎるだろう！」

　勢いよく腰をずんと突き上げられて、梨花の目の前で火花が散った。

「あぁっ！」

　梨花は媚肉を埋め尽くされる充足感に感極まったような声を上げる。だが、硬く張った亀頭の尖りで感じやすいところを激しく擦られると、その衝撃で呆気なく達してしまう。

「ひぁぁっ、あぁっ……ま、待ってっ、あぁ、ひぁんっ」

　愛液がぴしゃりと噴きだし結合部を淫らに濡らす。根元までずっぽりと呑み込んだ陰茎を勢いよく引き出され、ふたたび最奥に突き立てられる。

「はぁっ、あぁ、ん、はぁ、気持ち、い」

　彼の腹部に跨がりながら、あまりの心地好さに恍惚と天を仰ぐ。ずっと絶頂の中にいるような愉悦の中、次第に羞恥心が失せていき、気づけばゆらゆらと自ら腰を揺らしていた。

「奥？」

「ん、奥、好きぃっ、そこ、もっと」

　抜き差しされるたびに興奮が深まり、気持ちが通じあった喜びのせいか、いつも以上に感じてしまう。彼の動きに合わせて腰を振り、よりイイ部分を擦り上げると、抜き差しがどんどん大胆になっていく。

「やらしいな。ここ、丸見え」

　廉は熱に浮かされたような声で言い、唾を嚥下する。その視線の先は梨花の足の間にあった。

　頭上を仰いだ拍子に身体が後ろに傾いたのだろう。梨花は後ろに腕を突き身体を支えながら、足を左右に開き、彼に股間を見せつけるような体勢をしている。廉が腰を揺らすたびに、愛液にまみれた陰茎が梨花の膣に埋め込まれる様がありありと見て取れた。

「はぁっ、あ、あぁっ、もっと」

　梨花は股間を凝視されているとも知らず、自らの快感を追うように腰を揺らした。媚肉を広げながら肉棒をぬぷぬぷと受け入れる。最奥をとんと軽く突かれると、痺れるような快感が腰からせり上がってきて、気持ち良くてたまらない。中を擦り上げる動きに合わせて、下肢に力を入れると、媚肉がきゅうっと締まり、男根を締めつける。

「もっと？　そんなに、ほしい？」

　彼もまた荒々しく息を吐きだしながら、腰を振り乱す。梨花に合わせる形でのゆっくりした律動が徐々に速まっていくと、粘ついた愛液が結合部で糸を引いた。

「んん〜っ、ほし、もっと、もっと、して」

　梨花はあられもない嬌声を上げながら、何度目かの絶頂に達する。それなのに物欲しげに疼く媚肉はさらに深い快感を望み、男を締め上げる。

「いつもより、興奮してるだろ。俺も、だけどっ」

　絶頂の余韻に浸る間もなく、真下からがつがつと腰を叩きつけられた。抜き差しのたびに、膣から溢れる愛液が血管の浮きでた肉棒を濡らし、ぬらぬらといやらしく濡れ光っている。

　激しく身体が揺さぶられて、全身が蕩けてしまいそうなほどの心地好さに包まれた。

「ひぁっ、そこ、好きぃ……あぁぁぁっ！」

　頭の先からつま先まで快感に満たされ、みだりがわしい声が止められなくなる。もはや理性を保ってなどいられず、本能のままに彼を欲してしまう。

「はぁ……はっ、もっと、ぐちゅぐちゅして、奥が……い」

「あぁ、ここな」

　彼は小刻みに腰を揺らしながら、最奥を幾度となく突き上げた。腰の動きに合わせて、じゅ、じゅっと蜜が弾けて、彼の恥毛までをもぐっしょりと濡らしていく。

「いいっ、あぁっ、んぁっ、すご、いっ」

　激しい揺さぶりに合わせて、喘ぎ声が短く響いた。何度も達したせいで、気持ちいいよりも苦しいくらいなのに、身体はどこまでも彼を求めて熱く疼く。

「もたないから、そんなに締めるな……っ」

　廉は興奮しきった息を吐きだしながら、狂おしげに目を細めた。彼の艶めかしい声にすら煽られ、下腹部が引き攣り、媚肉が淫らに蠢いた。

「梨花……っ、梨花、中に、出していい？」

　激しい抜き差しの中、乞うような声で聞かれる。

　梨花がうっすらと目を開けると、強く腕を引き寄せられた。廉の身体の上にぺたりと倒れ込むと、ますます激しい抽送で責められた。

「ん、あっ、いい……っ、よ」

　夢うつつの中、彼の言葉だけははっきりと聞こえた。誰に望まれたからではなく、ただ愛しい人の子がほしい。その気持ちは廉の想いを知った今、より強くなっている。

「廉くんの、赤ちゃん、ほしい」

　肩で息をしながらはっきりと告げると、怒張をぐんと突き立てられて、ぐちゅりと蜜が弾けた。

「ひ、あっ、あぁっ」

　背中を波打たせながら、感極まったような声を上げた。雄々しく脈動する屹立が蜜襞をくまなくごりごりと擦り上げる。

「俺もだ」

　汗ばんだ身体が抜き差しに合わせてずるりと滑った。

　廉は梨花の臀部を鷲掴みにして、真下から腰を打ちつける。

「はぁ、あぁっ……私、また……っ」

　凄まじいまでの絶頂感がふたたびやって来て、全身がぞくぞくと甘く痺れる。過ぎる快感にいやいやと髪を振り乱しながらも、気持ちいいとばかりに媚肉がうねり、彼のものをしゃぶった。

「もう、出そう」

　すべてを食らい尽くすような激しい律動に追い詰められて、頭が朦朧としてくる。

　四肢から力が抜けて、ふっと眠りに引っ張られそうになるたびに、ぐいぐいと臀部を揉みしだかれて、子宮口を押し上げるような動きで穿たれた。

「いい？」

　確かめるように聞かれて、声も出せないまま頷いた。

　すると後頭部に手が回されて、強く引き寄せられる。唇が重なり深いキスが贈られた。舌を絡めながらも、壊れそうなほど激しい抽送は止まらない。

「ん、ぅ……くぅっ、ん」

　肌と肌が打ち合う音がぱんぱんと響き、結合部から溢れた蜜がそのたびにぐちゅぐちゅと粘ついた音を立てた。頭からつま先まで、すべてが快感に染められる。

「……っ！」

　脳裏が真っ白に染まり、ひときわ激しい絶頂に達するが、達した余韻に浸る間もなく、さらに素早く最奥を突き上げられた。
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「ふぅっ、ん、むぅ……っ」

　唇が塞がれ声を上げられず、口の隙間から苦しげな息が漏れた。痙攣する肉襞が男の精を搾り取らんばかりに収縮する。次の瞬間、廉が腰を震わせ、体内で脈動する肉棒が飛沫を弾かせた。

「はぁ……ふぅ……はっ」

　四肢から力を抜くと、全身から汗が滲んでくる。二人の荒い呼吸音が響く中、腹の奥に生温かい精が広がるのを感じて、得も言われぬ幸福感に包まれた。

　力尽きて動くこともできず、汗ばむ身体をくたりと預けたまま放心していた。汗で貼りついた前髪を払われる感触がして、うつらうつらとしていた目をうっすらと開ける。

　そして、自分がどんな体勢を取っているのか、ようやく思い至った。

「あ、ごめ……重いよね」

　顔だけを上げて聞くと、愛おしげな目を向けられた。

「幸せ過ぎて、離れたくない。もう少し」

　その気持ちは梨花も同じだった。いまだ熱を持つ彼を体内に感じる。もう一度彼を受け止める体力は残っていないのに、ただただ離れがたかった。

　梨花は逞しい胸に顔をつけたまま聞いた。

「ずっと避妊してたのに……どうして？」

　廉は手慰みに梨花の髪を弄りながら、なにかを思い出すように眉を寄せた。

「ん？　あぁ……祖父さんに言われて仕方なく子どもを作るなんて、俺はいやだった。梨花に我慢させるのも。でもこの間、俺との子がほしいと言ってくれただろ。それならと思っただけだ」

　廉は、梨花の気持ちが整うのを待っていてくれたのか。龍彦の命令で仕方なく妊娠を受け入れるのではなく、梨花が望むのを。

　抑えきれないほどの愛しさが込み上げてきて、涙となって滑り落ちる。

「どうして泣くんだ」

「わからない……っ、けど……廉くんと一緒にいられることが、嬉しくて」

「なら、笑ってくれ。梨花が笑ってくれた方が、俺は嬉しい」

　廉の唇が目尻に触れた。

　梨花は目を瞬かせながらも、幸福感に満たされた顔で微笑んだ。

　初めから廉への気持ちを諦めていた自分と違い、廉も絢子も諦めないでいてくれた。だから、もう二度とこの手を離さないように、強くならなければ。

　梨花がどれだけずっと廉を望んでいたか、これから長い時間を夫婦としてともに歩きながら、愛情を伝えていこう。
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「廉って、梨花のこと、好きよね？　もちろん恋愛的な意味でよ」

　絢子は、水滴のつくグラスを片手で押さえながら細い指でストローを摘まみ、上品な仕草で首を傾げながら廉を見た。

「なにを言ってる」

　廉は動揺を押し隠しながら、必死に表情を取り繕い、向かいに座る絢子に視線を向ける。

（バレるような態度は、取ってないぞ）

　絢子はたしかに目を瞠るほどの美人だとは思う。目鼻立ちの整った顔には隙が見当たらず、白皙はくせきの美少女と称されているのも大袈裟ではない。

　高等部の制服はブレザーにスカートという至って普通なデザインなのに、なぜか絢子が着ると優美なハイブランドの装いに見える。生まれもった気品というものは隠せないものなのだろう。

　実際、廉と婚約しているのを知っていても、彼女の気を引こうとする男が後を絶たない。しかし廉は、絢子を婚約者だと紹介されてから、ただの一度も彼女に恋い焦がれたことはなかった。自分でもなぜなのか疑問に思うこともしばしばで、付き合いも四年を超えてようやく気づいた。

　彼女と自分は似過ぎているのだと。言ってみれば同族嫌悪、性差関係なく負けたくない相手でしかなかった。親友になれても、そこに甘ったるい感情など一つも存在しない。

　それを早いうちから互いにわかっていた。

「見ていればわかるわ」

　自分が梨花をどう思っていようと、祖父が存命である限りこの婚約は覆らない。

　絢子が自分に恋愛感情など欠片も抱いていないとわかっていても、梨花への気持ちを認めるわけにはいかなかった。

「べつに……」

「誤魔化さないでよ。話が進まない」

　絢子は苛立ったように廉の言葉を遮った。

　どうやら梨花への気持ちはバレバレらしいが、絢子とて自分たちの婚約を破棄できないことをわかっているだろうに、どうしてこんな意味のない話を切りだしたのだろう。

　一柳観光開発が手がける大規模プロジェクトは、すでに数年後の開業に向けて進められている。候補予定地を選定し、それから商業テナントとの交渉になるが、目玉はなんといってもそのリゾート地にホテル園崎をオープンさせることだ。

　一柳家は総合リゾート施設内にホテル園崎を誘致するため、園崎家は一柳家との繋がりを持つために必要な婚約だった。

　すでにプロジェクトは動きだしている。今さら、婚約をなかったことにはできない。

　自分たちが逆らおうものなら、龍彦の命で、結婚できる年齢になった途端に婚姻届を書かせるくらいはするだろう。

「……好きだって、どうにもならないだろうが」

　廉は吐きだすように言った。

　ずっと、梨花を妹のように思っていた。

　兄である蒼太が妹に対してあまりにつれない態度を取るから、自分が優しくしてあげなければと、自分が守ってあげなければと、兄になったような気持ちだったはず。

　いつからだろう。絢子が梨花の頭を撫でるたびに独占欲に駆られた。蒼太や絢子の前で安心しきった顔をして笑っているのを見ているだけで、自分を見ろと言いたくなった。

　梨花が笑いかけるのも、梨花に触れるのも、自分だけがいい。それがみっともない嫉妬だとわかっていても、態度や言葉には出せなかった。

　梨花へ想いを向けてしまったら、止められないと自分でもわかっていたから。

（最近、会ってないな）

　中学二年になり、大人の顔立ちに近づいてきた梨花の顔が頭に浮かぶ。

　週に一度の婚約者との顔合わせであっても、そこに梨花がいるだけで、気の重さも吹き飛ぶというのに。梨花がいないだけで、早々に帰りたい気分になってくる。

　廉がため息をついたのがわかったのか、絢子の目が鋭く細まった。

「婚約者に会ってるのに、そこまでいやそうな顔しないで。いやなのは私も同じよ」

「悪い……で、俺が梨花に片思いしてる件がなんなんだ？」

　バレているなら仕方がないと、開き直った。

「間違いがないように確かめただけ」

「間違い？」

　廉が眉根を寄せて聞き返すと、絢子は肩にかかった髪を後ろに払い、艶めいた顔をする。

「万が一、廉が私を好きだったら、困るもの」

「あり得ない」

　ばっさりと言い切ると、絢子は楽しそうに口角を上げた。

「でしょうね」

「なんなんだ？」

「まだわからない？　私はこの婚約を破棄するために動くわ。だから廉にも協力してほしいの」

「婚約破棄？　できると思ってるのか？」

「できるかなんて知らない。絶対にするの」

　自分だってできるのならばそうしたい。梨花への想いを自覚し、どうにかならないかと考えたこともある。けれど、方法として思いつくのはどれも現実味がなかった。

（梨花に俺と駆け落ちしてくれ……なんて言えるわけないだろう）

　しかし、絢子の顔に不安めいた色はなかった。自分たちの婚約が破棄になると疑ってもいないようだ。廉は彼女の考えた計画に興味を持った。

「どうやって？」

「私ね、将来的に海外に逃げようと思ってるの。もちろん、身一つで逃げられるとは思ってない。だから、父のもとで働きながらホテル園崎の海外展開を視野に入れて動くつもり。仕事を通じて味方を増やしながらタイミングを待つわ。でも、その計画を一柳のお祖父様にもうちの両親にも気づかれるわけにはいかない」

　絢子は目を輝かせながら将来の展望を語った。やはり彼女の選択も逃げる一択ではあるが、絢子ならばなんとでもできそうな気もしてくる。

　うじうじと片思いを拗らせて諦めている自分よりもよほど勇ましい。

「俺にどうしろって？」

「簡単よ。私の準備が整うまでは、廉に婚約者のふりをしてほしいの」

「つまり今のままってことだな。でも、理由をつけて結婚を先延ばしにしなければならない」

　大学卒業後、すぐに結婚とはならないだろうが、彼女の計画にはかなりの時間がかかる。最低でも十年は必要だろう。龍彦やほかの親戚筋を言いくるめ、それだけの時間を確保できるだろうか。いや、婚約を破棄するためには、絢子の言う通り、するしかない、のか。

「そう！　わかってるじゃない！　それでね、そろそろ結婚って話になったときに……噂を流そうかと思ってるの」

「噂？」

「私は妊娠できる可能性が低いかもしれない、って」

「妊娠」

　頬に赤みが差した。自分が絢子となんて考えたこともなかったのに、絢子との婚約が急に生々しさを持って肩にのしかかってくる。

「恥ずかしがってる場合じゃないわよ、お坊ちゃま」

「恥ずかしがってなんて……っ」

「ちょっと、梨花はまだ中学生なんだからね。絶対にだめよ」

「わかってるよ！　俺は人でなしか！」

　当たり前だろうと絢子を睨みながらも、梨花を組み伏せる自分を想像してしまい、カッと頬に熱が籠もった。

「いやぁね、むっつりスケベ。将来、梨花に嫌われたくないなら、適当な女で童貞捨てておいたら？　あ、私は御免よ？」

「俺……本当に、お前と結婚するのはいやだ」

　清純なお嬢様然としているくせに、絢子の恥じらいもないずけずけとした物言いはどうにかならないものか。頭を撫でるだけで頬を染める梨花を見習ってほしいものだ。

「廉って、清楚で初心でおとなしい女の子……つまり梨花が大好きだものねぇ」

「うるさい」

　しかし、絢子の案は婚約破棄の可能性を高めるのに大いに役立ちそうだ。ただ、うそであっても絢子を貶めるような風評を流すのには躊躇してしまう。恋心は持てなくとも、大事な友人だ。

「お前は、それでいいのか？　たとえば……その、妊娠云々については、俺に原因があるとしてもいいんじゃないか？」

「バカね。あなたの種に問題があるなんてしたら、後継者の座を降ろされて、適当なポジションを与えられるわよ。うちとの繋がりを考えると、婚約破棄にはならないんじゃないかしら？」

「そうかもな……」

　わかっていても、絢子だけが傷つくのは看過できなかった。

「まったく優しいんだから」

　絢子はため息をつくと、テーブルの上で両手をぎゅっと握りしめた。

「大丈夫よ。時期を見て、身体に問題があるらしいって噂をばら撒いて、私はショックを受けたことにして逃げるわ。それでうまく婚約破棄になったら、あなたの評判は地に落ちる」

　祖父は婚約破棄の理由を隠すだろうが、その頃にはまことしやかに絢子不妊説が囁かれているわけだ。たしかにそうなれば、身体のことを理由に婚約破棄した一柳家……廉の評判は落ちる。

「わかった」

　しかし、そのあとすぐに廉には絢子以外の女性があてがわれるはずだ。

　せっかく絢子が用意してくれた機会を逃したくはない。梨花以外の女性なら誰が相手でも同じだ。梨花としか結婚したくない。

「だから今のうちに、あなたは梨花との仲をもっと深めた方がいいわ。あの年頃の女の子なんて少し会わないうちに彼氏を作っちゃうし。ちゃんと惚れさせておきなさいよ。ほら、昔『廉くんのお嫁さんになる』って言ってたじゃない？　本当にお嫁さんにできるように頑張ったら？」

「……だな」

　梨花の〝お嫁さん〟という言葉を忘れたことなどなかった。どうにもならない現状に抗いたくても抗えず、自分の情けなさに絶望するたびに、その言葉を思い出した。

　いつか本当になるわけもない。でも、夢を見ずにはいられなかった。

「私が梨花を食事に誘うから、顔合わせのときは三人で会いましょう。お邪魔虫だろうけど、時期が来るまで婚約は継続だからそれでいい？　なるべく二人きりの時間を作ってあげるわ」

「いや、三人で会うだけでいい。余計なことはするな」

　廉はきっぱりと断ると、絢子が不思議そうな顔をする。

「あら、どうして」

「どうしてって……」

　絢子は廉の決まりの悪そうな顔になにかを察したのか、呆れたような顔をした。

（今だってヤバいのに、二人きりの時間なんてあったら、理性がもたないに決まってるだろ！）

　自分たちの計画を誰かに知られるわけにはいかないのだから、それこそ梨花にだって言えはしない。ただでさえ、日に日に可愛くなっていく梨花にメロメロなのだ。そんな中、もし自分の気持ちを梨花に打ち明けて、梨花が受け入れたら、なにをしでかすかわからない。

「へぇ〜」

「なんだよ」

「ベタ惚れなのね、と思っただけよ」

　そうして密談は終わったのだった。




　それから十五年。

　うまい具合に事は運び、祖父の命令で『絢子の妊娠を待った上での結婚』が告げられた。周囲を騙すために二人でホテルに入ることもあったが、二〜三時間滞在して出れば偽装は完璧。

　絢子の準備も着々と整っていた。

　ホテル園崎の運営側として働く絢子は、無事、逃亡後の働き口と居住先を見つけ、タイミングを計って逃走した。

　電話で恋人の子を身籠もったと告げられたときは驚いたものだが、ますます自分と絢子の婚約破棄に向けての追い風となったのだ。

　廉もまた、この日に向けて準備を着々と進めていた。




　港区元麻布、一柳邸。

　廉は分厚い資料を片手に、龍彦と対峙していた。

「で、これを私に見せて、どうするつもりだ」

　八十を超えているとは思えないほど力強い声が室内に響く。

　祖父は廉が手渡した資料を流し読みすると、興味なさげにテーブルの上に放り投げた。そこには自分が梨花と結婚することの有用性が記されている。

　梨花は、廉と血の繋がりはまったくないが、一柳家の遠縁だ。さらに言えば、幼い頃からの顔馴染み。そして、外科医である梨花の父は、以前、大手ゼネコンＣＥＯの執刀医を務めていた。その大手ゼネコンは、御三家と呼ばれる旧財閥系の大企業である。ＣＥＯはいたく梨花の父に感謝しているらしく、食事にも行く仲だという。

　そんな高畠家を利用できるとあれば、祖父も自分と梨花の結婚に頷くはずだ。

　自分と年の近い候補者はほかにいない。この日のためにどれだけ準備してきたか。絶対にうまくいくと廉には確信があった。

「絢子がいなくなったとあれば、あなたはすぐに次の婚約者を探すでしょう？　その手間を省いただけです。それに……昔、あなたは『同級生の方が結婚がうまくいくだろう』と、私と同い年の女性を選んでくださった。梨花は私の幼馴染みでもあります」

　自分も彼女との結婚を望んでいると暗に告げると、どうしてか祖父は呆れた顔をして、ため息をついた。

「お前の気持ちはわかった。しかし、こちらの女性……高畠梨花さんか。調べによると、今日見合いをしているらしいが、婚約に本人の承諾は取っているのか？」

「は？」

　梨花が見合い。そんな話は本人から聞いていない。先日、食事に行ったときも、いつもと変わった様子などなかった。

　もし見合いが無理矢理セッティングされたものだとしたら、絢子か自分に相談があるはずだろう。

（まさか……梨花が見合いを望んだ？）

　そんなバカなと思いながらも、予感があった。

　自分と絢子の計画は梨花にも話せなかった。梨花は、廉と絢子が結婚秒読みだと思っていた節がある。梨花も二十八歳。自分もそろそろ……と考えてもおかしくない。

　廉の顔から血の気が引いていく。すると、祖父がそこにさらに追い打ちをかけた。

「お前、詰めが甘いんじゃないか？　いくら私でも、結婚した女性を別れさせてお前の婚約者にあてがうことはせんぞ」

「その話は、本当ですか」

　信じがたい思いで聞くと、返されたのはため息だ。

「なぜ私がうそをつかねばならない。それに、こちらがなにも知らないと思っているのか？　絢子が逃げたことにもお前が関わっているなどとうに知ってるわ。とっくに婚約者候補の選定は済んでいる。その中に高畠梨花の名前もあった。年も近い、一柳の遠縁にあたる。この家のためにもいいと思ったんだがな……」

　残念だよ、そう言いたげな顔で、祖父は資料を廉に投げて寄越した。

　もう必要ないとでもいうように。

　自分も絢子も、祖父の手のひらで遊ばれていたに過ぎなかったのか。

　そう思うと悔しさしかない。だが、絢子が逃げることを知っても、龍彦は手を打たなかった。それがなぜかはわからないが、つまり、梨花を説き伏せれば婚約に問題はないということ。

「見合いは、──ホテルだ」

「……っ」

　気づけば、その場から立ち上がり、祖父に挨拶もせずに部屋を出た。

（ふざけるな……見合いなんて、させてたまるか……っ）

　廉は車に乗ると、すぐにアクセルを踏み込んだ。

　愛しい人をこの手で捕まえるために。

了







あとがき




　はじめましての方も、そうでない方も、この作品『初恋婚〜身代わり花嫁のはずなのに、幼馴染みにとろ甘に愛されています〜』をお手にとっていただき、ありがとうございます。本郷ほんごうアキです。いかがでしたでしょうか。楽しんでいただけていたら嬉しいです！




　あとがきを書くたびに語っているような気がしますが、拗らせヒーローって美味しいですよね？　身代わりものも美味しいですよね？　今作はそんな趣味全開な作品になりました。

　私は、ＴＬヒーローに必須なスパダリを書くのがとにかく苦手なんですよ。スパダリを読むのは大好きなんですけどね。自分の書くヒーローには、スパダリなだけじゃなく、どこかしらウィークポイントがあってほしいと思っています。

　いい男だけど○○、みたいな。今回は、いい男だけどヘタレ、いい男だけどＤＴ、いい男だけど夢見がち、でしょうか。夢見がちな部分はＨシーンに表れています。長い片思いののちに結婚なので、いろいろ妄想しすぎて梨花にしたかったことがいっぱいあったんだろうなぁと思いながら、いつもどおりがっつり書きました。

　過去作には、いい男だけどヒロインを捜して夜な夜な街を彷徨うストーカーとか。いい男だけど○○がでかすぎる、とか。いい男だけど家族に愛されなかったためとことん卑屈とか。いい男だけどアレが勃たない、も（笑）。気になった作品があったら探してみてくださいね。

　絢子は廉の戦友なイメージで書きました。こういう勇猛果敢な女性って書きやすいし、動かしやすくて好きなんです。廉は、梨花への片思いを絢子にしか言えなかった（蒼太は気づいていたけど）ので、絢子からすればウザかっただろうなぁ。




　今作の表紙、挿し絵を担当してくださったのは、龍りゅう　胡伯こはく先生です！

　先生とお仕事をご一緒させていただくのは二度目なのですが、毎回、抱き締めたいくらい可愛いヒロインちゃんを描いてくださるんですよね！　ヒロインのふわふわ感が表情にも出てるし、ドレスも可愛いし！　素敵なイラストをありがとうございます。




　最後になりますが、今作に関わってくださったすべての皆様にお礼を申し上げます。ありがとうございました！

　そして、いつも私を応援してくださる読者様、今作が初めましての読者様、最後までお読みいただきありがとうございました！　またどこかでお目にかかれることを願っております。






　二〇二四年一一月吉日　

　本郷アキ
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